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　新宿で仕事をしようってのか？

　だったら、一番気を付けるのは掃そう除じ屋だよ。

　あいつらが動いちまったら、こっちの仕事は何もできねえ。

　うまくやる方法かい？

　それなら、あいつらと仲良くなるか、またはあいつらが動けないようにするか。

　まあ、どっちも難しいと思うぜ。

　あいつらがいる限りは、あんたみてぇな人間はすぐにぶっ潰つぶされちまうかな。

　一番いい方法はなにもしないことさ。







第一話　誰がために鐘はなる







「ぬおおおおおぉぉ！　ヒマだぞ！　慶けい介すけ！　ヒマで死ぬ！　なんだこれは？」

　カッと目を見開いた蔵くら祭まつり平へい三ざぶ郎ろうさんが、雄おたけびにも似た声でもだえ苦しむ。

　この人にとってヒマは、フグ毒にも匹ひつ敵てきする殺傷能力があるらしい。

「仕方ないでしょ……ずっと雨あめ降ふりで、みんな外に出たがらないんじゃないですか？」

　窓から見下ろした歌か舞ぶ伎き町ちようは、いつもより人通りが少ない。

　ボクだってあまり時間を持て余あますのは好きじゃないけど、それならそれでやるべきことはいくらでもある。

　学校の勉強だってしなきゃだし、事務所の掃除も洗せん濯たくや夕飯の用意だってある。

　やることはいくらでもあるのだ。

「うぬぉぉぉぉ！　あばぁぁぁぁぁぁっ！　あらびゃあぁのぉぉぉおおお！」

「めっちゃうるさい！　そこでのたうち回らないでください！　あと、何語!?」

「やってられん！　雨降りってだけでも腹立たしいのに、その上、誰だれも来ないとか！　終わった！　世界終わった！　終しゆう了りようっ！　世界閉店！」

　かってに終末にしないでくださいよ……。

「ああ、もうヒマすぎてコイントス以外やることがないぞ！」

「他にやることあるでしょうが……」

「ないっ！　コイントスしかないっ！　今の俺おれにはなっ！　見るがいい！　この俺の余よ暇かの間に極きわめてしまったコイントスを！」

　平三郎さんが親指で五百円玉を弾はじくと、くるくる回転しながら放物線を描えがく。

　そして部屋の隅すみの棚たなの上にある貯金箱の中に、

　チャリーン。

「無む駄だにすごい！　なんて一発芸を体得してんですか!?」

「ふぬっふははは！　無駄とは言ってくれるではないか！　ならば貴様はこれほどの見事な芸当ができるとでもいうのか？　ん？　０ゼロ技能の貴様にも何か得意なことはあるのか？　のび太くんだって射しや撃げきが得意なのだぞ？　そんなお前には何がある？　言ってみるがいい！」

「……そ、そのうち何か得意なことくらい見つかりますよ」

「くはははっ！　みんなそう言っているうちに特にこれと言った技能も見つからずにオッサンになって絶望していくのだ！」

「そういう身も蓋ふたもないこと言うのホントやめて下さいよ……とりあえずテレビでも見て気を紛まぎらわせてください。ボク、宿題片付けるんで」

　そう言ってテレビのスイッチを入れる。

　ちょうど歌番組がやっていた。

　まあ、音楽でも聞いて心を落ち着けて下さい。

　そう願いながら、机に戻もどろうとした時、テレビから聞き覚えのある声が耳に入ってきた。

『よっろしくぅ！　アリアだよ！』

「えっ？」

　思わず振ふり返かえってテレビ画面を凝ぎよう視し。

　そこには先日、事件でかかわったアイドルの瓜生うりゆうアリアさんがいたのだ。

　以前、連続窃せつ盗とう事件を追っていた時に、彼かの女じよのライブへ潜せん入にゆうしたことがある。結果的には、そのライブに来ていた瓜生アリアさんのファンの一部が事件の犯人だったんだけど、あの時彼女はまだ小さな規模のライブ会場で歌っているマイナーアイドルだった。どうして、と思っているボクに平三郎さんは、白けた顔でこう言った。

「この前の事件のせいで急に有名になったな、こいつ」

「もしかして……」

「地下アイドル風ふ情ぜいが、自分のファンが犯おかした罪のおかげでボンボンメディアに出おってからに……。うまいことやったものだな。生いけ贄にえを墓地に送って地下から這はい上あがったのだ」

「言い方！」

　ひどい言いようだけど、平三郎さんの言わんとすることは的まとを射いていた。

　実際、あのアリアさんのファンが犯した窃盗事件は、その後ワイドショーの注目の的まとになったんだ。

　事件の詳しよう細さいが画面に映されるたびにアリアさんの歌が流される。

　おのずと注目度が上がったのを怪我けがの功名と言っていいのか悪いのか……。

　今や人気番組に登場するまでになった瓜生アリアさんをぼんやり眺ながめていた時、エレベーターの上がって来る稼か働どう音がうっすら聞こえた。

　お客さんかな？

　そう思って顔をあげたボクは、ドアを潜くぐって現れた人にびっくりして目を見開いた。

　だって……。

「う、アリアさん!?」

「うっす……やってる？」

　ん？

　なんかライブ会場で見たアリアさんとは反応が違ちがうような……。

　すると平三郎さんがニヤニヤしながら歩み出る。

「ほう、なんだ？　賭と博ばくでもしに来たのか？　そんなところを週刊誌にでも見られたら、大変なことになるぞ！　くはははっ！」

「チッ！」

　アリアさん、今舌打ちした??

「なに？　例のバカラ賭博、やんないといけないの？　あんたらに依い頼らいがあるんだけど」

　そう、このカジノで掃除屋こと平三郎さんに用事を頼たのむときには、ある合図が必要なのだ。

　二万円分のチップを買って、それをバンカー、プレイヤー、バンカーの順番で、１６０ドル、30ドル、10ドル、の順に賭かける。

　この勝負にお客さんは勝つことはできない。

　こっちがイカサマをするからね。

　ただこれは面通し料。

　それを合図に依い頼らい人にんからの依頼内容を聞くことになるんだけど……。
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「今日は構わん！　もうヒマでヒマで、危あやうく自じ爆ばくテロをするところだった。早く話せ！　面白おもしろい事件なのか？　芸能界が震しん撼かんするような事件なのだろうな??」

　平三郎さん、待ちきれないとばかりに、自分で決めた通例を端折はしよっちゃったよ……。

　まあ、いいですけど！

　一方アリアさんは椅い子すに座すわり、足を組んで眉み間けんにしわを寄せる。

　――アイドル然としたいつもの顔ではないんですけど……。

「あのさ、灰皿ある？」

「え、タバコ吸うんですか？」

「悪ぃのか？」

「いや、でも、アリアさん、未成年なんじゃ……」

「アイドルが歳としごまかすくらい、日常ちゃ飯はん事じだろうが」

　ちゃ飯事って……。

　ってか、ええ！　うっそ!?

　でもアリアさん、どう見ても未成年に見えるんですけど！

「おらっ！　持ってくんのか？　持ってこねえのか!?」

「持ってきます！」

　ボクはすぐに人も殺せそうなクリスタルの灰皿を持ってきて彼女の前に差し出だす。

　アリアさんはポシェットから『わかば』を取り出すと、百円ライターで火をつけ、うまそうに白い煙けむりを吐はき出す。

　その様子を見て平三郎さんは不快感を表に出す――かと思ったら……。

「ククク……おまえはそういうキャラクターの方が生き生きしているぞ！」

　思いのほか、気にしていない様子。むしろ気に入ってすらいる感じだ。逆にアリアさんの方はより目つきを鋭するどくさせる。どうしようすごく怖こわい！

「ふんっ！　アイドルってのはね、オタク野や郎ろうどもに夢見させてやらなきゃいけないのよ。ゴミの中でのたうち回るゴミ虫どもにね！」

　平三郎さんに負まけず劣おとらず口が悪い！

「ゴミ虫にふさわしい夢を見せてやるってのは、この世の負ふのすべてを背せ負おってんのと一いつ緒しよなの。だからこの程てい度どの裏表くらい許容しなさいよ、一いつ般ぱん人じん」

　吐き捨すてるようにそう言うアリアさんに、やはり平三郎さんはニヤニヤしながら話の続きを促うながす。

「で、依頼内容を聞こうか？」

「簡単よ。この雑誌知ってる？」

　そう言って彼女が差し出したのは、有名な週刊誌だった。

　週刊文ぶん栄えい――表向きは文芸誌なのだけど、実際には芸能人や政治家のゴシップをすっぱ抜ぬくことで有名な雑誌だ。昨年も芸能、政治、スポーツとあらゆる業界のスキャンダルを取り上げて爆ばく発はつ的てきに売り上げを伸のばしていたはず。

「当然知っている！　下らん内容しか書けないカストリ雑誌だな！」

　カストリって平三郎さん、いつの生まれなの？

「なら話は早いわね。この雑誌社にいる増ます岡おかっていう記者がいるの。彼かれの持っているデータを削さく除じよしてほしいの」

「ふむ……で、その内容は？」

　アリアさんは皮肉な笑いを浮うかべながら、紫し煙えんをくゆらせる。

「……熱愛報道」

　ああ、やっぱり……。

　アイドルにとっては鬼き門もん中の鬼門。熱愛報道。

　アリアさんもごたぶんに洩もれず、その瞬しゆん間かんを写真に収められてしまったということだろうか？

「あの、でもちょっと気になるんですけど……」

「なに？」

「そういうデータって、クラウドとかウェブ上で共有しちゃったりしたら消しても意味ないような気がするんですけど……」

「それをなんとかできるって聞いたからあんたらに依頼しに来たんだけど」

　まあそれがうちの売りですからね……。

　それにしても、たしかにこれはかなり難しい依頼だ。

　どこに頼んでも引き受けてもらえないような難題と言える。

　すると平三郎さんが不敵に笑った。

「なるほど」

「え？　なにがなるほどなんですか？」

「簡単なことだ。つまりは増岡が撮とった証しよう拠こ写真さえ消せば問題ない、ということだな」

「少しは話が分かるようね。増岡の持つノートパソコン、それからＵＳＢ、そしてカメラ内のデータスティック、それらの証拠写真をすべて削除が依頼内容。デッドラインは彼が記事にして提出するまで」

「それはいつだ？」

「明後日の午後４時」

　ひえ～！

　もう全然時間ないじゃないですか！

「どう？　やれるの？」

「当然！　その程度、お茶の子なのだ！」

　うわぁ、安やす請うけ合あいしちゃって……大だい丈じよう夫ぶなの平三郎さん？

　平三郎さんの方は依頼内容に大満足で上じよう機き嫌げん。

　それを見ていたアリアさんはより目つきを鋭くさせた。

　なんで!?　すごく怖いんですけど！

　そんなわけでさっそく、ボクらは動き出した。

　これは寝ねている暇ひまもないかも……。

「で、どうするんです？」

「時間があれば、やりようはいくらでもあるのだがな……」

「例えば？」

「ビルごと爆ばく破はとか」

「それテロですからねっ！」

「しかし時間がない以上、悠ゆう長ちような方法はとれんな……くくく」

　時間があったらやるつもりだったの??　やらないですよね？

　さっきまでヒマだヒマだとぼやいていた平三郎さんは目をランランとさせている。

　こういう事件、ホント好きですよねぇ……。

「よし、あいつを呼ぶのだ！」

「誰ですかあいつって……？」

「あいつだ！　カードめちゃくちゃ切りまくるあいつ！」

「説明、雑っ！　それって天てん童どう君でいいんですよね？」

　彼は普ふ段だんゲームセンターでぶらぶらしている根っからのゲーマー。

　たまにうちのカジノでディーラーのアルバイトをしてもらったりもしているんだけど、彼の本職はフリーのシステムエンジニア。でもその仕事すらも、ほとんど趣しゆ味みに近いような状じよう況きようでやってるみたい。

　じゃあ彼の基本収入はどこから？

　実はその答えこそが天童君の才能を発揮する技能なのだ。

　彼の正体はガチで犯罪すれすれのハッカー。もちろんハッカー、というのはコンピューター関係に深い造ぞう詣けいがある人のことを言う。ただ天童君は依頼内容によってはクラッキングまでこなしてしまうので、そちらの世界では有名な人らしい。

　まあ、よっぽどのことがない限りは、そこまではしないらしいけど……。

　彼にかかれば、ウェブ上でできないことはほとんどない――らしい。そんなわけでボクは天童君に電話をすると、家にいたらしく三十分もせずに事務所に現れた。

「んあ～、ちょうど寝てたよ」

「まだ昼なのに？」

「ゲーマーは昼に寝るので……」

「あはは……そうなんだ」

　天童君はいつも通りの眠ねむそうな顔でやって来ると、応接ソファに深々と座る。

　その様子を見ていたアリアさんの顔には「こいつで大丈夫なの？」と書いてあるようだ。

　天童君は目の前にいる有名アイドルとなってしまったアリアさんには目もくれずに、ボクに向かって言っていた。

「んで、今日はディーラー？　それとも……」

「ハッキングしてほしいんだけど」

「ん、了りよう解かい。どこ？」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなくあっさりと了りよう承しようする天童君にボクの方がビックリしてしまう。

「えっと週刊文栄の編集部内のパソコンなんだけど」

「わあ……それはまた難なん儀ぎな。まあ、できないこともないけど……」

「やっぱ難しいの？」

「難しいっていうか……編集部のデータを取り出すってことでしょ？　たぶんだけどね、そういう重要情報はオフラインになってると思うんだよね」

「ああ、そっか……」

「侵しん入にゆうの方法がないわけじゃないんだけど……」

「どうすればいいの？」

　すると天童君はカバンの中から、一本の円柱の機械のようなものを出した。

「これ、仕し掛かけられる？」

「ナニコレ？」

「ハッキング用の無線ＬＡＮの端たん子し。今のパソコンやスマホって勝手に無線ＬＡＮを拾おうとするでしょ。接続するかどうかは別にして」

「うん」

「それを逆手にとってこっちから侵入するの。それにWi-Fiとは規格が違うから、相手のパソコンにこの端子からの情報は表示されないのね。だから発見されにくくて形けい跡せきを残しにくい」

「そんなのがあるの？」

「まあ、あるところにはね。ただ、難しいのは、この無線ＬＡＮの有効範はん囲いが半径20メートルってところなことかな」

「オフィスの真ん中に置けば、何とか行けそうだね」

　すらすらとそこまで説明した天童君に、アリアさんも納なつ得とくしたのか、ひとつうなずいてみせる。さて、そうなるとこれは大変な作業だ。

「平三郎さん、侵入とかしちゃいます？」

「当然！」

　ああ、即そく答とう……。

「でもどうやってこれ仕掛けるんです？　そもそも、編集部内に入るのだって困難なのに」

「そんなもの、やってみなければわからないではないか！」

「ポジティブ発言のように聞こえるけどそれ計画性なくてダメになるパターンですからね」

「だったら情報を集めろ！　そのビル管理会社にでも電話をして、中がどうなってるのか聞き出せ！」

「教えてくれるわけないでしょ！　――……まあ、管理会社じゃないけど、別の人に聞いてみる手はないわけじゃないけど……」

　そう。こういう不動産関係に詳くわしい知り合いがボクにはひとりいる。

　彼女はクラスメイトの畠はた瀬せ清きよ子こちゃん。いつも笑え顔がおで、かわいらしくて元気な普ふ通つうの女の子だ。ただ家が不動産関係の経営をしていて、その手の情報はかなり持ち合わせている。

　ということで清子ちゃんのアドレスを呼び出してっと……。

「もしもし清子ちゃん？」

『はい、あなたの清子でございます！』

「実はお願いしたいことがあって……」

『なんですか？　なんですか？　式場の相談ですか？　はい、もうプランはそろってますので、どれにするか決めるだけですから！』

「なんの式場の話？」

『そんなの、アレに決まってるじゃないですか……みなまで言わせるのですね。慶介くんのそういうたまにＳっ気のある発言に清子ふりまわされっぱなしです』

「清子ちゃん、清子ちゃん！　話がいきなり脱だつ線せんしまくってるから！　ボクの方が振り回まわされてるから！」

『あらこれは失礼しました。で、ご用件というのは？』

「あのね、四谷にある週刊文栄の編集部ってわかる？」

『ちょっと待ってくださいまし』

　電話の向こうでキーボードを弾はじく音が聞こえてくる。

『……新宿区四谷――はい、このビルですね』

「うん、そこのセキュリティとかの情報がほしくって」

『ハイハイ、問題ございませんよ。清子、慶介くんのためなら個人情報の流出になんて躊ちゆう躇ちよありませんもの！』

　ありがたいけど、本当はいけないからね。

　聞いている身で、そんなこと口が裂さけても言えないけど……。

『ここのビルの警備会社は……ああ、ＡＬＰＡＣアルパツクですか。けっこう大手の警備会社が入ってますね。管理会社もしっかりしてますね。外部からの出入りをしっかりチェックできるようになってますよ』

　そっか……やっぱ情報を売り物にする出版社が入ってるビルだけあって、簡単には中には入れてくれないか……。

　すると突とつ然ぜん平三郎さんがボクのスマホを取り上げる。

「おい、小こ娘むすめ」

『あら、穀ごく潰つぶしのゴミ男じゃございませんの。すぐに慶介くんに代わってくださいまし。耳が穢けがれますので』

「うるさい。ところで、その編集部の隣となりのオフィスは空いてないのか？」

『空いてません。もう既すでにテナントが入ってます。そもそも好立地のビルですよ。すぐに借り手が付きますもの。空いているのは、せいぜい下の階だけですね』

「空いているのか？　下の階が？」

『なんですの？』

「借りろ」

『は？』

「すぐに俺の名義で借り受けろ。金に糸目はつけん。今すぐに契けい約やくだ。いいな？」

『審しん査さがありますから。今すぐに借りるなんてできません！』

「ならば今から内ない見けんさせろ！　それなら大丈夫だろう？」

『内見って、今、夜ですよ？　大家さんだって……』

「たたき起こせ！」

『お・断・り・ですっ！　あーたみたいな慶介くんに寄生する穀潰しに協力する謂いわれはありませんので！　あしからず！』

　電話越ごしに会話の内容までは聞こえないけど、清子ちゃんの不ふ機き嫌げんきわまりない声が聞こえるということは、お察しのいつもの展開に違いない。

　なのでボクはとっさに平三郎さんの手からスマホを取り上げた。

「ごめん、清子ちゃん。急ぎの事態なんだ。協力してくれないかな？」

『はい喜んで♡』

　ちょーご機き嫌げんな返答がかぶせ気味に返って来た。

　あれ？　清子ちゃん、機嫌悪かったんじゃないの？

「あ、ありがとう」

『内見の準備をしておきますので！　慶介くんのために！　他でもない慶介くんのために！　では二十分後にいらしてくださいましな』

「うん、わかった」

　電話を切ると、平三郎さんはすでに出立の準備を整え意い気き揚よう々ようとエレベーターに乗り込み、それに天童君も続く。

「よし、ゴミども！　行くぞ！　これで堂々とビルに入れるぞ！」

「おー」

　その様子を見ながらアリアさんが顔に手を当てて頭かぶりを振った。

　うん、気持ちはわかるよ。心配になるよね……。




　そんなわけで、さっそくビル管理会社さんに無理を言って、夜の内見に向かうことになってしまった。畠はた瀬せ不動産の社員さんと一緒に清子ちゃんも同どう伴はん。

　アリアさんは編集部の人に顔を見られたらアウトなので、車の中で待機してもらうことになった。

　さてさっそく作戦実行――ということなんだけど、清子ちゃんが車から出ようとしない。

　彼女はチラチラとアリアさんを盗ぬすみ見るようにしながら、

「け、慶介くん、ちょっとお聞きしたいのですが」

「なに？」

「先ほどからわたくしの禁きん煙えん車しやで構わず煙草たばこをふかしているこのお嬢じようさんはいったいどこのどなたなのでございましょうか？」

「えっと、彼女は今回の依頼人で……」

「ほ、ほほう、依頼人ですか。そうですか。それにしても煙草と態度はいただけませんが可愛かわいらしいお顔をしていらっしゃいますね。どういったお知り合いですの？」

　そういえば清子ちゃんってテレビを全然見ないって前に言ってたっけ。

　他に見なければいけないものがあるとかなんとか。それなら瓜生アリアさんを知らないのも当然と言えば当然。

「知り合いってほどじゃないけど、前に彼女のライブに行ったことがあるくらいで」

「ライブ？　慶介くんライブとかお好きだったんですか？　ラブ、ライブなんですか？」

「あ、いや、その時は胤たね正まさ君からの依頼で」

　するとアリアさんが焦じれたように貧びん乏ぼうゆすりをする。

「おい、行くのか？　行かねえのか？」

「まあ、この人は！　お口のお行ぎよう儀ぎを知らないようですね」

「うるせえよ小娘がっ」

「きいい！　あんたこそ小娘でしょうが！　慶介くんに色目を遣つかう女め狐ぎつねでしょうが！」

「はっ！　こんなガキに股また開くほど安くないんですけど」

「お下品！　お下げ劣れつ斎さいさまですわっ！」

　なんかこれ以上この二人を話させておくのは確実に良くないことだけはわかった。

「清子ちゃん、そろそろ行こっか。ね」

「そうですね。慶介くんと二人きりで物件探訪してきます。後ろ暗い方はそこでおとなしくしていてくださいましな」

　はぁ……いきなりこの展開……先が思いやられる。とりあえず今回の依頼のために、天童君が持ってきた機械を編集部の半径20メートル以内に取り付けなければならない、という状況を清子ちゃんに説明した。

「ははぁ、なるほどそういうことでしたか」

「でも内見でビルの中に入れても、編集部内に入れるわけじゃないからね。平三郎さん、どうする気なんだろう」

　すると平三郎さんは腕うでを組んで高らかに笑う。

「はーっはっはっ！　そんなもん、編集部に直接殴なぐり込みをかけるに決まってるだろう！　どさくさに紛れて装置を設置だ！　名付けて『ＴＫＣ軍団怒いかりの逆ぎやく襲しゆう作戦』！」

「警察沙ざ汰た確定じゃないですか！」

　行き当たりばったりにもほどがある。ボクは思わず頭を抱かかえてしまった。

　すると清子ちゃんが深々とため息をついた。

「この脳みそ廃はい棄き物ぶつでは慶介くんを助けることはできないようですね。お任せくださいまし、わたくしが設置して差し上げます。この手の物を秘ひ密みつ裏りに設置するのは、清子得意中の得意でございますので！」

　胸を張る清子ちゃん。すごく心強いけど、なんでだろう、ちょっと寒気が……。

「わたくしが設置している間、時間稼かせぎをお願いいたします」

　そう言いながら、清子ちゃんは車を降おりるとトランクから巨きよ大だいな旅行バックを取り出して、不敵に笑ったのである。




　そんなわけで、ボクと平三郎さん、そして清子ちゃんと畠瀬不動産の社員さん、さらに天童君も連れて四谷にあるビルの入り口までやってきた。

　管理会社の方は夜中に突とつ然ぜん内見を申し出てきたボクらに、やや不機嫌そうな態度で空いているオフィス内を案内していく。

「まあ、他にも借りたい人は結構いますからね。うちとしては、どちらでもいいんですよ」

　ぞんざいながらも、設備や間取りについてはしっかり説明してくれるあたりに、慣れているやり取りであることがうかがえる。

　すると清子ちゃんはオフィスの中央までやってきて、突然旅行バッグを開けたかと思うと、何やら不可思議な機械を取り出した。

「な、なんですそれ？」

　焦あせる管理会社の人に清子ちゃんは満面のスマイルで、

「いえ、盗とう聴ちよう器きなどのチェックです。そちらでもやっているかと思いますが、わたくしどもの方でもきっちりとチェックをしなければならないので」

「は、はぁ……」

　そう言いながら機械のスイッチをオン。小さな稼働音を立てながら、清子ちゃんはその機械をもってオフィスの中を歩き回る。

　もちろんこれは盗聴器を発見する機械ではない。

　これは音波探知機で、微び弱じやくな音波を放ち返ってきた音波で壁かべの向こうに何があるのかを感知する機械だ。いわゆる魚群探知機のようなもの。

　キャッチされたデータは、すぐに天童君のノートパソコンに送られる。

　するとおぼろげながら、上の階の間取りや置いてある物の影かげが現れる。

　残念ながらボクがそれを見ても何が何やらわからない。それでも清子ちゃんは、それを見て、

「ああ、これが机でこっちは観葉植物ですか……なるほどなるほど」

　という具合で大まかに上の階の様子を掴つかんだようだ。そして清子ちゃんはこちらに対して作戦開始を告げる目め配くばせをしてくる。

　ボクも小さくうなずき返し、平三郎さんに軽く肘ひじをあてる。

「え？　なに？」

　なにじゃないんですけど！　さっき打ち合わせしたでしょうが！　清子ちゃんが機械を仕掛けている間の時間稼ぎ！

　仕方ない、ここはボクが。

「すいません。隣の部屋も見せてもらっていいですか？」

「ああ、それはもちろん」

　管理会社の人はすぐに隣の部屋に通してくれる。そこはガランとした応接間のようなスペースだった。さらにその奥おくにも部屋があり廊ろう下か側がわには給湯室もある。

　こうして見てみると、かなり広い物件だ。

　平三郎さんの方は給湯室に行くと、何やらごそごそとあちこち開けたり閉めたりしながら怪け訝げんな顔をする。

　管理会社の人はそれが気になったのか、近くまで行くと、

「なにかありましたか？」

　と、心配そうに問う。

「おい、これはどういうことだ？」

「と、申しますと……」

「どうしてこの位置に給湯室がある？　これじゃ、使いづらいではないか」

「そ、それは前の借り手が設置したもので……」

「なに？　原状復帰が原則だろう」

「いえいえ、居いぬきで借りたい人も多いので、一応そのままで……」

「そんなことは聞いていない！　いいか、こんなところに給湯室があったら湿しつ度どがたまる！　こんなものカビの温おん床しようではないか！　それをお前は是ぜとするのか!?」

「そ、それは……」

　しどろもどろになる管理会社の人間に詰つめ寄よる平三郎さん。

　もしかして、平三郎さん……時間稼ぎしてくれてる？

　得意分野のいちゃもんで完全に管理会社の人はこちらのことまで目が届いていない。

　ちらりと隣の部屋の方を見ると、脚きや立たつに乗った清子ちゃんが天てん井じようにドリルで穴をあけていた――って！　穴あけちゃうの!?

　ボクは慌あわてて、事前に渡わたされた小型無線機に小声で話しかける。

「清子ちゃん、何してんの？」

『いえ、この真上、観葉植物のようなので、鉢はち植うえぶち抜いて土の中に機械を入れておきます』

「だ、大丈夫なの？」

『防水だそうなので問題ないかと』

　いや、そういうことじゃなくて……。

　彼女が使うドリルはかなりの静音仕様で、けたたましい回転音はしない。それでも無音というわけではないので、ボクはひやひやしながら管理会社の人の方に目を戻す。

　しかしこちらはこちらで、クレーマー平三郎さんの対応にかかりっきり。

　その間にも清子ちゃんは着実に天井を掘ほり進すすみ、天童君の機械を設置。

　そして穴をパテで埋うめて、その上に塗と装そうまで施ほどこす。あまりにも手慣れた、まさに職しよく人にん技わざというべき早はや業わざであった。

　ぶっちゃけ全然気づかないレベル。

　清子ちゃん、そういうのどこで覚えてくるの？

　その間にも天童君がノートＰＣをいじりながら受信状況を確かく認にんしている。

　感度良好なのは顔色を見ていればわかる。

　さてさて、これでうまく行くのかな？

　ところが平三郎さんの方でまさかの変化が訪おとずれた。

「おい、帰るぞ！」

「え、ちょっと、平三郎さん!?　もうちょっと……」

「なんて物件だ！　見れば見るほど穴があるではないか！　よくこれで貸し出そうと考えたものだ！」

　この人、時間稼ぎしてたわけじゃなかった！

　普通に文句言ってただけだったよ！　ええい、こうなったら……。

「平三郎さん、実はちょっと気になることがあるんです」

「はぁ？　気になる？　お前が？　そんなものに俺おれは興味ない！」

「いえ、さっきですね、あの給湯室の奥の扉とびらが一瞬、開いたような気がするんですよね」

「なにっ!?」

「もしかしたら、隣のテナントとつながってるのかも……」

「おい、そうなのか？　隣とつながってるのか？　その上、いつでも自由に開けられちゃうのか!?」

　すごい勢いで管理会社の人に絡からむ平三郎さん。

「あ、いや、あそこの扉は外の非常階段につながってるだけですよ」

「非常階段につながってるだと？　それがどうして今開いている？」

「開いてませんよ。施せ錠じようはしてます！」

「しかし誰だれかが覗のぞいていたと言うではないか？　何者だ？　おい、今すぐ開けて確認させろ！　それはきっと、以前のテナントの人間に違いない」

「そんなはずは……」

「いいから見せろ！　御ご託たくはいい！」

「は、はい！」

　ナイスです平三郎さん！　管理会社の人を伴ともなって給湯室から非常階段のドアを開けて、謎なぞの人物を確認しに出て行ってしまった。

　よし、よし。興味を持ってくれたみたいだ。これでもう少しだけ時間が稼げそう。

　その間に天童君の方は、ノートＰＣのキーボードを叩たたいたりマウスを操作したり忙せわしなく動き続ける。

「どう、行けそう？」

「今、侵入してデータをコピペしてる。七割のデータは抜き出した。後で中身を確認してもらって消したいデータがどれか教えてね。んで、あっちは？」

「平三郎さんが時間稼ぎしているよ」

　すると清子ちゃんが目を丸くして驚おどろいた。

「あの穀ごく潰つぶしがまっとうに仕事を？　珍めずらしいですね」

　あはは……たしかに。

　すると天童君が顔を上げて、

「オッケー、データのコピー完かん了りよう。んじゃ、戻もどろうか」

「早いね！」

「まあねえ。ハッキングと処理速度には自信があるし。ついでに編集部のデータ、クラッキングしちゃう？　二度とパソコン使えないくらいにメタメタにできるけど」

「それはさすがにまずいので、一度帰ってデータの確認をしよう」

「あ、そう。了解。ところで蔵くらちゃんは？」

「いやぁ……どこまで行ったんだろう……」

　すると清子ちゃんがため息交じりに、

「構いませんわ。うちの者が送りますので。アレはおいていきましょう」

　などと言ってしまう。いいのかなぁ……。まあ、飽あきたらタクシーでも何でも使って戻ってくるだろうから心配はないけど。




「遅おそいではないか！　なにをぐずぐずしていた！」

　事務所に戻ると、平三郎さんの方が先に戻ってきて不機嫌そうに待ち構えていた。

　どうしてそうなる……。

「さあ、さっさとその雑誌社の作った記事を見せろ！」

「蔵ちゃん、急がない急がない。今見せるから」

　横暴な平三郎さんに、マイペースな天童君。

　でも案外、この二人は相あい性しようが良かったりする。天童君が平三郎さんの暴言を全然気にしないあたりがちょうどいいのかも。

　ただアリアさんだけは、少し離はなれた位置でむず痒がゆいような顔で腕を抱だいていた。

　どうしたんだろう？　あれかな、ほこりアレルギー的な……この部屋、お世辞にも綺き麗れいとはいえないしなぁ。

　そうこうしているうちに、天童君はノートＰＣを開け起動させ、先ほどコピーしてきたファイルを開く。

「たぶん、これが来週号の記事だと思うんだよね」

　そう言ってクリックした中には、パイロット版ではあるが来週掲けい載さいする予定の記事の構成が提出されていたのだ。見出しと目次が大きく表示される。

「あれ？　どこに記事があるの？」

「う～ん、ちょっと待って、他のページも出すから」

　天童君はマウスをクリックしながら、次々にページを表示していく。

　だが最後のページまで行ったのに、瓜生アリアさんの熱愛報道の記事は一つもなかった。それを見た平三郎さんは何かを得とく心しんしたように、

「ほうほう、そういうことか。なるほど」

　と嫌いやらしい笑えみを浮かべアリアさんを横目に見る。すると彼かの女じよは平静な顔をしながらも、ほんのわずかに肩かたを揺ゆらしたような気がした。

「なにがなるほどなんですか？」

「聞く相手を間ま違ちがえるな。聞くのならそこの小娘に聞くべきであろう」

　そう振ふられたアリアさんはこちらに視線も向けようとせずに腕を組んでいる。

　清子ちゃんも天童君も、アリアさんの様子に不思議そうに小首をかしげる。

　それでもアリアさんはソファに深く座すわったまま何も言わない。

「おい、貴様。嘘うその依い頼らいで俺たちを動かしたのか？」

「うそ？　なんのことかしら？」

「あくまでしらばっくれるのだな、この女狐めが！」

　女狐って平三郎さん……。

「おい、天童」

「なに蔵ちゃん？」

「抜き出だしてきた編集部のデータは他にもあるのだろう？」

「まあね」

「その中から増岡という記者のパソコンのファイルを開け」

「ロックがかかってるけど」

「開け！　もしやできないのか？」

「もう開いたよ。はい、どうぞ」

　そう言って天童君が開いたフォルダーにはデータファイルがズラッと並んでいる。そして上から下まであっという間に目を通した平三郎さんは、一つのファイルをクリックした。

　そこで表示されたのは、『熱愛発覚』の見出しに、現場写真が載のせてある記事だった。

　しかしその写真も、ましてや記事も瓜生アリアさんの熱愛に関する記事ではない。

　奏かなで三み三み子こという別のアイドルの熱愛報道の記事だったのだ。

「貴様がもみ消そうとしていたのは、この記事ではないのか？」

　一いち瞥べつしたアリアさんは小さくチッと舌打ちをしてわかばに火をつけた。

「バレちゃったかぁ」

「当然だ！　こんなくだらない茶番に付き合わせおってからに！」

　ボクはわけが分からず、アリアさんに問いかけた。

「あの、アリアさん。どうして自分に関係のないアイドルの人のスキャンダルをもみ消そうなんてしたんですか？」

　するとアリアさんは深くため息を吐つき、そしてボクの目を見る。

「……その娘こはね、あたしと同じ事務所のアイドルでね。直感で生きるってタイプ？　まあ、感性が優すぐれてるっていうのかな……。まだ売れちゃいないけど、十分にいいアイドルってやつさ」

「だったら貴様のライバルだろう。さっさと消えてもらった方がよかろう」

　その言葉にアリアさんはさらにチッと舌打ちをした。

「別に消えてもらっても構わないけどね」

「消えてもらっても構わないアイドルをお前は守ろうとしている……解げせんなぁ」

「なんでもいいでしょ？　それで？　こうして記事になってるってことはもうアウトってこと？　それとも、まだどうにかなるの？」

　苛いら立だたし気なアリアさんに、平三郎さんはにんまりと嗜し虐ぎやく的な笑みを漏もらす。

　いらんことを考えてるぞ、ゼッタイ。

「一つ気になっていることがある」

「なによ？」

「スキャンダルというのは得えてして、本人すら与あずかり知しらぬところで素すっ破ぱ抜ぬかれるものだ。週刊誌が印刷される前に誰かが知っているなんてことはありえない」

「だからなによ」

「どうしておまえは知っていた？」

「――それは」

「どこで手に入れたんだ？　おまえの事務所のアイドルの熱愛報道が白日の下にさらされるという情報をなぜ知っている？」

「別にいいじゃない。それも調査の一いつ環かんなの？」

「いいやぁ、べぇつにぃ」

　なんという嫌らしい言い方！

　でも平三郎さん、何かに気づいている様子。

「よかろう！　おまえの隠かくしていることを暴あばき出してやる。おまえが本当にかばおうとしている者の正体をな！」

　それって奏三三子さんじゃないのだろうか？

　でも、さっき奏三三子さんがいなくなることは別に構わないと言ったアリアさんの言葉にも嘘はなかったように聞こえた。

　とにかく彼女がなにかを隠している、ということは間違いない。

　でもそれが何なのか――そこまではボクには皆かい目もく見当もつかない。

「おい慶介。あいつを呼び出せ」

「あいつ？」

　平三郎さんが口にしたのは札ふだ沼ぬまさんと禅ぜん定じようさんだった。




　札沼次じ郎ろうさん、禅定秦はた春はるさんは警視庁西新宿署の総務課・預あずかり・補ほ助じよ捜そう査さ係――通つう称しよう・補ほ捜そう係けいに所属する刑けい事じさん。

　複雑な新宿での事件の情報を一手に引き受けまとめて、事件解決を補ほ佐さするために作られたセクションに所属している。

　なので新宿区内で起きた事件に関してはほぼ網もう羅らしていると言ってもいい。

　西新宿署の近くにあるカフェベローチェで待ち合わせをしていると、間もなく二人がやって来た。

　中年の札沼さんは幾いく分ぶん疲つかれ気ぎ味みの様子で、席に座るとセブンスターに火をつける。

「今、ちょっとゴタゴタしてんだ」

「何か事件ですか？」

「事件じゃねぇから面めん倒どうなんだがな」

「事件じゃない？」

　しかめっ面つらをする札沼さんに、禅定さんが苦笑いで答えた。

「ちょっとした式典があってね」

「式典って警視庁のですか？」

「それだったら札沼さんの機嫌も悪くないだろうけど、これが一いち企き業ぎようのビルの落らく成せい式しきに警備員として呼ばれてるっていう、面倒ごとでね」

「え、それに警察が？」

　ボクの疑問に札沼さんは心底うんざり顔で舌打ちをした。

「政治的癒ゆ着ちやくってやつさ。おかげで国家公務員がボディガードとして大量投入よ。まったく税金使って何やってやがんだ」

　ははぁ、それはまた……大人の事情ってやつなのだろうか。

　本来の職務以外のことで、煩わずらわされるのははなはだ不本意に違ちがいない。大人って大変だ。

「ボーズは気にすんな。どうせそっちのバカが急に言い出したことだろう」

「あはは……まあ」

　ボクは隣に座る平三郎さんをチラリと盗み見る。てっきり札沼さんに突つっかかるものとばかりに思っていたけれど、平三郎さんはつまらなそうに奥の席の客をぼんやりと見ていた。どうやら話に入る気があまりないらしい。

　一方札沼さんは隣に座った禅定さんに軽く目くばせをする。

　すると禅定さんは大きな封ふう筒とうから書類を数枚取り出した。

「さっきの電話で言っていた男なんだけど、前に恐きよう喝かつで捕つかまってるね」

「それって、増岡って記者で間違いないんですよね」

「そうだね。増岡快かい――もともとは大手新聞社に勤めていたみたいだけど、行き過ぎた取材が仇あだになって馘首クビになってるね」

「クビって……何をしたんですか？」

　隣で煙草の煙けむりを吐き出す札沼さんがそれに答えた。

「それが例の恐喝だ」

「恐喝って何をしたんです？」

　すると禅定さんがそれを補おぎなうように言う。

「まず芸能界、政財界、察庁にいる小物のスキャンダルや汚お職しよくを見つける。それをネタに相手を強請ゆすっていたみたいだね」

「お金を巻き上げていたとか？」

「いやいや、そういう類たぐいよりももっと悪質だね」

「……と、言いますと」

　すかさず札沼さんが間に入る。

「相手にスキャンダルを掴つかんでいると言って、自分の手て駒ごまにするのさ。相手はバレちゃまずいから増岡の言いなり。そういうのを芸能界、政財界、どっかしらに潜もぐり込ませて、そこから大物のスキャンダル情報を次々に引きずり出す。しかもそれは一回じゃ終わらない。相手がすり減って使えなくなるまで、ずっと素すっ破ぱ抜ぬき続ける」

「そんなことしてたんですか……」

「かなり悪質にやってたみたいだ。こいつは四谷署の調書から拝借したものだが、ここに書いてあるもの以外にも余罪はもっとあると俺は思っている」

「まあ、今となっては藪やぶの中なんだけどね」

「どうしてですか？」

「犯行を認める代わり、それ以上の追つい及きゆうをしない――そういう司法取引がされたようだ。まあ、増岡もこれ以上刑事に張り付かれちゃ例の仕事ができないからな。一部の犯罪を認めることで決着はついたわけだ」

　そんなことがあったなんて、ボクは全く知らなかった。

　それってつまり、今も同じことをやっている可能性があるってことだ。

「この増岡って人、その後は再犯とかしてないんですか？」

「ああ、それについては、おまえらから連れん絡らくがあって俺たちも気になってな」

「なので、僕ぼくが四谷署に問い合わせておいたよ」

　仕事が早すぎるよ、禅定さん！

「四谷署の話では、その後は被ひ害がい届とどけは出ていないみたいだね。警視庁側も被害届が出ない限りは捜そう査さができないから」

「なるほど……」

　すると札沼さんが興味を持ったのか、眉み間けんにしわを寄せながらボクを見る。

「で、この増岡はまた性しよう懲こりもなく恐喝まがいの取材をしてるってことか？」

「あ、いや、それはまだわからなくて……」

「わからない？」

　するとそれまで黙だまって明後日あさつての方角を見て口笛を吹ふいていた平三郎さんが突然話に入ってきた。

「いや、やってるだろう」

「なに？」

「やっていると言っているのだ！　おかしいはずだ。掲載するつもりのない記事を作って自分のフォルダーに後生大事にしまい込んでいる記者がどこにいる？　これを使って、他のアイドルのスキャンダルを奏かなで三み三み子ことかいう三流アイドルに探さぐらせていたのだ！」

　たしかに平三郎さんの言っていることは珍しく筋が通っている。

「だとしたら、どうするんですか？」

「そんなもの決まっているだろう」

　そう口にしながら平三郎さんは黒い笑みを浮うかべる。

　いやぁ、な予感しかしないんですけど……。
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　増岡快は奏三三子からの電話を受け取るとすぐに自宅を飛び出した。

　子飼いにしていた奏三三子は所しよ詮せんは三流アイドル。あと数年のうちに消えることは間違いない。ただ、瓜生アリアに関しては話が別だ。

　あの女は先日の事件を逆手にとって、一気にスターダムにのし上がった。

　それは瓜生アリアが抜ぬけ目めのない女であると同時に、いつ売れてもおかしくないほどに十分なアイドル性を兼かね備そなえていたからに相そう違いない。

　風向きが彼女に味方をしている。

　その瓜生アリアのスキャンダルをモノにすること。それこそが自分の職務なのだ。

　そのためには手段など選んではいられない。

　同事務所の奏三三子を手駒にして、瓜生アリアのスキャンダルを掴む。そのために、彼女の弱みを握にぎった。あんな三流アイドルでも熱愛報道をされれば確実にアイドル生命は終わりだ。思おも惑わく通り彼女は増岡の指示になんでも従った。

　そしてその努力がついに実を結んだのだ。

　先ほど奏三三子から連絡があった。今夜、瓜生アリアが何者かと密会するらしい。

　もちろん、確信的な情報ではないが、奏三三子が見た情報には信ぴょう性がある。

　同じ仕事場を後にする瓜生アリアは、舞ぶ台たいメイクを落とした後、目立たない格好に着き替がえていたそうだ。ここまではアイドルや芸能人がプライベートに戻る際にはよくあること。

　だが今日の瓜生アリアは、舞台メイクを落とした後に、念入りに別のメイクを始めたらしい。その間、ずっとスマホの動向に気を向けており、盛んにメールが送られてきたとのこと。

　そこで奏三三子が、「このあと、何か予定ある？」という問いかけをしたところ、瓜生アリアは「田舎いなかから親が出てくるからご飯を食べに行く」と答えたそうだ。

　親と会うのに念入りなメイクをするとは到とう底てい思えない。仮にそうだったとして、幾度もメールのやり取りをするというのも解げせない。親なら待ち合わせ場所と時間など、前日にやり取りしただけで十分だろう。

　むしろ「親と会う」という言い訳こそが、瓜生アリアが後ろ暗い相手と会っていることを確信的にさせた。

　増岡は待機させていた車の中から、テレビスタジオより出てくる瓜生アリアを待った。

　ほどなくして、彼女は目立たぬように目ま深ぶかに帽ぼう子しをかぶりサングラスをして裏口から出てくる。マネージャーは伴ともなっていない。そこを出ると、すぐにタクシーを捕まえる。

　尾び行こう開始だ。タクシーとの距きよ離りを保たもって、自家用車で慎しん重ちように後をつける。

　六本木のテレビスタジオを出たタクシーは、都道３１９号を北へ流す。曙あけぼの橋ばし駅の近くで左折し、靖やす国くに通りへと入った。そのまま新宿駅が近づいてくると、今度は右折し区役所通りに入り、そして風ふう林りん会館を過ぎたあたりでタクシーは停車した。

　この辺りということは、ホスト街にでも行こうというのか？

　だが悪くない。売り出し中のアイドルがホストに貢みついでいる、などという記事ならそれはそれで十分に売りになる。意中のホストがいても記事になるし、たくさん侍はべらせて豪ごう遊ゆうしていてもスキャンダル性は高い。清純派アイドルの裏の顔は読者の心を鷲わし掴づかみにしてくれること請うけ合あいだ。

　期待を胸に、路上駐ちゆう車しやスペースに車を置くと、すぐに瓜生アリアの後を追った。

　彼女は地下へ続く階段を下りていく。そこは増岡が想像した通りホストクラブであった。

　人気アイドルのホストクラブ通い。これを記事にすればかなり大きな収しゆう穫かくになる。中に入るには女性の記者を呼んで潜せん入にゆうさせるのが無難か？

　いや、この情報は自分一人で記事にしたい。

　ホストクラブに男一人で入る、というのは珍しいことではあるが、決してないことではない。そういう客層も少なからずいる。銀座のクラブが社交の場であるのと同じように、ホストクラブをそのように使う人間も少なくはないのだ。なので目立たないように気を付けながらやるしかないだろう。

　そう考え、増岡も地下へ続く階段を下りた。

　しかしどうしたことか、ホストクラブはまだ開店していなかったのだ。

　では瓜生アリアはどこに？

　まさかとは思うが、開店前に自分のためだけに店を開けさせるような女も稀まれにいると聞く。彼女がそれほどの常連ということはあり得るのだろうか？　現在の収入から鑑かんがみれば、それだけの財力が彼女にはある。何より他者にバレてはいけない立場である彼女だ。

　自分のモチベーションを保つための豪遊――というところか？

　どちらにしても確かめて写真に収めねばならない。

　鍵かぎのかかったドアを前に、鍵かぎ穴あなの中を確かめる。

　この形状の物なら、自分の持っているピッキング道具で十分だ。鍵穴に細い鉄の棒をつっこみ施錠を外すのだ。後は扉を薄うすく開け、中の様子を写真に収めればいい。

　と、その時、突然何者かに肩を叩かれた。

「増岡さん、これはまずいよ。住居不法侵しん入にゆうだな」

　そこには警察手帳を掲かかげた中年男性と若い男が立っていた。

「あ、いや、これは……」

「まあまあ、話はあとで聞くから、とりあえず立とうか？」

「札沼さん、一応手て錠じよう打っといた方がいいですか？」

「それには及およばんだろう。おい、開けてくれ」

　中年の男がそう言うと、ホストクラブの扉が開く。その中には瓜生アリア以外にも奏三三子、そして見知らぬ男たちが立っていた。

　その中でも長身の男がマルボロをふかしながら、嗜虐的な笑みを浮かべる。

「いらっしゃーせぇ」




　　　　※※※※




「おい、蔵祭。俺たちはここまでだ。後は適当にやれよ」

　札沼さんはそう言うと、増岡さんを放ほうり出して禅定さんと共に去っていってしまう。その様子に増岡さんは目を白黒させた。それはそうだろう。だって住居不法侵入で逮たい捕ほされるのでは、と思った矢先に無罪放ほう免めんで警察が帰ってしまったのだから。

　ぽかんとした増岡さんの下へ平三郎さんはずんずん進んでいくと、大おお股また開きで立ちふさがる。

「貴様が増岡だな！　くはははは！　こんな単純な罠わなに引っかかるとは、己おのれを過信しすぎたようだな！」

　平三郎さんは、中に入ってきた増岡さんに罵ば声せいを浴びせかける。彼かれは悔くやしそうに歯がみをしながら平三郎さんを睨にらみつける。

「誰だ、おまえは」

「誰でもいい！　貴様には関係のないことだ！　くくく……三流の小こ童わつぱアイドルを脅おどして他の大物を釣つり上あげようとは見上げたものだ！　エビで鯛たいを釣るやつだな!?　まあ卑ひ小しような才能もない記者風ふ情ぜいが考えそうなことではあるがな！」

「何を言っているんだ？　そんな証しよう拠こがどこにある？」

　彼は笑みを浮かべた。それは物的証拠がないことに対する余よ裕ゆうの笑み。

　だがそれは平三郎さんには効かない。

「証拠などどうでもいい！」

「なにっ？」

「貴様勘かん違ちがいしているな？　さっきのおっさん二人は警察だが俺は警察ではない！　証拠があろうがなかろうが、そんなことはどうでもいいのだ！」

「ど、どうでもいいわけあるかっ！　この法治国家で証拠もない人間を罰ばつすることなどできないぞ！　そっちの娘むすめが何を言ったかは知らないが、そんな妄もう言げんに証拠能力はない！」

「……………ふざけんじゃないわよ」

　彼の言葉に怒いかりを露あらわにしたのは当事者の奏かなで三み三み子こさんではなく、アリアさんの方だった。熱で揺らめくような怒りを顔に浮かべ、今すぐにでも殴なぐり掛かかりそうな勢いだ。

　しかし平三郎さんは、それを制して話を続ける。

「おい、おまえは人の話が聞けない子だなあ。だから法律は関係ないんだって。おまえは治外法権の街に来てしまったんだぞ？　ここからは俺の気分がおまえを裁く！」

「なに――っ[image: ]」

「じゃあ、とりあえず有罪！」

「なに――っ!!」

「では刑けいを執しつ行こうしよう」

「なに――――っ!!」

　平三郎さんが手をパンパンと叩くと、奥から顔に傷ありなお兄さんたちがドヤドヤと大挙する。串くし矢や安やす二じさんとその事務所の皆みなさん――つまりヤのつく職業の方々だ。

「こいつか？　臓器売りたいってやつは？」

「そうだ。お医者さんは到とう着ちやくしたか？」

「もう来る。買い手もついてるからこの場でバラしてもらって構わんが」

　串矢さんは獣けもののような眼光で増岡さんを睥へい睨げいする。

「ああ、健康体のようだな。血の一いつ滴てきまで使えそうだ」

「ひいい！」

　そこへ外から欧おう風ふうの顔だちをしたルドルフさんがふらりといった調子で入って来た。

「やあ、ドナーが手に入ったそうですね。僕は執しつ刀とうするだけでいいんですよね？」

「ひぃえあああっ！」

　腰こしを抜かしながら後退あとずさりする増岡さんに、ルドルフさんが笑え顔がおを向ける。

「ああ、この人ですか。なるほどなるほど。小一時間あれば解体できると思いますが、串矢さんはそれで構いませんか？」

「問題ない。ちゃっちゃとやってくれ」

「了りよう解かいしました」

　恐おそろしい形相の串矢さんに、柔やわらかい笑みのルドルフさん。

　このコントラストでこの会話の内容。ボクならちびってるよ。

「ま、待ってくれ！　そんなことをしたら、大変だぞ！　警察が黙ってないだろう！」

　するとまたも平三郎さんが当然のように反論する。

「どこが大変なのだ？　おまえがバラされたら誰も被害届なんて出さない。被害届が出なければ警察は動かない。それくらい貴様もさんざんやって来たんだからわかってることだろうが。何をいまさら言っているのだ？　馬ば鹿かなのか？」

「わ、わかった！　なんでもする！　なんでもするから、許してくれ！」

「許すもへちまも、今おまえを解放したら、それこそ司法が介かい入にゆうしてしまうではないか。やはりバカなのだな。この状じよう況きようでおまえを解放するやつがどこにいる？　もうバラすのは確定だ。あきらめるがいい！　ぬあっはっはっはっ！」

　するとそこへルドルフさんがやさしい口調で割って入る。

「僕としましては、あまり無益な殺せつ生しようは好みません。この人がそう言うなら帰してあげては？」

　その言葉に増岡さんにわずかに希望の色が灯ともる。

　しかし平三郎さんがそれを許すわけがない。

「おい、そんなことするわけがないだろう！　こいつの臓器は全部売り飛ばして、残りは建設現場のコンクリートの中に埋うめる！　これは確定事じ項こうなのだ！」

「それはつまり、このまま帰すと、この人が今のことを記事にしたりする可能性があるから、ということですよね？」

「そうだ。警察も介入してくる」

「では、こうしましょう。実は知り合いが某ぼう国こくの機関で働いておりまして、ちょっと実験中のサンプルを試ためして欲ほしいとの依頼があったんです」

　ルドルフさんはカバンの中から小こ瓶びんに入った液体と注射器を取り出す。

「これは６ⅡＳＬアッセンブラーというナノマシンで、体内の血流に打ち込めば半永久的にその人の体内に保存されます。ナノマシンという名の通り、精密機械ですので彼の居所はＧＰＳを通してすぐに把は握あくできます。つまり、彼が今後、暴挙に出れば我々は司法が動く前に彼を確保できるということですね」

「……ほう」

「折せつ角かくですから今回はそれで許してあげては？　僕は医者ですから、命は大切にする側なんです。ご理解いただければ幸いですが」

「おい、串矢、貴様はそれでいいのか？」

「儲もうけ話があるというから出向いてやったのに、まさかここでオメオメ逃にがすのか？　俺は納なつ得とくいかねぇぞ！　筋通してもらわにゃあよ！　なあ、増岡さん！」

　恐ろしい形相で迫せまる串矢さんに、さしもの増岡さんもガクガクと体を震ふるわせると、失禁しながらその場に土下座した。

「ひぎいい！　しゅ、しゅいませんでしたああ！　どうか！　どうか、おゆるしくださいい！」

　恐きよう怖ふのあまりボロボロと涙なみだを流しながら、ひたすら謝あやまり続ける増岡さん。そのあまりの光景に、串矢さんは、

「けっ！　情けねえ男だなあ、ったくよ！　おい、先生、そのアッセンなんとか、打っとけ。いつでも肉の塊かたまりにしてやるからよ」

「はいはい」

　すかさずルドルフさんは彼に注射を打つ。増岡さんもこれには抵てい抗こうせずに従い、いまだ周りの様子に目を配っている。

　すると平三郎さんがいかにもつまらなそうな顔で、マルボロに火をつけながら言った。

「そういうことだそうだ。命拾いをしたな、一時的に」

　一時的って、ホント怖こわいこと言うね、平三郎さん。

　すると増岡さんは幾度も頭を下げながら、ホストクラブを後にしていったのだった。




「ったく、へんな芝しば居いやらせんじゃねえぞ、くそが！」

　一段落して汚よごしたホストクラブの床ゆかをみんなで掃そう除じしながら、串矢さんが苛いら立だたし気に平三郎さんに当たる。

「こっちは真っ当なカニの売買をしているだけなんだぞ、ったく」

「ふん、カニの占せん有ゆう権けんを巡めぐってロシアと血で血を洗う戦いを繰くり広ひろげているではないか」

「うるせぇ！　てめぇらがカニを食えるのは俺たちのおかげだぞ。感謝されても文句言われる筋合いはねえ！　そもそも臓器売買なんてあぶねえ橋、今時渡わたろうなんてよっぽど追おい詰つめられたやつじゃなきゃやらねえよ」

　実際のところ暴対法が整備されて、彼らのような仕事は昔ほど幅はばを利きかせることはできなくなっているらしい。カニの話はどういうことかボクにはわからないけど、それってすごいシノギになるのかな？

　あまり深入りはしないでおこう。

「それよりルドルフさん、さっきの注射って……」

　するとルドルフさんは片目を瞑つむって、笑ってみせる。

「ブラフだよ。あれはただの生理食塩水。ナノマシンは確かにあるけど、ＧＰＳ機能に反応できるようなのは現在の科学ではできてないからね」

　なんだ……やっぱそうか。

「一応研究しているところはあるから、もしかしたら実用段階ではないにしても、前段階のものはできてるかもね。もちろん非公開だろうけど」

　うわぁ……そこまで計算してたのね……。

　するとそれまで黙っていた瓜生アリアさんが、小声でボクに話しかけてきた。

「ねえ、あれであいつ、もうこの娘こに脅しかけてこないのかな？」

「と、思いますよ。というか人の弱みを握って情報を引き出すってやり方をもうやらないと思います。だってそのおかげで、こんな目に遭あってるんだし」

「そうか……そうだね」

　そう言って笑ったアリアさんは、アイドルとしてステージに立っている時よりも素す敵てきな笑顔だった。




　さて実はまだわかっていないことがある。

　瓜生うりゆうアリアさんが奏かなで三み三み子こさんが脅されていることを知った理由に関しては、あの後に彼女の口から直接聞いた。

「あの娘こ……明らかにモチベーション下がってたのよ。んなもん、同業者ならなんかあったってすぐにわかるでしょ？　んで、ちょっと彼女をつけてみたら増岡と会っているところを偶ぐう然ぜん見ちゃったわけ」

　要するにアリアさんがボクらに依頼するきっかけは、三三子さんの変化だった。そして偶然ではあるけど、彼女を脅す増岡さんの存在に気付いて自分の手には負えないと思ったのだそうである。

　さてそこでもう一つの疑問だ。

　平三郎さんが言っていた、『彼女は誰だれかをかばっている』という発言。

　ボクはそれがずっと気になっていた。そもそも平三郎さんはなんでそんな風に思ったのか？　それすらボクにはわからないのだから。

　そんなことを考えながら、ボクは日比谷にある大きなライブスタジオにやってきていた。

　その日は瓜生アリアさんの久しぶりのステージだった。古参のファンから新規のファンまで大勢が詰めかけるステージは、以前の高田馬場と比べても格段に大きい。

　ボクはそのバックステージに呼ばれてお邪じや魔ましていた。

　出演前のアリアさんはきらびやかな衣装に身を包つつみ、お化け粧しようを済ませた姿でボクを迎むかえてくれる。

「なんかすみません、すごいところ見学させてもらって」

「別にいいよ。あんたにゃ、いろいろ世話になったからね」

「いえいえ、ボクは何もしてないですよ。あ、ところでちょっと聞きたいことがあるんですが……」

「なに？」

「アリアさんが本当にかばおうとしていた人って、誰なんですか？」

　すると彼女はクスッと笑みを浮かべる。

「なにあんた。そんなことが気になってたの？」

「あ、いえ……平三郎さんに聞いても何も教えてくれないので」

「あ、そう。あのへそ曲がりならわかる気がするけどねえ」

　よくおわかりで。

「ボクはてっきり奏三三子さんを助けようとしているんだと思ってたんですけど、でも……」

「あの娘こ、やめちゃったしね」

　そう奏三三子さんは、今回の件でアイドルを引退してしまったのだ。無理もない。あんな怖い目に遭あってアイドルを続けるのは相当の精神力が必要だろう。

　でもだとしたら、ボクらは奏三三子さんを守ったとは言い切れない。

「ねえあんた。こうは考えなかったの？」

「なんですか？」

「なんであたしが警察じゃなくて、あんたらを頼たよったのかって」

「………あ」

　そこでボクはようやく彼女の言わんとすることに気が付いた。

　彼女は警察に頼ることだってできた。脅しの事実を告発して内ない偵ていしてもらえば現行犯逮捕も可能だったのかもしれない。でもそうしなかった。

　もしそうしていたら奏三三子さんがどうして脅されていたのかも白日の下に晒さらされるからだ。それで傷つく人――それが彼かの女じよが守ろうとした者の正体。

「別にあの娘を救おうとしたわけじゃない。あたしが守ろうとしたのはゴミ虫どもさ」

　彼女がゴミ虫と呼び捨てる存在。

　それはアリアさんのファンであり、奏さんファンである人たちのこと。

　彼女はステージの向こう側を見るように目を細めた。

「あいつらはゴミ溜ためのような現実の中でのたうち回って必死で生きているゴミ虫なのさ」

　それは罵ば倒とうの言葉ではなかった。

　毎日を必死で生きているファンの人々を慈いつくしむ言葉だった。

「来る日も来る日も奴ど隷れいより厳しい仕事で心も体も擦すり減らして死んだ魚みたいな目をして生きている連中たち。でもね、ライブに来ている時のあいつらの目はちゃんと生きている。あたしなんかを見て元気になってくれるんだよ」

「……はい」

「だからね、あたしらアイドルはあのゴミ虫オタクどもを裏切っちゃならない。あいつらがゴミ溜めの底から見ている夢を壊こわしちゃいけない。ただそれだけなのさ」

　そう言いながら彼女はステージに向かって歩き出す。

「んじゃ、ちょっとゴミ虫どもをすくいあげてやろうかね？」

　そう言った彼女の顔はすでにアイドルの顔にかわっていた。

　それはこの世の華はなやかさを背せ負おうきらびやかな顔ではない。

　苦しみ悶もだえる者たちの負をすべて受け止めてやる、という覚かく悟ごと慈じ愛あいを持ったそういうアイドルの顔だった。







第二話　地下鉄の幽霊







「なれないね、こういうのは……」

　最後のチップをバンカーに置きながら、初老の男性は困ったように笑った。

　うちの裏カジノにやって来たのは地下鉄の鉄道員、幸こう田だ義よし文ふみさん。

　地下鉄の運行を円えん滑かつに行う仕事をしている幸田さんとは、幾度か顔を合わせたことがある。

　奥おくの部屋に通してソファを勧すすめると彼は浅く腰こし掛かけ口を開く。

「佐さ蛹さなぎ君は引き込み線って知ってる？」

「ひきこみせん？　……すいません。自分は……」

「ああ、別に試ためそうとかそういうことじゃないんだ。引き込み線というのは運行ダイヤを円滑にするために電車を待機させたりして時間調整をする路線のことなんだ。人身事故とかで遅ち延えんが出た時にもそこへ電車を誘ゆう導どうし待機させたりして復旧を急ぐんだよ」

「へぇ。そんなのがあるんですね」

「うん、もちろん他にも用よう途とはいろいろあるんだけど。……それでね、一いつ般ぱん路線や引き込み線は深夜の終電が終わった後に整備する時間があるんだけど」

「あ、それは聞いたことあります。始発が動き出だすまで、いろいろ線路の点検をしたり、部品の交こう換かんをしたりって」

　たまに電車の中の車内放送の画面にそういう働く人たちの姿が映し出されることがある。

「……実はその時間帯に、その引き込み線でちょっと問題が出ちゃってね」

「問題って……それはどういう？」

「うん―――なんて言っていいのかな」

　幸田さんは少し言いづらそうに視線を逸そらす。

「遠えん慮りよなくおっしゃってください。ボクらでできることは、ご協力できると思いますので」

「それじゃあ端たん的てきに言わせてもらうね」

「はい」

　一呼吸おいて幸田さんは真しん剣けんな目をする。

「実は深夜にその引き込み線で、人ひと影かげのようなものを見たという報告があってね」

「人影……ですか？」

「いや実のところ、それも定さだかじゃないんだ。人のようにも見えるし動物かもしれないし。そのあたりは引き込み線と言っても奥が深いから、遅延が発生したりしても使われていない場所なんだ。だから電気もつかないし、普ふ段だんは真っ暗でね。一応懐かい中ちゆう電灯とかで簡単な見回りがされるんだけど……」

「その時に、人影を見たと……」

「そうなんだよ。職員の中にはそれを幽霊なのでは、と噂うわさする人も出てきて」

「ゆ、幽霊ですか……」

　ボクがビックリしながら問い返すと幸田さんも苦笑いを浮かべる。

「バカげているとは思う。暗いから、ただの見み間ま違ちがいとかだってあり得うるだろ」

「そうですよね。誰か一人が見ただけって言うなら、そういう可能性もありますよね」

「ただ、最近は目もく撃げき情報が増えてきてしまって、さらに悪いことには怪け我が人にんまで出てしまったんだ」

「怪我けがを？　その……幽霊で？」

「ああ。いきなり突とつ進しんしてきたらしくてね」

「突進ですか!?」

　それはまたひどく好戦的な幽霊だなぁ。

「実際にぶつかったわけではなく、駅員が驚おどろいて転てん倒とうした拍ひよう子しに軽傷を負っただけなんだけどね」

　幸田さんは自分でも信じられないという調子で頭かぶりを振ふった。

「いや非科学的かもしれないしこの時代にそんなのはおかしいと思う。だが深夜の整備員の何人もが見ていて、職務に支障が出ているのは事実なんだ」

「信じていないとか、そういうことじゃありませんから」

「そう言ってもらえるとありがたい……」

「ちなみに警察には？」

「言ったよ。もしかしたら、誰かが夜の路線に忍しのび込んでいるかもしれなかったからね。それで鉄道警察やら職員やらで調査はした。しかし、結局何も見つけられなかったんだ」

「なるほど。それで捜査は打ち切りになってしまったと」

「ご明察。その通り。だがその後も、整備員の中で幽霊の目撃情報が頻ひん発ぱつしている」

「なるほど……」

　今回の調査の依い頼らいは、つまるところ地下鉄に出る幽霊の調査。

　幸田さんの言う通り、ただの侵しん入にゆう者しやなのかもしれない。

　とはいえ、それが何者かわからない時点で幽霊との違ちがいなんてない。

「と、そういうことみたいなんですけど、平へい三ざぶ郎ろうさん」

「やだぁ！　おばけ怖い！」

　平三郎さん、ただいま絶賛気が滅め入いり中。

　幸田さんの話を聞いている間もずっとカーテンの向こう側に隠かくれて、ぶるぶる震えているのであったりする。

　いつもだったら、大喜びで飛びつく案件に違いないのだけど……。

「ラムネ、食べます？」

「食べない！　死んでも食べない！　………死にたくない」

　ああ、今回は重じゆう症しようかも……。

　仕方ない。今回はボク一人で調査……になるのかな？

　大だい丈じよう夫ぶかな………。




　当然ながらボク一人でどうにかなるなんて思っていない。

　まずはいつも相談に乗ってもらう零れい栓せん院いん胤たね正まさ君の家に向かう。

　守衛さんに挨あい拶さつをして、敷しき地ちの中へ。

　雨の日は、ぬかるむ道もあるので煉れん瓦がで舗ほ装そうされた通りを歩きながら、胤正君の住む屋や敷しきを目指す。

　玄げん関かん先さきにつくと、傘かさを差した桜おう花か院いん初はつ瀬せさんが出で迎むかえてくれた。

　初瀬さんは中学一年生で胤正君の許嫁いいなずけ。そして絶賛同どう棲せい中という、なんていうか、ボクにはいささか刺し激げきの強すぎる存在。

　彼女は柔らかな笑えみを浮かべると、

「お待ちしておりました。中へどうぞ」

　とボクを招き入れてくれた。わざわざ外で待っていてくれなくてもいいのに……。

　奥の部屋に通されると、すかさずお茶が出てくる。

　全部初瀬さんが一人でやってのけるのだ。

　ホント、そんな気を遣つかわなくていいですから、って毎回言ってもかわいらしい笑みを浮かべてそのまま奥に消えて行ってしまう。

　ただこの日はちょっと違っていた。初瀬さんは周りを窺うかがうようにキョロキョロすると、極きわめて真剣な表情をする。

「佐さ蛹さなぎ様。少しお伺うかがいしたいのですが」

「え、なに？」

「胤正様のことで………」

　どこか思おもい詰めているような風もある初瀬さんに、ボクは居住まいをただした。

　……胤正君と初瀬さんの間で何かあったのだろうか？

「どうしたの？」

「いえ、その胤正様が……最近、私がお背中を流そうとしても、どうも遠慮される傾けい向こうがございまして……」

　ん………っ？　んんっ!?　何ですって!?

「初瀬さん、胤正君とお風ふ呂ろ入るの？」

「はい」

　きょとんとした様子で答える初瀬さんに、ボクは返答に困ってしまった。

　初瀬さんの方はいよいよどうしたものか、という調子で畳たたみに目を落とす。

「同性の方がそういった心の機き微びに詳くわしいかと思いましてご相談した次し第だいなのですが……」

「まあ、なんかわかるようなわからないような」

「殿との方がたは女性とお風呂には入るのを嫌きらうのでしょうか？　佐蛹様は女性とお風呂に入るのはやはりお嫌いなのでしょうか？」

　ボク、女性とお風呂なんて入ったことありませんけど！

　厳密には小さいころに母さんと入ったことはあるけど、それはカウントには入らないでしょ？
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　そもそも異性に興きよう味み津しん々しんな時期の男女が裸はだかの付き合いをするってことなわけだから、それはもう大変なことになること請うけ合あいなのではなかろうか？

　こ、これはどう説明するべきか非常に迷う！

　中学一年生の女子を傷つけないように、男性の生理的問題点などを説明することなどできるものなのだろうか？

　それに二次性徴期の胤正君に、無む垢くな初瀬さんは刺激が強すぎるのでは、とか心配もする。どうなのだろう？　なにを言ったら一番いいのかわからない。

「えっと……そうだね。あんまりそういう経験をしている人は少ないから、ボクもちょっとわからないかなぁ」

「そうなんですね。では、胤正様はどう思っていらっしゃるのでしょう？　やはり私と入るのはいやなのでしょうか？」

「別にそうは思ってないよ」

　突然障しよう子じの向こう側からした声に、ボクの方がビクッとなって飛び上がりそうになった。

　障子戸を開けて入って来たのは話題の張本人、零栓院胤正君。

　この家の当主であり、外国の大学を首席で卒業して、その上十四歳にして、警視庁ではアドバイザーであるところのコンサルタントまでしている。

　そんな胤正君とボクは縁えん遠どおいようで、けっこう仲良くしてもらっている。

「初瀬は心しん配ぱい性しようだね」

「でも最近、胤正様がぜんぜん一いつ緒しよにお風呂に入って下さらないから」

　すると胤正君は困ったというように笑みを浮うかべて、着物の袖そでをまくり上げる。

「心配させたくなかったので、見せないようにしていたのですが、それが別の心配事を生むとは思っていませんでした」

　そう言った胤正君の二にの腕うでには、かさぶたになった傷が残っていた。

「まあ」

　初瀬さんは口に手を当て驚くと、胤正君も申し訳なさそうな顔をする。

「先日、じいやと庭を散策している折にひっかけたんだよ。すぐに消毒をして手当をしたので問題はなかったけどね」

「それでしたら言って下さればよかったのに……」

「すみません。君が心配すると思って内密にしていたんだ」

　胤正君は身体が弱い。実際、この広大な屋敷の外にも出られないほど。

　それがどういう病気なのか、または怪我から来るものなのかは実はボクも知らない。

　だからか、小さな怪我や軽い風邪かぜでも、時として胤正君の命を奪うばいかねない事態に発展するということは、以前じいやさんから聞いている。

　当然、そのことは初瀬さんも知っているだろうから、胤正君は彼女の心を案じて秘密にしていたのだろう。

　いい夫ふう婦ふだね。まだ許嫁だけど……。

「申し訳ありません。てっきり私に愛あい想そが尽つきたのではと……」

「その心配はないよ。僕ぼくの許嫁は初瀬だけなんだから」

「……胤正様」

　あの……………………ボクがいますよ！

　甘あまいですよ、空気全体が……。

　すると胤正君はそれを察したように申し訳なさそうに笑った。

「すみませんね、佐蛹君。内輪のことに気を煩わずらわせてしまって」

「い、いえ。たいへん良いものを見せていただきました」

　すると初瀬さんがクスッと笑って、

「あら、佐蛹様ったら」

　席を立つと、そのまま奥に消えていく。

　彼女がいなくなったのを確かく認にんしながら、ボクは声を潜ひそめた。

「ねえ胤正君」

「なんですか？」

「一緒にお風呂に入るってホント？」

「ええ。許嫁ですからね」

　許嫁って、そこまでするものなの……？

「まあ、本家の方はもっと発展的な展開を望んでいるようですが、その辺はわきまえて行動してますよ」

　ボクの心のうちを読んだかのような発言に、思わず舌を巻いてしまった。

　そんな胤正君は、気にした様子も見せずに座ざ布ぶ団とんに腰を下ろし正座をすると、ボードゲームを取り出した。

　青い点の入ったポールを四つ、赤い点の入ったポールを四つ並べて、相手に見えないようにしながら青い点の入ったポールを全部取らせれば勝ち。赤いポールを全部取られたら負け、というゲーム。

　ルールがシンプルなので、相手が将しよう棋ぎのように出してきたポールが赤なのか青なのか読みながら駒こまを取っていく心理戦のゲームだ。

　でもシンプルだからこそ、逆になかなか難しい。

　ボクがうんうん唸うなりながら、胤正君の出してくる手を読もうとしていると、彼は至って平静な様子で今日の議題に触ふれてきた。

「幽霊について聞きたいとのことでしたが」

「あ、うん。実はそうなんだ……」

　幸田さんから聞いた話をかいつまんで胤正君に話していく。

　一通り聞き終わると、胤正君は「ふむ」と一息ついて興味深げな顔をする。

「面白おもしろそうな事件ですね」

「おもしろくないよ……正直どっちなのかなって思うし」

「佐蛹君は、幽霊はいると思いますか？」

「それは……」

　実際そんなものはいないだろう、くらいにはボクも冷静なつもりだ。学校の七不思議とか、ネット動画で出回る怪かい奇き談だんとかには興味あるよ。でも……。

「本当にいるとはさすがに思ってないよ、ボクだって。高校生なんだし！」

「ほう。では今回のお話は単純に何者かが地下鉄にいる、ということで片付きそうですね」

「いや、でもほら、万が一ってこともあるわけで！」

　あせったようにボクがせっつくと、胤正君は愉ゆ快かいそうに笑った。

「すみません。少しからかうような体ていになってしまいましたね。失礼しました」

「そんな……」

「まあ、怪かい奇き現象と呼ばれるもの、または心しん霊れい現象と呼ばれるものは、様々な効果の複合結果と言っても過言ではありません。例えば輪りん郭かく誘ゆう導どう現象というものがあります」

「りんかく……ゆうどう？」

　すると胤正君は畳の上に人差し指を置き、なぞるように動かす。

「点が二つ、棒が横に一本引かれていると、それを人の顔と認にん識しきしてしまう」

「ああ、確かにそうだね」

「わかりやすい例で言えば、天てん井じようのシミや壁かべの傷が人の顔や怪かい物ぶつに見えるなどという子供のころの経験はよく耳にしますね」

「うんうん。あるある！　夜に窓の下に見た水面が、なんかよくわからい生物に見えたり！」

「そうですね。これは感受性の豊かな子供に限ったことではなく、大人でも往おう々おうにして起こり得うることなんです。暗くら闇やみの中で目の利きかない人間は、暗い場所に自然と恐怖を覚え、闇やみの向こう側を見ようとしてしまう。見えないのに、ですよ」

「ああ、そっか。見えないのに見ようとして、まったく違うものを見ちゃうのか」

「そうです。少しでも見えたヒントから、それが何なのか導き出そうとしてしまう。それが輪郭誘導現象です」

　薄うす暗ぐらい地下鉄のトンネルの中なら、そういうことは大いにあり得るかもしれない。

　実際、幽霊が目撃されたのは懐中電灯を点つけないといけないような場所だって話だったし。

「そもそも『見る』という現象には過信してはいけない部分が多様に含ふくまれているんです」

「過信しちゃいけないって、どうして？」

「人は目に映ったものをそのまま見ていると思いがちですが、実際には大きく異なっているからです」

「え？　でも目に映ったものが実際と違うってことはほとんどない気がするけど」

　胤正君は満足そうにうなずく。

「人が何かを見るという行こう為いは、脳内で編集されたものを、我々は『見る』と認識しています」

「編集って？」

「まず外から入ってきた光エネルギーが網もう膜まくに映し出され、それは電気信号となり視し床しようと呼ばれる外がい側そく膝しつ状じよう体たいを通ります。ここで一回目の編集がされます」

「え？　なにか編集するような要素があった？」

「ありますよ。目から入って来る光の情報はあまりに多すぎるのです。なので、ここで一度いらない情報をフィルタリングし、必要な情報だけを送ります。その情報は大脳皮質へと送られ、ここでさらに編集がされます」

「それってどういう？」

「右目と左目から入ってきた別々の映像を重ねて、立体的な映像に編集、これはわかりやすい一例ですね」

「そうなんだ。ホントに見えてるままじゃないんだ」

「そうです。そのまま認識しようとすると、両目から入ってきたピントの合わない二重の映像でしかありません。ここで処理されることによって、我々は目から見えたものを立体的に認識することができるのです」

「じゃあ、片目しか見えない人は？」

「両目ほどではありませんが、やはり立体的にとらえることができる処理がされていますよ。当然ですが、カメラ一つよりも、二つの方が情報量が多いでしょう？　なので編集して出来上がった映像の種類は変わってしまいます」

「なるほど。ボクらが見てる映像って、目に映ったままを見ているわけじゃないんだね」

「その通りです。身の回りの危険や、有益な情報を正確に手に入れるために、とても複雑な演算処理をしていると考えて下さい」

　そう言って胤正君は駒を動かしながら、お茶を一口すする。

「さて先ほどの幽霊の話に戻もどりましょうか」

「ああ、そうだったね」

「今言った通り、『見る』という行為は脳内の様々な編集処理を受けたものを言いますが、この編集する機能が低下したり、または過か敏びんになったりすると、当然見えてくるものは全く変わってしまいます」

「そうなるよね。でもそういう状態ってどうやって起こるの？」

「わかりやすい例で言えば薬物や過度のストレスが原因で、この視覚から取り込まれた映像に、他の映像が映りこむという現象が報告されています」

「映りこむ？」

「そうです。これは海馬などにため込まれた過去の情報が、ストレスや薬物を原因に、現在の映像に重なってしまうことがあるんです。例えば、こんな話を聞いたことはありませんか？」

「なに？」

「ひどい不運が重なって心身ともに疲ひ弊へいしきって、もう自殺しようと思った矢先に、亡くなったはずの祖父や祖母が現れて死ぬことを断念した――というようなお話とか」

「聞いたことある！」

「過度の精神的身体的ストレスによって、海馬の記き憶おくの蓋ふたが開き、現在の映像に重なると言ったことの例の一つですね。また修しゆ験げん者じやなどの荒あら行ぎようを為なす人たちは、何日も飲まず食わずで山中を歩き回り、その果てに神に出会う、という体験をするそうです。さらに言えば、過去の宗教書のどれもに人間が危機的状じよう況きように陥おちいり、もはやこれまでと思ったその時にこそ神が降臨している――または追い詰められた人間に悪あく魔まがささやきかける、といった現象が記しるされていますね」

「それって、全部この現象なのかな？」

「一いち概がいにはそうとは言えません。可能性として有力である、というだけの話です。なので、話半分に聞いてもらって結構です」

「そうなの？」

「ええ。殊ことに今回の佐蛹君の一件は、これらに該がい当とうするとは言えません。もちろん集団幻げん覚かくなど様々なことが考えられますが、正直なところ可能性としてはそこまで高いとは思ってはおりません」

　う～ん、そうなんだ。

　鉄道職員さんたちが見たものの正体が、集団幻覚だとはボクも思ってはいない。

　怪我人だって出ているしね。

　でも、実際に幻覚を体験したことのある人たちだって、自分が見たものが幻覚だったとは思っていないだろう。幻覚を幻覚であると認識するのは、きっと凄すごく難しいはずだから。

　今一つ、腑ふに落ちない気持ちになりながらボクは腕を組む。

　それを見ていた胤正君は落ち着いた様子で続きを口にした。

「さて、さらにもう一つ話を進めてみましょう。地下鉄の職員の幸田さんでしたね？　その方の言う引き込み線の話です」

「ああ、電車を待機させたりっていう……」

「新宿には複数の地下鉄が絡からみ合あっており、そのための工事もかなり大規模でした。都営大おお江え戸ど線などは、他の路線とぶつからないためにかなり地下の奥おく深ふかくに路線を敷しかざるを得なかったようですしね」

「そうだね。あれだけいくつも地下鉄があるのも珍めずらしいよね」

「公おおやけにはされておりませんが、トンネル掘くつ削さく中に計画中止になったものもあるとか」

「そうなの？」

「まあ、先の話の引き込み線に使ったり、資材置き場としても利用されているようですので、必ずしも無む駄だになったとは言えないでしょう」

「でもさ、引き込み線ってそんなに広いのかな？」

「一いつ般ぱん的てきには最長車両を格納できるだけの長さ、となっております。でも、そのように計画の頓とん挫ざの憂うき目めにあった路線を引き込み線として利用していると、もっと長い可能性はありますね」

「ははぁ……その奥に誰か人が住みついちゃったとか……」

　すると胤正君はやや顔に陰かげりを見せてつぶやく。

「人……であればいいのですが……」

「こ、怖こわいこと言わないでよ！」

「ああ、すいません。新宿の事情を考えると、動物の可能性も高いので」

「あ、たしかに！」

「ネズミやハクビシン、猫ねこなど、かなりの野生動物が新宿にはいますからね」

「そっか、新宿のネズミ、めっちゃデカいもんね……」

「らしいですね。なんでも猫と同じ大きさのネズミもいるとか？」

「……うん、朝方にたまに見かけるよ。子こ猫ねこだったら食べられちゃうくらいのやつ」

「まあ、新宿はゴミ事情から言ってもかなり恵めぐまれていますからね。この街にくるカラスは、奥おく多た摩まの方からわざわざ食事のためだけにやって来るという調査結果もありますからね」

「ええ!?　そんな遠くから？」

「はい。そう言ったことも含めて、動物という線も考こう慮りよに入れておくべきでしょう」

「わかった」

「さて、それ以外の線は………」

　そこまで話していた胤正君は急に黙だまり込むと、顎あごに手を当てる。

「どうしたの？」

「いえ、可能性だけなら他のことも考えられますが、今は想像の域を出ないので……」

「それって……」

「いえいえ、佐蛹君が気にするほどのことではありません。動物説や輪郭誘導現象説に比べれば取るに足らないほどの確率の話なので」

「そうなの？」

「ええ。どちらにしても、もう少し情報が欲ほしいですね。今の段階ではどれでもあり得るし、どれでもあり得ないとも言える。あくまで可能性の提示しかできない状態です。もう少し範はん囲いを狭せばめる意味も含めて、新たな情報が必要と言えるでしょう」

「うん、わかった」

　ボクはうなずくと、胤正君とボードゲームの続きに集中をした。




　う～ん、胤正君の話を聞いたら、なんだか逆に怖くなっちゃった……。

　胤正君の家を後にしたボクは、急いで学校に向かった。ＨＲには遅ち刻こくしてしまったけど、授業にはギリギリセーフ。

　でも授業の間も、今朝の胤正君の言っていたことをひたすら考えていた。

　いや、まあ、幽霊なんていない、って頭ではわかっているんだけど、でも怖いってことが幽霊を見せるんだもんね。

　さすがに、一人で深夜の地下鉄に入るのは……。

「慶けい介すけくん♡　どうかしましたか？」

「あ、清きよ子こちゃん」

「はい、あなたの清子でございます！」

「びっくりした……」

「まぁ！　慶介くんがわたくしの声に驚くなんて……そんな……」

　病弱な少女かの如ごとく、その場にしなしなっと膝ひざをついてしまう清子ちゃん。

「ああ！　ごめんね！　そういう意味じゃなくって、その実は……」

　簡単にこれまでのいきさつを話すと、清子ちゃんは俄が然ぜん目を輝かがやかせた。

「な、なんと！　深夜の地下鉄で度胸試だめし!?」

「いや、度胸試しじゃなくて、調査なんだけど……」

「つまりそれは、公然と腕にしがみついても何もかもが許されちゃうという、あの伝説のシチュエーション!?　やります！　清子、慶介くんのすべてをサポートいたします！」

「あ、ありがとう。でも終電後だよ？　大丈夫？」

「もちろんです！　くくく……終電を逃のがしてしまったら、そのまま慶介くんちにお泊とまり……計画通り！」

「ボクんち、平三郎さんがいるよ？」

「チッ！　あの穀ごく潰つぶしめがぁっ!!」

　とそこへ大おお木き主水もんど君がやって来る。

「うるせぇぞ、畠はた瀬せ。教室では静かにしろよな」

「むきぃぃ！　大木くんは黙っててくださいまし！　今、慶介くんとの今後が決まる重要な岐き路ろなんです！」

「どういうことだ？」

「あはは……えっとね――」

　ボクは、主水君にもここまでのことを話すと、

「そっか。じゃあ、俺おれも行くわ」

「え、主水君も？」

「ああ。幽霊よりもこっちの方が心配だしな」

「な、なんですの？　まさか、大木くん？　わたくしを心配してくれまして？　やめて！　わたくしには心に決めた相手が……」

「いや、おめぇが慶介に何かすんじゃねぇかって心配してんだ」

「むきぃいい！　邪じや魔ま者ものですか！　あーたも、わたくしの邪じや魔まをするんですか？」

「高校生として恥はずかしくない行動をしろよな」

「どういう意味ですか！　高校生として恥ずかしくないって、どういう行動ですか!?　わたくし慶介くんとならどのような行動でも恥ずかしくないと自負していますから」

「清子ちゃん、ボクにだって恥ずかしいことはあるよ」

「ああああああ！　すみませんでしたぁあああ！　慶介くんの羞しゆう恥ち心しんを勘かん定じように入れない清子の片手落ち！　もはやそれは両手落ち！　落ちましたよおお！　清子、奈な落らくの底まで落ちてしまいましたよおお！」

「……うるっせえ」

　いつも通りな二人の会話を聞きながら、ふと考える。

　信しん頼らいする二人が来てくれるだけで、すごく頼たのもしいんだけど……でも大丈夫かな？

「終電後なんだけど、二人ともそんな時間に出歩いて大丈夫？　ほら、帰りとか」

「俺はバイクあるし」

「わたくし迎むかえの車がありますので」

　いやいや、どっちかって言うと親おや御ごさん的な話なんだけど……。

　言ってもあまり変わらない気もしないでもない。

　そういうわけで、ボクらは学校が終わると一度家に戻って私服に着き替がえてから再集合することになった。

　なのでボクも一度家、というか事務所に帰ったわけだけど……。

「慶介！　死ぬ！　幽霊に憑とりつかれた！　この前のおっさんのせいだ！　いかん、身体が動かんぞ！　もうダメだ！」

「はいはい、ラムネラムネ」

「雑ぅっ！」

　平三郎さんはやっぱり動けそうにもない。今回はボクら未成年だけでの調査になってしまいそうだ。大丈夫かな……。




　その日の夜、ボクは例の地下鉄に向かうために歌か舞ぶ伎き町ちようの事務所を出た。

　終電を控ひかえたこの時間でも歌舞伎町周辺は人が多い。

　家に帰るために駅に向かう者。終電など知ったことかと駅とは逆方向に向かう者。

　それぞれ思い思いの方角に人が乱れ行きかう。

　ボクは区役所通り側に出て、そこから地下鉄の駅を目指す。

　と、そんな人ごみの中にボクは到とう底ていありえない人物を見つけて歩みを止めてしまった。

　なんとそこにはランドセル姿の小学生が立っていたからである。

　よくはないけど制服姿の高校生がうろついているのはたまに見かける（かくいうボクも高校生なわけだけど……）

　でもさすがに深夜０時を回ろうかという時間に小学生を見かけたのは初めてだ。

　ただ気になることもある。

　彼かの女じよは特とく徴ちよう的てきな褐かつ色しよくの肌はだをしていた。

　そこで別の可能性が脳のう裏りをかすめる。

　それは海外からの観光客の家族――という可能性。海外から来た観光客には小さい子を連れて深夜の新宿を歩いている人をよく見かける。

　だとすれば彼女は親とはぐれてしまったのかもしれない。もしそうだったら、知らぬ異国の地で心細いに違いない。

　そう思った時には、ボクは褐色の少女に声を掛かけていた。

「君……どうしたの？」

　褐色の少女は、くりくりとした目玉を向けあどけない表情を浮かべると、少し大きめの服の裾すそを手で握にぎりながら、

「……ぁ……ぅ……」

　と、もじもじした。

　なんという保護欲を掻かき立たてる仕草！

　ボクは高校生にもかかわらず父性本能が目覚めそうになってしまった。

　そんな彼女は無言のまま、ボクをジッと見上げる。そこでハタと気が付いた。

　言葉が通じないということをボクは完全に考えていなかった。だってもし海外からの旅行客だとしたら彼女は言葉が違うだろう。でもそれは杞き憂ゆうに終わる。

「おまえ、誰だれ……なの……です？」

　ちょっと言い回しは不思議な感じだけど、でも想像以上に流りゆう暢ちような日本語で返されてボクの方がびっくりしてしまった。

「えっと……ボクは佐さ蛹さなぎ慶けい介すけ。決して怪あやしい者ではなくって……その君が迷子みたいに見えたものだから……」

　最近の事案的なニュースを耳じ目もくにしていると、どうしても言い訳がましくなってしまう。だって明日のネットニュースで、『深夜の歌舞伎町で小学生に声を掛ける事案発生』なんて見出しで紹しよう介かいされるのはさすがに嫌いやだ！

　しかし彼女は防犯ブザーを鳴らすどころか、その目は驚きと興味をないまぜにしたようなキラキラとした様子に変わっていく。

「ササナギ……ケイ……スケ……ふぅん」

「もしかしてご両親とはぐれちゃったのかな？　もしそれなら近くの警察に……」

　派出所ならすぐそこにある。

　しかし彼女は首を横に振った。

「ううん、それじゃないのです。親は気にしなくていいのですから」

「え、でも……」

「それよりもケイ。ちょっとお願いがあるのです」

「なに？」

「お腹なかペコリなのですけど、ケイは何か食べ物もってないのです？」

　そう言って彼女は潤うるんだ瞳ひとみでボクを見上げる。

　そんな目で見ないで！

　ボクの中の父性がうずいちゃうよ！

「ちょっと待ってね、えっと……」

　ポケットの中を探さぐるけど当然ながらガムひとつ出てこない。

　だとしたらこの辺でなにか食べられるお店に入るか……。

　この時間で開いてるお店っていうとラーメン屋とか中ちゆう華か料理屋が多いのだけど、お箸はしを使うお店じゃない方がいいかな？

　とりあえず近くにあった『たこやき元祖どないや』に入ってソースマヨネーズのたこ焼きを注文する。すぐに出てきたそれを彼女は首を傾かしげながら、どうやって食べるのかと迷っている様子。

　ボクは串くしに刺さして、甲か斐い甲が斐いしく彼女に差し出した。

　すると彼女は串を手に取りまじまじと見つめ、ひょいっと口の中に放ほうり込む。

「あ……そんなに急ぐと」

「あついのですけどっ！」

　ハフハフ言いながら踊おどるようにジタバタする。

　ごめんね、お父さん、うかつだった！

「お水、お水！」

「……うぅ。ひどい目にあったのですよ」

「ちゃんと冷まさないとね」

　ボクがフーフーしてあげると、その様子を彼女はジッと見つめる。

「どうしたの？」

「ケイの吐はく息は、ボクと似ているの、ですね」

「え？」

　息の吐き方が似てるとか似てないとか言われるのは初めてだ。

　そもそも周りがどんな息を吐いているのかなんて気にしたこともない。

　ひどく珍しい視点を持っているんだなぁ。

「ケイ。ボクは、ケイのことが、興味出てきたの、ですよ」

「そ、そうなの？　はい、これもう熱くないから、どうぞ」

　程ほどよい温度になったたこ焼きを渡わたすと、彼女は最初は警けい戒かいしながらも口に運んで咀そ嚼しやくする。

　ここのたこ焼きは、ふんわりとした皮とトロッとした中身から旨うま味みがひろがる本格派。ボクはソースマヨネーズが好きなんだけど、平三郎さんは『歌舞伎町セット』という四種類入ってるのを頼んで、さんざん悩なやんで一種類だけ食べる（残りはボクが食べることになるんだけど……）

　そんなたこ焼きを口にした彼女は、その顔をぱぁっと明るくした。

「おいしいのですね、ケイ！　こんなおいしいもの初めてかもしれないかも！」

　初めては言いすぎな気がするよ。でもまあ、お気きに召めしてなにより。彼女は要領を得たのか自分でフーフーしながらひとつ、またひとつと口に運んでは、その顔を蕩とろけさせた。

　ああ、子供ができたらこんな風にどこかへ食べに連れてったりするのかなぁ。まあさすがにこんな深夜に連れまわすようなことはしたくないけど。

　そんなまだまだずっと先の未来を夢想しながらボクはスマホを取り出して時間を確認する。早めに出てきたから待ち合わせの時間にはまだ間に合いそうだけど、一応清子ちゃんと主水君に連れん絡らく入れておこう。

　内容を打ち込んで顔を上げると、小学生の少女がこちらをジッと見つめていた。

「ねえケイ。ケイは何をやってる人、なのですか？」
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　それってどういう意味だろうか？　こんな夜中に繁はん華か街がいをうろうろして何をやっている、という意味か、それとも職業上の話か？　ボクはとりあえず無難な答えを返す。

「えっと学生……かな？　高校生だよ」

「ふ～ん、それ以外は？」

「そ、それ以外って？」

　彼女の目はすべてを見み透すかすようなほどに純じゆん粋すいな色をしてボクを見る。

「まあ、他にもいろいろやってるけど、それはアルバイトっていうか、お付き合いの延長線上っていうか」

　掃そう除じ屋のことを話しても小学生にはわからないよね……。

　でも彼女は何かを納なつ得とくしたように、

「ほうほう、そうなのですね。ケイもいろいろ付き合いがあるのですね」

　マセたことを言う小学生である。別にいいけど……。

　すると彼女は椅い子すから立ち上がり、スカートの裾すそを丁てい寧ねいに直す。

「ごちそうさまなのですよ」

　そう言って彼女は店から出ていこうとする。

「あ、ねえ……」

　ボクは思わず彼女を引き留とめた。

　すると彼女はボクが引き留めた意図を察するかのようにこう答えた。

「シャーリィマーヤ。名前」

「……シャーリィ」

「やっぱケイはおもしろいのです。また会うのですよ、ケイ」

　彼女はそう言って夜の街に消えていった。




「信じられません！　こんな夜中にランドセルしょった小学生がいて、慶介くんにたこ焼きおごらせて意味深なセリフを残して去っていったなんて、到底信じられないのです！」

　若じやつ干かんの遅刻をしたボクに清子ちゃんはお冠かんむりである。

　怒おこっている内容はたぶん遅刻とは関係ないんだろうけど……。

「畠はた瀬せ。おまえがいると話がこんがらがるから、もう帰っていいぞ」

「大木くん！　あーた、ホント清子と慶介くんの邪魔しかしないのですね！」

「今日の目的の邪魔してんのはおまえだろうが」

　あーあ、この二人はどうしてもいつもぶつかってしまうのだなぁ……。

「二人とも、とりあえず幸田さんも待ってるから、ね」

　当の地下鉄職員の幸田さんはこの仲睦むつまじい光景を苦笑いしながら見つめていた。

　苦笑いの理由は、二人のケンカだけではないだろうなぁ。

　そんな幸田さんはボクらを見ながら不安そうに問いかけてきた。

「あの……蔵くら祭まつりさんは？」

「えっと……体調が芳かんばしくないとのことで……」

　現在、仄ほの暗ぐらい闇の底で死んだ魚のような目から涙なみだを流し「死にたくない……死にたくない……」と呟き続けるという、よっぽどこっちのがホラーな状態で家のベッドの上で寝ねております――なんて言えませんね、はい。

　すると幸田さんは言いづらそうに、

「でも、その……」

　子供だけで大だい丈じよう夫ぶか？　と、口にはしなくとも顔には不安がありありと出ている。

　まあ、そうですよね……。

　高校生とはいえ、ボクら三人じゃ少年探たん偵てい団だんみたいなものだもの。

　やっぱり、出直してきた方が……。

　と、思っていると、清子ちゃんが一歩出る。

「ご心配無用！　わたくしと慶介くんがいる以上、解決しなかった事件はありませんわ！」

「き、清子ちゃん？」

「大船に乗ったつもりで、お任せくださいまし！」

　あまりにも堂々と宣言する清子ちゃんの貫かん禄ろくに折れたのか、幸田さんは困ったように笑ってうなずいたのだった。

　そんなわけでボクらは、さっそく地下鉄の奥おくへと侵しん入にゆう。

　幸田さんは、ボクたちだけだとやっぱり心配だったのか、一いつ緒しよに行くとついてきてくれた。

　夜の地下鉄の構内は、意外にも暖かかった。

　てっきりひんやりとしているものかと思ってたけど。

「ちょうどこのあたりの整備をしているときに、整備員が小動物のような影かげを見かけたというんだ」

「このあたりですか……」

　懐かい中ちゆう電灯であたりを照らし出だす。

　高い天井。遠くから小さくわんわんと響ひびく低い音。周りにはボクたち以外、生きている者の気配を感じさせない。

　夜の地下鉄は、とても不気味だった。

「慶介くん……」

　意い気き揚よう々ようとやって来た清子ちゃんも、心なしか不安を顔に浮うかべた。

　ボクは小さくうなずき返して、足を前に出す。

　引き込み線、と呼ばれる路線は新宿駅のホームのすぐ近くにあった。電気がついていて、奥まで見み渡わたせそうだ。

　ボクらはそこをずんずん歩いて行くと、突とつ然ぜん光のないエリアが目の前に現れる。

　たぶん、引き込みをするのはここまでなのだろう。

　これって胤正君が言ってた途と中ちゆうで頓挫した路線の跡あとってことなのかな？

　すると幸田さんが恐おそる恐るといった口調でこう言った。

「この先でみんな幽ゆう霊れいに会ったって言うんだ」

「ああ、やっぱこの先ですか……」

　ですよね。暗いですもんね。いったいどれくらい続いているんだろう。

　ボクらは恐る恐る暗闇の向こうをライトで照らしながら進む。

「き、清子ちゃん、腕うでが……腕が痛いんだけど……」

「すみません。清子、怖くって♡」

　声こわ色いろは全然怖そうではないよ？　あと、がっちり掴つかまれたボクの腕が壊え死し寸前でちょっと緩ゆるめていただきたいのですけど……。

　まあ、清子ちゃんはこういうの全然平気みたいなので、ボクはちょっと安心している。

　主水君の方はどうかと言うと……。

「…………」

　眉み間けんにしわを寄せて周りを警戒するように視線を動かす。

　やっぱ主水君は頼たよりになるなぁ。

　たぶん今回の依い頼らいを一番真しん剣けんにやっているようにボクには見える。

　その時だった。

　幸田さんが「うぁ」と喉のどの奥から絞しぼり出すように呻うめくと同時に、その場にしりもちをついた。何事かと目を向ける。懐中電灯の光の輪の中を小さな影がものすごい速さで通り過ぎた。

「わああ！」

　ボクは恥ずかしいくらいに悲鳴を上げ、清子ちゃんは絶句したままボクの腕により強くしがみついた。

　唯ゆい一いつ、主水君だけが微み塵じんも動かずにその場に立ったまま、まっすぐに前を見ている。

　震ふるえる手で力いっぱい懐中電灯を掴つかみながら、その影に光を向ける。

　四よつん這ばいに走る姿はパッと見れば、動物と勘かん違ちがいしていたかもしれない。

　だが違ちがう。ぼろぼろの布に包つつんだ身体から、わずかに人の腕が見みえ隠かくれしたのだ。

　しかしそれも一いつ瞬しゆん。

　その影はとてつもない速度で、音もなく構内を走り、地下鉄の路線の奥へと消えていったのだ。

「…………あれって、何だったんだろ……」

　ボクは思わず力が抜ぬけてしまい、幸田さんのようにその場に腰こしをおろしてしまった。

　あまりに一瞬のことだったけど、あれは本当に人だったのだろうか？

　人間離ばなれした身のこなし。動物のような俊しゆん敏びんさ。

　何より足音をさせずに、走り去ったことがボクの心を不安にさせた。

「あれって、やっぱお化けなのかな……」

　つぶやくようにそう言うと、腕を抱だきしめた清子ちゃんが無言で身を震わせた。

　ああ、しまった。ボクもたいがい迂う闊かつにしゃべりすぎる。

「ごめんね、怖がらせるようなこと言って」

「……いいえ慶介くんがいるから、清子こわくありません！」

　口ではそう言うが清子ちゃんの身体は小刻みに震えている。

　そんな彼女の肩かたを抱き、ゆっくりと起こしてあげる。

「……慶介くん……」

　清子ちゃんはポーッとしながらボクの顔を見つめる。

「どうしたの？　気分とか悪い？」

　すると清子ちゃんはハッとして、胸の前で手を握りながらうつむく。

「い、いえ大だい丈じよう夫ぶです。ただ……その……うれしかったので……」

　その反応がいつも元気な清子ちゃんとは違って……なんていうか、あんまりにもかわいらしい仕草でボクの方がドギマギしてしまい視線をそらしてしまう。

「そ、そっか。それならよかった」

　おたがい妙みような空気になりそうで、それを振ふり払はらうようにボクはまだしりもちをついたままの幸田さんに向き直る。

「幸田さんも大丈夫ですか？」

「あ、ああ。なんとか」

　幸田さんを助け起こしながら主水君に目を向ける。

　彼かれはまっすぐに立ったまま、今もあの幽霊（？）が消えていった方に目を向けている。

「主水君、すごいね。ボクは驚おどろいちゃって、震えてばっかだったのに」

「……ああ」

　やっぱ主水君っていざって時にすごく頼りになる。

　ボクは腰こしを抜ぬかしちゃったし。

「とりあえず、今日は一度退散して、作戦の練り直しをしよう」

「……そうだな」

「清子ちゃんも、本当に大丈夫？　気分とか悪くない？」

「お気き遣づかいありがとうございます。清子、うれしいです」

　ぽーっとした表情の清子ちゃんにうなずき返して、ボクは幸田さんに向き直る。

「そういうわけで幸田さん。すみません、作戦を練り直してきますので」

「ああ。こちらこそ、すまなかったね。大のおとなが何もできないとは情けないことだ」

「そんな！　あんなの、誰が出くわしたって腰抜かしますって」

「そう言ってもらえるなら……じゃあ、出口まで案内するよ」

　幸田さんが歩き出し、ボクらも後に従したがった。

「？」

　のつもりだったのだけど……主水君が歩き出そうとしない。

「主水君、どうしたの？」

「――……慶介」

「なに？」

　主水君は悔くやしそうに身体を震わせながらうつむく。

　そして言いづらそうに小声で、

「……すまん、肩を貸してくれ。足が動かない」

　ごめんね、主水君っ！

　全然気が付かなかった。っていうか、主水君、全然こういうの平気なんだと思い込んでいた。苦手なものくらいあるよね！

　すると清子ちゃんがうっすら笑いながらニヤニヤ顔で、主水君に近づく。

「ほほう、大木くん、意外にも臆おく病びようなのですねえ、くくく……」

　清子ちゃん……みんな怖かったでしょ！

「主水君、掴つかまって」

「すまん」

　ボクが主水君に肩を貸して歩き出そうとすると、清子ちゃんの表情が一変。

「な、ななな！　そんな！　それなら清子も肩を貸してほしいです！　慶介くん、わたくしも足が、足が！」

　と言いながら清子ちゃんは全力で走って来るのであった。

　清子ちゃん、全然平気だね……。




「ほう、なるほど……」

　夜が明けて、朝方。胤正君の家を再訪したボクが昨夜のことを一通り話し終えると、彼はお茶をひとつ口に含ふくんで落ち着いた様子でそう言った。

「胤正君は、これどう思う？」

「さて……」

　彼は温和な笑えみを浮かべる。

「とらえようによっては、集団幻覚とも取れますし、または本当にそういった存在がいた、とも取れますね」

「集団幻覚は昨日話してたやつだよね？　じゃあ、そういう存在って……？」

「そういう存在が実際にいる、ということでしょうね……」

「そ、それって、つまり、幽霊が？」

「正しくは、佐蛹君が幽霊だと認にん識しきしたものが、ですね」

「どういうこと？」

「そのままの意味ですよ。ぼろ布を纏まとい、人の腕を持った、足音もなく走る小さな生物がいたのでしょう」

「そんなことってあり得るのかな？」

「しかし佐蛹君を含め、目もく撃げき者しやはいる以上、それが集団幻げん覚かくではない限り『いる』ということになるはずですが」

「そうだよね……」

「問題はその正体が何なのか？　ということなのですが……」

「あんな速度で走るってどんな人なんだろう……？」

「この段階で、人間と限定してしまうのも、早計かもしれませんよ」

「え、でも人の腕が見えたんだよ？」

「それも別の可能性だってあるでしょ？」

「それって……」

「そこは地下の暗い場所であったのでしょう？」

「うん」

「仮に動物などが布を纏まとって逃とう走そうする際、人形の腕を咥くわえていたら？」

「あ……そうか」

「可能性でしかありませんよ、あくまで。まあ、もっと悪い事態もないことはないのですが……」

「え、なにもっと悪い事態って……」

「まあ、こういうことも考えられます。動物などがわざわざマネキンの腕を咥くわえている事態というのは、あまり理にかなっていない。マネキンや人形の腕など動物には使い道がありませんからね」

「たしかに。だとすると……」

　そこまで考えて、ボクは背筋に冷たいものが走った。

　そう、あの時見えた腕が本当の人間の腕で、それを動物が咥えていた、という可能性だ。

　それを察したのか、胤正君は柔やわらかな笑みを浮かべて、ころころと笑う。

「すみません。驚かせすぎました」

「ちょっと、胤正君、どういうこと!?」

「いえ、幽ゆう霊れい騒さわぎという珍めずらしい事態に、僕ぼくも興が乗ってしまっただけです」

　や、やめてよ～……。

「とはいえ、可能性としては十分にあり得ます。まあ、以前に警察が出た時には何も発見できなかった、というのが気にかかりますが、十分に気を付けてくださいね」

「うん、そうするよ」

「場合によっては蔵祭さんが付いて行った方がいいかと思いますが」

「えっ!?　平三郎さん？」

「ええ」

　あまり相あい性しようが良くない平三郎さんの名前が出てボクはびっくりしてしまった。

「いえ、僕はここから出られませんし、他というと蔵祭さんくらいが適任かと思いましたので」

「胤正君からそんな風に平三郎さんの名前が出るとは思ってなかったよ」

　ボクがそう言うと、胤正君はくすくすと笑う。

「それよりも佐蛹君。僕はさっき君が流れで話したことの方が気になりますね」

「さっきのって……」

「君が夜の街で会った少女のことです」

「シャーリィのこと？」

　彼女のことは流れでちょっとだけ話に上のぼったのだけど……。

「彼女がどうしたの？」

「いえ……何が気になるという話ではないんです。ただ僕には彼女が君と会ったのは偶ぐう然ぜんではない気がするんです」

「え……そんな？　どうして？」

「話半分で聞いてもらって結構です。ただこれから先、また君の前に彼女が姿を現したなら、それはもう偶然ではありません」

「じゃあ……どういう？」

　しかし胤正君は答えてはくれなかった。

　確信が持てないことを彼はあまり口にしたがらない。

　だからだろうか？　胤正君は何かを考えるように深い思考の中に没ぼつ入にゆうしてしまった。

　ふと時計を見ると、もう登校時間が迫せまっていた。

　ボクは挨あい拶さつも早々に胤正君の邸てい宅たくを後にすることにした。

　帰かえり際ぎわに表まで初瀬さんが送り出してくれる。

　ねえ初瀬さんも中学あるんじゃないの？

　そんな彼女はふと思い出したように、こんなことを口にした。

「佐蛹様。胤正様は別に蔵祭様を嫌きらっているわけではありませんよ」

　それは先ほどの胤正君との会話のことだった。胤正君には曖あい昧まいに笑ってごまかされちゃったけど、ちょっと気になってたんだ。

「そうなの？」

「ええ。胤正様は大学を年若くして卒業されてしまったので、ディスカッションのような討論をすることがあっても、蔵祭様のような相手とケンカをするような機会はございませんでしたの」

　なんだかわかるような気がした。そもそも、胤正君が大学を卒業したのは十一歳の時だ。

　そんな子供のようなケンカをする人間が大学にいたとは思えない。

　対して平三郎さんはいい歳としをして、子供顔負けのわがままな理由で胤正君にケンカを吹ふっ掛ける。相手が十四歳だなんて知ったこっちゃない、ってな具合で。

「ですから胤正様はあれで蔵祭様の来訪はうれしいんですよ。同等に一緒にボードゲームをしたり話をしたりできる佐蛹様の来訪も」

　彼女はそう言って深く頭を下げる。

「また、いつでもいらしって下さいましな」

「ありがとう、初瀬さん」

　ボクがそう言って足を踏ふみ出そうとすると何かを思い出したように初瀬さんが手を打った。

「そうだ」

「え？　どうしたの？」

「あの方に相談してみては？」

「あの方って？」

「ほら、こういうスピリチュアルなことにお詳くわしい方が新宿にはいるじゃないですか」

　そう言って初瀬さんが口にしたのは、『新宿の小こ姑じゆうと』と呼ばれる占うらない師しの名前だった。

　たしかにそれはありかもしれない。

　中学生の女の子の初瀬さんだから出てきた名前にボクは膝ひざを打った。




『新宿の小姑』というのは、知る人ぞ知る有名占い師だ。

　何十年も前に一世を風ふう靡びして、テレビにも出演したことがあるらしい。元々は西口の路上で占いをしていたらしいのだけど、口コミで評判がどんどん広まって、今や新宿を代表する顔の一人になってしまった。

　長く交友のある人は、「昔から歳をとらない」「あれは魔ま術じゆつに違いない」と口にする。

　当然ながら彼女に占ってもらうには予約が必要で半年先までいっぱい。

　でもこういう心しん霊れい的てきな話や、スピリチュアルな話題では専門家と言ってもいい。

　ボクが恐る恐る、彼女の電話番号に連絡すると、長いコール音の後に、眠ねむそうな声が返ってきた。

『あい、もしもし……』

「あ、お久しぶりです。佐蛹です」

『……………………………あ、掃除屋の？』

「はい」

『若い子？』

「そうです」

『ああ。なに？　なんか占ってほしいの？』

「占ってほしいというか、相談と言いますか………」

『あらそう。うち夜からだから開店前の方がいいね―――……んじゃ、十五時にうち来れる？』

「わかりました」

『話はそこで』

「ありがとうございます」

『別にいいよ。あんたにゃ、世話になったんだから』

　笑いながら彼女はそう言って電話を切った。

　十五時からか……ちょっと時間があるな。

　主水もんど君と清子ちゃんも、呼んだ方がいいかな？

　とりあえず連絡だけ入れてみると、清子ちゃんの方は、

『二十分でまいります！』

　と返信があったけど、主水君からは返信が来なかった。

　何か用事の最中だったのかな？

　ひとまず清子ちゃんとは武蔵野通りにある新宿の小姑の『青龍の館やかた』の前で待ち合わせることになった。

　ボクは事務所を出てぶらぶらと歩いて新宿通りの紀伊國きのくに屋や前の信号までやって来た。

　そこでボクは思わぬ人物の姿に息を漏もらした。

「……え？」

　ランドセルを背せ負おった褐色の肌をした少女。彼女が、横断歩道の向こうからジッとこちらを睨にらむように見ていたのである。

　――シャーリィマーヤ。

　ふと胤正君の言っていた言葉が脳裏をよぎる。

　――また君の前に彼女が姿を現したなら、それはもう偶然ではありません。

　じゃあ、これが偶然でないのなら、つまり……。

　頭の中でそう考えていた時には彼女の姿はなくなっていた。

「………あれ？」

　それは煙けむりのようにそこからいなくなっていたのだ。もちろん、信号待ちをしている人の数が多いからその中に紛まぎれてしまったのかもしれない。でも、その消え方がまるで……。

「――……幽霊みたいな」

　口に出してボクは背筋がゾッとしてしまった。そんなことあり得るわけないし、とか、そんな非科学的な、とかいろいろ言って聞かせようとするのだけど、目の前で起こったことは違たがえようがないわけでして――。

「慶介くん、どうかしましたか？」

「わぁああ！」

　突然後ろからかけられた声にボクは足先30センチくらいは飛び上がった。

「もう、わたくしが声をかけて、どうしてそんなに驚くんです」

　振り返かえると、ほほを膨ふくらませた清子ちゃんが立っていた。

「あ、ごめん……ちょっといろいろあって」

「いろいろってなんです？」

「えっと……」

　説明しようとして、すぐにあきらめた。だって今見たことを伝えても詮せんのないことだったからだ。どうやって説明する？　幽霊見ちゃった？　無理無理！

「ちょっと考えごとしていただけだから」

「考えごと？　それはもしかして、清子の……ことですか？」

「え………最終的には清子ちゃんにもかかわるかもしれない」

「あら♡　そうなんですの？　では仕方ありませんね」

　なにが仕方ないのだろうか、と聞き出すと話が長くなりそうだったし、ちょうど信号も青くなったのでそのまま歩き出した。

　ボクらは休きゆう憩けい中の札がかかっている青龍の館の中に入る。

　中は薄うす暗ぐらく、赤系統の照明でほんのり照らし出された廊ろう下かを渡る。奥の部屋に行くと、スウェット姿の占い師、マーズプリンセス加か奈なさん通つう称しよう『新宿の小姑』が待ち構えていた。

「おう、元気？　今日はなんだい、迷える高校生諸君。まあ、十代のガキが来るってのは九割がた恋こいの悩みだよね」

「そうなんです！　よくぞ聞いてくださいました！　実はちょっと相あい性しよう占うらないを……」

「清子ちゃん、今日はちがうよ」

「はっ！　すみません！　わたくしとしたことが！」

　申し訳なさそうな顔で後ろへ下がる清子ちゃん。マーズプリンセス加奈さんは気に留める様子もなく気け怠だるそうな二ふつ日か酔よいの顔で頭をかく。

「はて、んじゃ何の用だい？」

「えっと、実は地下鉄の幽霊についてなんですけど」

「幽霊？」

「そういう方面に詳しいって聞いたんで、加奈さんにいろいろ聞こうと思って」

　すると彼かの女じよは難しい顔をして腕を組む。

「ふむ、幽霊……ね………」

　ボクと清子ちゃんは緊きん張ちようのあまり大きく息をのむ。

　加奈さんは、おもむろに顔を上げると、ボクの目をジッと見つめ、そして口を開くと、

「いるわけねぇぇじゃぁぁぁん！　高校生にもなってバァカじゃねぇぇのおお！」

　爆ばく笑しようしだしたのである。

　うぐぐ………この人、思いっきり抉えぐってくるタイプだった……。

「うひゃひゃひゃひゃ！　なになに？　佐蛹君、幽霊とか信じちゃうタイプなの？　夜トイレ行けるぅ？」

「い、行けますし……で、でも、一応幽霊の目もく撃げき情報があって」

「見み間ま違ちがいでしょ？　今時小学生だってそんな非科学的なこと言わないよ。うひぇひぇ！」

　占い師が非科学的とか言わないでくださいよ！

「んで？　ちなみに地下鉄って何線？」

「えっと……」

　ボクがその路線名を言うと彼女は少し考えてから、

「ちょっと待って」

　と言って新宿の地図を出してくる。それから、タロットを並べ、紐ひもの先に水すい晶しようのついた道具を取り出した。その時には既すでに加奈さんは二日酔いが払ふつ拭しよくされ、真剣な占い師の顔に戻もどっている。

　タロットカードが切られ、机の端はしに並べられていく。

　それから加奈さんは水晶を地図の上で動かすと、袖そでから取り出した革かわ袋ぶくろを掲かかげる。そして革袋の中から色とりどりの石を掴むと、地図上にばらまいた。

　それらすべてに隙すきなくまんべんなく視線を向け大きく息をつく。

「……幽霊はいないけど、なんかはいるね」

「え？」

「この街にとっては大きな異物がいる。珍しいね、こういうのがこの街に流れ込んでくるなんて……」

「それってどういう……」

「そこまではわからないよ。占いなんてオカルトでなんでもわかると思うな」

　おい、この人、自分の職業全否定しているぞ……。

「まあ、でも遠からず何か災わざわいを運んでくる。そういうモノがこの地下で動いているね。あたしの占い結果はそんなとこだね」

　加奈さんの回答に、ボクと清子ちゃんは思わず顔を見合わせた。

「こんなもんでいい？」

「はい。ありがとうございます」

「あんた。また面めん倒どうなことに首突っ込んでるようだね」

「はぁ……」

　頭をかきながらうやむやに笑ってごまかした。やっぱりマーズプリンセス加奈さんはいろいろお見通しなところがある。長いことこの街で『新宿の小姑』をやっているだけのことはある。




　ボクらは占いの館を出ると、この周辺のどこかで食事でもしようという話になった。

「ふふふ、大木くんは清子と慶介くんに気を遣つかってくれたようですね」

「そうなの？」

「そうですとも！　だってこれから二人っきりで……」

「あ、主水君からメールだ」

「あいつぅぅぅぅ！」

「今、こっちに向かってるって」

「来なくていいです！　結構です！　いりません！」

「そんなこと言わず仲良くしようよ」

「タイミングというものがあるじゃあございませんの！」

　土曜の新宿はどこもごった返していて人の数が多い。人の波をかき分けながら、どこかよさげなお店を探そうとしていると、目の前の人だかりが突然消えた。

　一瞬何事かわからなかったが、次の瞬しゆん間かん目に飛び込んできた光景にボクは飛び上がりそうになった。

「おう、こらガキ、何するんじゃ！」

　そこではどう考えても筋スジ者のおじさんが、小学生に絡からんでいたのだ。

　しかもその小学生は――。

「シャーリィ……!?」

　そう、褐かつ色しよくの肌はだをしてランドセルを背負った小学生シャーリィだったのである。

　誰だれか止めに入る人は――と思ってよく見ると、状じよう況きようはボクらが最初に思っていた印象とは１８０度違っていることに気が付いた。

　最初、ヤクザのおじさんがシャーリィに絡んでいるのかと思ったが実は逆。

　シャーリィの方がおじさんに絡んでいるのだ。

「なんなのです！　文句あるんだったら、かかってこいや、と言ってるのです！　なめてんのですか！」

「だぁ……あっち行けって言ってんだろうが……くそ……」

　おじさんも無視して行ってしまいたいところなのだろうけど、そのたびに小学生が回り込んで行く手を塞ふさぐのだ。

　その光景に清子ちゃんも苦い顔をしながら、

「なんですの、これ……」

　とつぶやく。とりあえずこのままじゃ警察沙ざ汰たになりそうだし、なんとかしなきゃ。

「あの、シャーリィ」

　おじさんに執しつ拗ように絡むシャーリィに声をかけると彼女はこちらをキッとにらむ。

「なんなので――ケイ？」

「あの、何があったのかわからないけど、おじさん困ってるみたいだし、話ならボクが聞くから、ね」

　するとヤクザのおじさんは、天の助けとばかりに安あん堵どした顔をする。

「おお、佐蛹のぼっちゃん！」

「え……あ、串くし矢やさんのところの」

　よく見れば、彼はたまにお世話になる串矢安やす二じさんの事務所で働くヤの付く職業のおじさんだった。

「たすかりやした。兄貴には必ずお伝えしやすんで。とりあえず自分はこれで！」

　そう言うと、彼は逃にげるように雑ざつ踏とうの中に消えていく。

　たぶん、警察が来ると面倒だから姿を消したのだろう。よりにもよって小学生に絡まれて豚ぶた箱ばこなんて恥はずかしすぎて組の人たちに合わせる顔がない。そんな理由だろうか？

「えっと……」

　ボクが再びシャーリィに目を向けると、彼女はムスッとした表情でボクを見上げた。

　そんな顔ですら保護欲をそそるのだから、将来が怖こわい。

「ケイなのでしたか。そうなのですか。なんです、ボクの邪じや魔まをするというのは？」

「邪魔じゃないよ。っていうか、どうしてあの人に絡んでたの？」

「それは……お腹なかがペコリしたのですよ」

　おなか減って他人に絡んでたの？　まさかとは思うけど、昨日みたいな展開を他の人でも試ためしていたのだろうか？　だとしたら原因はボクにあるということにもなる……。

「あら、なんですの、この娘こ？」

「ほら昨日話した娘だよ。たこ焼きおごった」

「ああ！　この娘がっ!?　恐れ多おおくも慶介くんにたこ焼きおごってもらったというラッキーガール!?」

　清子ちゃんの怒ど涛とうの勢いも意に介かいさずシャーリィはかわいく小首をかしげる。

「ケイ、こいつはなんなのです？　怖い顔なのですけど親の仇かたきとかなのですか？」

「んまっ！　このガキャ、言うに事こと欠かいて親の仇とはっ！」

「それとも恋こい人びとと言われる結けつ婚こんを見み据すえやがる女なのですか？」

「んまっ！　話のわかるいい子じゃありませんの！　いいでしょう、あなたお腹が減っていらっしゃるんですって？　清子がなんでもおごって差し上げます！」

「わーっ、やったのですね！」

　ま、まさか落として上げるという高等技術でシャーリィは清子ちゃんをあっさりと懐かい柔じゆうしてしまった……。

　シャーリィ……恐ろしい子……。




　ボクらは主水君を待ちながらアルタ裏の通りにある洋食屋アカシアでロールキャベツの定食を食べながら、彼女から話を聞こうということになったのだけど……。

「はむはむ……」

　彼女はロールキャベツに夢中の様子。

　さらにボクの隣となりでは、

「慶介くん、わたくしたち、周りから見るとやはりそういう風に見えていたのですね」

「うん、そうみたいだね。ところでシャーリィ……」

「はむはむ……」

「慶介くん！　きっと同じことを学校でも思われてますよ。ふふふ、どうしましょう??」

「それはたぶん大丈夫だと思うんだけど。でシャーリ……」

「はむはむ」

「このままでは学校の人たちもモヤモヤしますからね。いっそのことここは公式発表としてわたくしたちの関係を……」

「えっとシャー……」

「はむはむ……」

　話が進まない……。

　清子ちゃんは別の話に夢中だし、シャーリィはロールキャベツに夢中だし。

　おねがい、主水君！　早く来て！

「おい、ケイ！」

「なに？」

「おかわりなのですよ！」

「え!?　もう食べちゃったの!?　大盛なんだけど！」

「おかわり、ダメなのですか？」

「ダメってわけじゃないけど……」

「おい恋人。おかわりしても、いいのです？」

「存分にお食べなさい！　恋人が許します！」

　シャーリィ……完全に清子ちゃんを扱あつかいこなすのである。

　かつてここまで清子ちゃんを口先で動かした人間がいただろうか……。

　おかわりの定食まで平らげると、シャーリィは満足そうにお腹をなでた。

「ごちそうさまですよ」

　清子ちゃんはその食いっぷりに、すでにお腹いっぱいの様子。

「よくまあ、この小さい身体に収まりますわね」

「成長期なんじゃないかな」

「今から自分の子供を育てることを考えたら思いやられますね、慶介くん」

　気の早い話をしてるけど、なんでボクに振るの？

　するとシャーリィは、ボクの顔をジッと見つめる。

「どうしたの？」

「ケイは不思議なのですね」

　その言葉の意味がわからず目を瞬まばたかせてしまった。

「どういうこと？」

「そんな悲しそうな目をしているのに、全然悲しそうじゃないのですよ」

　ボクは思わず言葉に詰つまってしまう。

　どう返していいか迷っていると清子ちゃんがすっくと立ちあがった。

「当然です！　慶介くんの近くには清子がいるんですから、慶介くんは悲しかったりさみしかったりしている暇ひまはないんです！」

　彼女の言葉にボクは思わず笑みを浮うかべてしまった。

　そうだ。ボクの周りには清子ちゃんがいる。平三郎さんや胤正君、それに主水君――たくさんの人たちがいてくれる。

　昔の悲しいことはナシにはできない。でも今はそういう人たちに囲まれているから、悲しいとかさみしいという気持ちはない。

「いいですかシャーリィ。清子という存在は慶介くんにとって必要不可け……――何を寝ねとるのですかぁっ!?」

　シャーリィは清子ちゃんの演説を最後まで聞かず電池が切れたように机に突つっ伏ぷして眠ってしまっていた。

　自由ぅ！

　さすがにお店に悪いので、ボクは彼女を背負うと、会計を済ませて店を出ることにした。さてさて、これからどうしたものか……。

　すると横を歩く清子ちゃんが至し極ごくご機き嫌げんな様子。

「慶介くん、こうしていると、なんだかわたくしたち子連れの夫ふう婦ふみたいですね！」

「え？　年ねん齢れい的てきに無理がない？」

「年齢なんてどうでもいいのです！　そのへんはファンタジーなので！」

　年齢ってファンタジーなのかぁ……そうかぁ……。

「ああ、いいですね！　疑ぎ似じ家族的なこのシチュエーション！　清子、今日は幸せです！」

　そう言いながら清子ちゃんはその場で器用にクルクルっと回ってみせる。

　バレエでもやってたのかな、って思うくらいに奇き麗れいな回転だった。

　すると、ボクの背中でシャーリィが眠い目をこすりながら起きだした。

「ケイ、ここはどこなのですか？」

「新宿の東口だよ」

「そうなの……で、ケイはどこに行くのです？」

「どこってことはないけど、これからちょっと友達と待ち合わせてて」

「そうなのですかぁ……」

「シャーリィは、家は？　帰らなくても大だい丈じよう夫ぶなの？」

「構わない、ですよ。別にそういうのはないのですからして」

　家がないってこと？　やっぱ彼女は旅行者なのだろうか？

　それにしたって親おや御ごさんと泊とまっているホテルとかあるだろうし。もしそうだとしたら、いつまでもシャーリィを連れて歩くわけにもいかない。ともすればもうすぐ夕方になる。

　家の事情はそれぞれあるだろうけど、ボクらの一存で彼女を連れまわすのはどうかと思うんだよね。

　そんなことを考えてると、シャーリィがふと顔を上げ歌か舞ぶ伎き町ちようの方を見た。

「どうしたの？」

「かぜ」

「え？」

　ボクがそう問い返した瞬間、ボクらの間を強い風が吹き抜ぬけていった。

　清子ちゃんは思わずスカートを押さえると、

「慶介くん、見ました？」

　と顔を赤らめる。いやいや、見るも何も、全然スカートめくれたりとかしてませんでしたからね！　変な誤解を招くようなこと言わないでね清子ちゃん！

「見えてないからね？　とにかく、主水君と合流しよう。そろそろ、新宿につく頃ころだろうし」

「むぅ、もっとドキドキしていただかないと清子困ります！　今日の清子は攻せめの姿勢でまいりますので！」

「ホントに見えちゃったりしたらボクの方が困るから……」

「……そうですか。さすがに慶介くんを困らせるような小こ悪あく魔まには清子はなれません。どちらかと言えば清子、従順なので！」

　頬ほほを膨ふくらませたり、ニヘラとしたりする清子ちゃんの相手をしながら、主水君と連絡を取り合う。

　主水君とは大型書店のマンガ館の前で待ち合わせることになった。

　その近くに駐ちゆう輪りん場じようがあるらしい。

　そんな大型書店の前には、斜ななめ向かいにアニメショップがある。

　そして今日も………。

「ああ、なにうちの邪魔してんだ！」

「うるさいですねえ！　邪魔してんのはあんたのところでしょうが！」

「うちは四階に劇場があるんだよ！　搬はん入にゆうがあるんだよ！」

「この時間からトラック駐とめられると困るんですけど！」

「うっせえ！」

　ああ、大型書店の店員渡会わたらいさんと、アニメショップの店長児こ玉だまさんが飽あきずにケンカしてる……。ここを待ち合わせ場所にしたのは失敗だったか……。

「おう、慶介、聞いてくれ！　児玉のやつが……」

「慶介くん、渡会さんが、またしても横暴を……」

　巻き込まれちゃったんですけど！

　するとシャーリィがボクの背から降おりて二人の前にツカツカと歩み出る。

「「？？？」」

　二人はシャーリィを見下ろして、いぶかし気な顔をしたが、次の瞬間、

「おぉりゃっ、ですよ！」

　シャーリィの全力の蹴けりが二人の脛すねに入った。

「いてぇぇぇ！」

「ギャース！」

　その場で転げまわる渡会さんと児玉さん。

「ちょっと、シャーリィ!?」

「なんか、うるさかったので、勢いあまったのですね」

「うるさかったからって、そういうことしちゃダメでしょ！」

「ダメなのですか？　なんでなのです？」

　清子ちゃんもびっくりした様子で、

「子供って時々、思わぬことを平気でしますよね」

　と、転げまわる二人に目を移した。

　そんなことをしているところへ、ようやく主水君が到とう着ちやくする。

「おう、待たせた」

「いや、全然。ご飯食べたりしてただけだから」

「そうか」

「ずるいです！　清子もそういう会話したかったです！　ああ！　さっき後ろから『だーれだ？』ってやればよかった！　慶介くんが油断している数少ない絶好の機会だったのに、バカバカ、清子のバカ！」

「畠瀬、うるせぇ」

「うっさいのはあーたです、大木くん！」

　二人とも仲良く行こうよ……。

「で、なんだこの子供は？」

「!?」

「っ!?」

　シャーリィと主水君は目が合った瞬間に、おたがい牽けん制せいするように距きよ離りを取った。

「え、どうしたの？」

　ボクがそう問うと、主水君は我に返ったようにハッとする。

「あ、ああ。別になんでもねえ。ガンつけられたかと勘かん違ちがいして、ちょっとびっくりしただけだ」

「え、シャーリィに？」

「昔のケンカの癖くせでびっくりすると身構えちまうってだけだ。すまなかったな嬢じようちゃん」

「――………」

「んで、なんなんだ、この子供は？　畠瀬んちの子供か？」

「あら、やっぱりそう思いました？　清子と慶介くんの子供かと思ってしまいました？」

「いや、さすがにそうは思わねえけど。明らかにお前らの遺伝子じゃねえだろうが」

「そこはお世辞でも、二人の子だと思ったと言うところです！」

「そんな見みえ透すいた嘘うそでうれしいのかよ？」

「うれしいんです！　清子大満足です！」

　そのまま立ち話も何だったので、ボクらはいまだ転げまわっている渡会さんと児玉さんを横目に近くの喫きつ茶さ店てんに入った。ごめんね二人とも……。

　ボクはアイスコーヒー、主水君はカフェモカ、清子ちゃんは紅茶、そしてシャーリィは抹まつ茶ちやフラッペを頼たのむと、ほどなくして飲み物が運ばれてくる。

　すると主水君が頬ほお杖づえを突きながら、言葉を選ぶようにボクに問いかけてきた。

「なぁ、慶介。今夜はどうするんだ？」

　ああ、そっか。そもそも今日集まったのは、地下鉄の幽ゆう霊れい騒さわぎを解決するためだもんね。

「もう一回行ってみようと思うんだけど、でもどうしよう」

「なんの準備もなしに行っても、昨日と変わんねえだろうしさ。なんかしら対策を練んねぇといけねえよな」

「だよね。こういう事態に詳しい人がついてきてくれたら頼もしいんだけど」

「そういう悪あく霊りよう払ばらいとか祈き祷とうができる人間って知り合いにいないのか？」

　あれ？　主水君、もしかして幽霊とか思いっきり信じてる？

「えっと……一応、神社の人で知り合いがいるんだけど」

「今、ダメなのか？」

「厄やく払はらいの予約とかがいっぱいで、忙いそがしいらしくって」

「くそ……そうか」

「というか、あの影かげは本当に何だったんだろう？」

「それなんだけどさ……」

　言いかけた主水君にシャーリィが突とつ然ぜん割り込んできた。

「おい、ケイ」

「え？　なに？」

「ケイ。おまえは何を調べているのですか？」

「え？」

「いま話しているやつなのですよ。地下鉄に幽霊がいるって。ケイはそれを探しているのです？」

「……うん。駅員さんからの依い頼らいでね。幽霊の正体が何なのか調べないといけないんだ。できればその原因を取り除くところまでしなければならないんだけど、そもそもあの幽霊の正体が何なのかすらわからなくってね」

「幽霊、なのですか？　そうですか……幽霊」

「まだ幽霊って決まったわけじゃないよ。もしかしたら動物かもしれないし、全然別の何かを、ボクらが幽霊と思い込んで見ているのかもしれない。とにかく原因を突き止とめないと、対処もできないからね」

「そっか……うん、なるほどなのです」

　納なつ得とくしたのかなとボクは思ったのだけど、でもシャーリィは目を泳がしながら困こん惑わくした顔をする。そして目を上げると心配そうにボクを見た。

「なあ、ケイ。もしその幽霊の正体がわかったのなら、ケイはその幽霊を追い出しやがるのですか？　それとも退治しやがるの、ですか？」

　そう言った彼女の言葉はすごく真しん剣けんな響ひびきがあって、ボクは努めてまじめに考えて、それに答えた。

「あの場所は危険だし、それに本来、誰かが住む場所じゃないから。だからそこからは出て行ってもらうことになるとは思う」

「………そうなのですか」

「でも、あそこじゃなくても、新宿には住む場所なんていくらでもあるから。どんな人間でもいられる場所だから、そういうところを提供できればと思うよ」

　するとシャーリィはくりくりとした目を丸くし、それから少し笑う。

「……ケイ、おまえはやさしいのですね」

「そ、そうかな？」

　すると突然、横で聞いていた清子ちゃんが目を吊つり上あげた。

「慶介くん！　いま、この娘むすめ、女の目をしてましてよ！　気を付けてくださいまし！」

「女の目ってなに、清子ちゃん!?」

「女の目は女の目デス！　おのれ、子供だと思って油断するところでした！」

　敵意をむき出しにする清子ちゃんに、シャーリィは小首をかしげる。

　その後は、ボクらは今日もう一度地下に潜もぐる計画を立てたのだけど、あまり抜ばつ本ぽん的てきな案は出てはこなかった。

　とりあえず、スマホのカメラに収めて、それを天てん童どう君とか専門の人に分ぶん析せきしてもらうのはどうだろうか、というくらいの話になったのだった。

　とにかく、今夜また夜に集合する約束をして、一度家に帰ることになった。

　さてそんな話をしているうちにまたしても横でシャーリィはぐっすり眠ねむりこけてしまい、仕方なくボクが背負って移動することに……。ねぇシャーリィ？　ちゃんと夜寝てる？

　新宿通りに出たところで、清子ちゃんの家の車が待っていた。

「ではまた今夜」

「うん。時間と場所は後で連れん絡らくする」

「待っておりましてよ」

　そう言って清子ちゃんは黒くろ塗ぬりの高級車の中に消えていく。

「んじゃ、俺おれもバイク取って帰るから」

「うん。気を付けて」

「それよりその子供……」

「目が覚めたら駅とかに送ってくよ。大した距離じゃないし」

「任せていいのか」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

「警察に捕つかまるなよ」

　なにを心配してくれてるの、主水君？

「じゃあまた今夜」

　主水君とも別れ、ボクは一度事務所に向かう。事務所に到着して応接ソファにシャーリィを寝かせて毛布を掛かけてあげると、ようやく一息。

　さて、この子はどこの子供なんだろうか？

　そんなことを思いながら、冷蔵庫へ行って麦茶を取り出していると、上の階から平三郎さんが下りてきた。

「ぬあーはっはっはっはっ！　おい慶けいす――」

「しーっ！」

「ぬっ！　何事だ!?」

「今、子供が寝てるんです。ちょっと声抑おさえて下さい」

「なに？　子供だと？　貴様いつの間に誰を孕はらませた？」

「あー、そういう認にん識しきなんだ……っていうか、いつ元気になったんですか？」

「とっくに元気だ！　ヒマでヒマで死にかけていた！」

　うわぁ、そうなんだ……ってもしかして。

「あの、平三郎さん」

「なんだゴミ虫が！」

　あんたのゴミ虫にはアリアさんほどの愛を感じないなぁ……。

「この前の地下鉄職員の幸田さんの話、覚えてます？」

「知らん！」

　知らんのじゃなくて忘れてんでしょ、仕方ないなぁ……。

「実は地下鉄に幽霊が出るらしくって」

「なにぃ！　幽霊だとぅ！」

「ボクも昨日見てきたんですけど、確かにそれっぽい影に遭そう遇ぐうしちゃって」

「いるのだな!?　幽霊が!?　面白おもしろい！　なぜそういう話に俺を誘さそわない！　この役立たずが！」

　カーテンの裏で震ふるえて役立たずになってたのあなたですからね！

「よーし、そうと決まれば、俺はこれからヨドバシに行ってくる！」

　ヨドバシカメラに行くってことですよね？

「何しに行くんですか？」

「一眼レフを買ってくる！」

「これだけのためにっ!?」

「心しん霊れい写真を撮とるぞ！　ムーに投とう稿こうするのだ！　一番高いカメラだ！　一番高いカメラを所しよ望もうする！」

　大おお騒さわぎしながら飛び出していく平三郎さんを見送りボクはため息をつく。

　するとソファの方からシャーリィが起きだしてきて不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

「なんなのですか、今の騒さわがしい男は？」

「ああ……ごめんね起こしちゃったね」

「構わないのですよ。それで行くのですか？　幽霊探し」

「うん、そういう依頼なんだ。一応なにが地下鉄にいるのか確かく認にんしなきゃだし、それに対応も考えないといけないから」

「……そうですか。ならボクも行くのですよ」

「え、シャーリィも？　ダメだよ」

「なぜなのです？」

「なぜって、そりゃ夜中に行くんだし、親御さんが許してくれないでしょ」

「別に構わないのですとも」

　構わなくないって……。そりゃ家庭の事情はいろいろあるかもしれないけどさ、常識的な範はん囲いで行動するよ、ボクだって。まあ、高校生のボクが夜中に出歩くのに関しては言げん及きゆうしないでもらうとしてもね。

「とにかく、シャーリィはダメ。ね、聞き分けて」

「むぅ！」

　ほっぺた膨ふくらましてもダメですよ！　かわいいですよ！

　でも新宿の真夜中に小学生を連れ歩くなんてお父さん許しません！

「それじゃあ、せめて電話番号交こう換かんして、ですよ」

　そう言ってシャーリィはスマホを取り出だす。こういうのはちゃんと持ってるんだね。

「うん、それなら構わないよ」

　彼女と電話番号の交換をする。シャーリィはボクの打ち込んだ番号をしばしジッと見ると、うんうんと二回うなずいてカバンの中にしまいこみ、そのまま挨あい拶さつもしないで帰って行ってしまった。




　さて深夜０時半。

　もう間もなく、地下鉄も終電を迎むかえる。それを待って、本日も地下鉄探検隊の出動だ。

　新宿駅東口の広場に集まった清子ちゃんと主水君、そして平三郎さんの四人。

　ただ集合したのはいいんだけど平三郎さんが……。

「……そして男が机の引き出しを開けると、そこにはダムに沈しずめられたはずの妻がギチギチに詰まって……」

「なんでここで怖い話をすんですの!?　あと、妻はなんで机の引き出しでギチギチになっているんです!?　全然伏ふく線せんとかないでしょーに！」

「聞こえねぇ……何も聞こえねぇ」

　怪かい談だんをしだす平三郎さんに、不条理なオチにツッコむ清子ちゃん。そして目と耳を塞いでブツブツ言う主水君。

　もう……早く行きましょうよ……。

「平三郎さん、怪談はそれくらいにして持ち物確認してくださいね」

「何を言っている!?　見ろ、ちゃんと一眼レフを買ってきたのだぞ！」

「いや、懐かい中ちゆう電灯とか持ってます？　それからはぐれたら怖いのでスマホも持ってくださいね」

「いらん！　俺は迷わん！」

　胤正君ちの庭でいつも迷ってる人がよく言うよ！　ボクは強制的に平三郎さんにスマホを持たせると、みんなと一いつ緒しよに駅長室へ向かおうとした。

　と、そこでボクは思わぬ人を発見してしまいたじろいだ。

「やあ、ケイ。ボクなのですよ」

　そこにいたのはシャーリィ。

　昼と変わらずランドセル姿が夜の新宿に不ふ釣つり合あいすぎる。

「どうして!?」

「だって、ケイがいくら言っても連れてってくれないって言うのですから」

「そりゃそうだけど、今いま更さらここに来られても……」

　するとシャーリィは手を後ろにいじけた顔をする（かわいい）

「あ、そう。ケイは、幼いた気いけな少女を夜の新宿に一人置き去りにして自分たちは楽しい探検に出かけるのですね。そういうことなのですか、はい」

　すると清子ちゃんが歯をギリギリさせてシャーリィの頭を掴つかむ。

「まぁ、このガキンチョめは、口の利きき方かたを知らないようですわね」

「おばさん、頭痛い」

「おばさんじゃありません！　人の人生の中で最もつとも請こわれ敬うやまわれると言われる女子高生です！　この世の需じゆ要ようの頂点女子高生なのです！」

「ああ、思い出したのです。ケイの恋人ですね」

「よくぞ来てくださいましたねシャーリィ。お腹は空いていませんか？」

　ああ、チョロすぎるよ清子ちゃん！

　ポシェットから無限にお菓か子しを出してはシャーリィに与あたえ始めてしまう。

　そんな清子ちゃんはお菓子を与え終わると、気を取り直したように神しん妙みような顔をして諭さとすような口調で彼かの女じよの目を見る。

「とはいえシャーリィ。これから清子と慶介くんはラブラブ深夜のデートタイムなんです。二つもコブどもがついてきていることには目をつぶってるんです。ラクダだってこれ以上コブはいらないんです！　わかりますね」

「全然わからないのですけど」

「物わかりの悪いガキは嫌きらいですわよ」

　すると主水君が間に入った。

「畠瀬、興奮すんじゃねえ。いいよ、こいつは俺が面めん倒どうみるから」

「え、主水君、大丈夫？」

「いいよ。うちにもこれくらいの妹いるし」

　主水君、妹さんいるんだ。知らなかった！

「大木くん、不良の上にかわいい健けな気げな妹がいるとか、どんだけ属性盛ってんですか！」

「不良じゃねえし。あと健気でもねえから、うちの妹は」

「かわいい、というのは否定しないのですね。だいたい理解しました」

「勝手に理解すんじゃねえ。ほら、シャーリィ。行くぞ」

「うん。モンドは話が分かるのですね！」

「そうか。ありがとよ」

　たしかに扱いになれてる。すごいな主水君。さて、問題はもう一人なのだけど……。

「うはははは！　どこだ、幽霊！　出ーてこい、出てこい出てこい♪　ドンドコドン♪」

　ちょー楽しそうな大人が若じやつ干かん一名。

　この中でもっとも子供に近いのが年長者という不安である。

　大丈夫だよね………。

　そういうわけで再び今夜も地下鉄の職員の幸田さんに挨拶をして地下へと潜る。

　そんなボクらを見て幸田さんは「あ、うん、はぁ……」と困ったような笑えみを浮かべる。

　そりゃそうだよね！　新パーティに、大人気ないくらいはしゃいでる大人と、父性を過か剰じよう刺し激げきしてくる小学生が増えたんですものね！

　トンネルの中は昨日と変わらず、しっとりとして、それでいて薄うす暗ぐらい。

　電気の点ついている箇か所しよはまだしも、奥おくの使っていない路線はその光もない。

　ボクらは懐中電灯を手に、昨日なにかの影を見かけた場所へと向かった。

「なにもないですねえ」

「そうだな。昨日は確かにいたんだがな」

　清子ちゃんと主水君が、懐中電灯で周りを照らしながらあたりの様子を窺うかがう。

「本当にいたのだろうな!?　ならば、収めてやるぞ！」

　そう言って平三郎さんがカバンをゴソゴソしながらカメラを取り出す。

　そのカメラが、カバンから出てきた瞬しゆん間かん、シャーリィがビクッとしてボクに飛びついた。

「ああ、大丈夫だよ。ただのカメラだから」

「そう……なのですか？」

　意外と怖がりなのね。なんか初めてシャーリィの小学生らしいところを見た気がする。

　怖がってボクのズボンを掴むシャーリィは、むしろほほえまかわいい！

　それはいいんだけど……。

「ぬははははは！　どこだ!?　どこにいるのだ、幽霊め！　出てくるがいい！」

　ところ構わずフラッシュを焚たきまくりながら大声で呼びかけ写真を撮る平三郎さん。

　それじゃ幽霊だって出てきづらいですよ。

　その様子をジト目で見つめるシャーリィ。

「なんなのです、あいつ」

「あはは……でも頼たよりにもなるんだよ」

「とてもそうは見えないのですよ」

　まあ、そうは見えないよね。うんうん、わかるわかる。

　するとシャーリィは突然、闇やみの奥の方に目を向けた。

「どうしたの？」

「あそこ、何かいるですよ、ケイ」

「えっ!?」

　ボクは懐中電灯を向ける。しかし何もない。

「何か見えたの？　なにが見えたの？」

「人みたいなのです。ほら、あっち」

　そう言うとボクの手を離はなれてシャーリィは一人で歩き出す。

「懐中電灯がないと危ないよ」

「大丈夫。暗いところは平気なのです！」

　そう言って一人で先に行こうとするシャーリィ。

　そんな彼女を平三郎さんが持ち上げると脇わきに抱かかえた。

「うひゃ！」

「おいガキんちょ！　どこだ!?　どっちに幽霊がいるというのだ！　指をさせ！」

「あ、あっち、なのですよ！」

　ジタバタするシャーリィを小こ脇わきに抱えて平三郎さんは全力疾しつ走そう。

「ちょっと！　待ってくださいよ！」

　ボクらは急いでその後を追いかけた。

　でもシャーリィにはさっきなにが見えたんだろう。まさかとは思うけど、ボクらには見えないなにかだったりとか――と途と中ちゆうまで考えて頭かぶりを振ふった。

　考え出したら、見えないものまで見えてしまう。そんな気がしたのだ。

　ああ……なんかやだなぁ、こわいなぁ……。

　そんなトンネルの奥おく深ふかくまでやって来るとシャーリィが声を放つ。

「ほら、あれなのですよ！」

　闇の中を指さす。ライトがその方向を照らすと、黒いぼろきれのようなものをとらえた。

「えっ!?」

「慶介くん、あれ!?」

「う、うん」

　たしかに何かが動いている。あれは明らかに人だ。

　うごうごと緩かん慢まんに動くぼろきれのように見える影。

　ボクらはおっかなびっくり、近づいていく。

　そこにはボロボロの服にもじゃもじゃの髭ひげ。

　そして長く伸のびっぱなしの髪かみの毛けの老人がへたり込んでいた。

　こういう人種は新宿にはたくさんいる。いわゆるホームレスと呼ばれる人たちだ。

　でもこの人の顔をボクは見たことがない。

「あの……」

　彼かれは引きつったようにジタバタしだす。

　足を怪我けがしているようだ。

　昨日のようなスピードのある動きができなかったのは、このせいなのだろうか？

　どうしていいのか手をこまねいていると、ずっと黙だまっていた幸田さんが歩み出る。

「大丈夫、何もしませんよ」

「………」

「でも、困りますね。ここは立ち入り禁止ですし、もし何かあっても何もしてあげられない。ここを住すみ処かにするのは控ひかえてもらえませんか？」

　そう優やさしく彼に語りかける。すると彼はしばし放心したように幸田さんを見つめ、それから一度こくりとうなずいた。

　そこからは幸田さんの呼んだ職員さんたちによって、彼を連れ出す作業にうつる。

　ボクらは無事お役御ご免めんとなった。

　駅長室に戻もどった幸田さんはようやく安心したとばかりに息を吐ついた。

「いやぁ、蓋ふたを開けてみればお粗そ末まつな結果だね」

「たしかにそうですね」

「まあ、本当に幽霊だったらどうしようとみんなで話していたし、こういう結末でよかったよ。それから、彼にはどこから侵しん入にゆうしたのか聞いて、また起こらないようにバリケードでも作らないと」

「これからが大変ですね」

「おっしゃる通り。ただあの人、しゃべれないみたいだから、聞き出すのは難しそうだけどね」

　そう言って、幸田さんはまた困ったように笑ってみせた。




　駅から地上に出ると、外はすっかり深夜の空気に包まれていた。

　駅前の周辺には酔よっ払ぱらいが歩いていたり、カップルたちが声こわ高だかに話をしたりしている。

「清子ちゃんは迎えが来てるんだよね」

「はい。お名残なごり惜おしいですが、そこで今か今かと待ち構えているあの黒光りする車がわたくしと慶介くんを引ひき離そうとするのです」

「あはは。また明日、学校でね」

「はい！」

「主水君はバイクで大丈夫？」

「ああ。いつものことだ。問題ない。じゃあな」

　そう言って主水君はさっさとバイクを取りに行ってしまった。

　さて問題は………。

「シャーリィはどうしようか。一度うちに来る？」

「大丈夫なのですよ。すぐ近くだから」

「近くって言っても……」

「大丈夫なのです。じゃあ」

　ボクの言葉を待たず彼女はさっと夜の街に消えて行ってしまった。実はいろいろ聞きたいこととかあったんだけどな。こんな時間にランドセル小学生が歩いていて大丈夫かな？

　そんなことを考えていると、胤正君からメールが来ていた。その内容を確認してポケットにスマホをしまう。

「ねえ、平三郎さん？」

「なんだ？」

「ボク、この後ちょっと胤正くんちに行ってきます」

「何しに？」

「今回のことを報告しなきゃいけなくて。なんか気になってるみたいです」

「ほう。それで？」

「ですから、携けい帯たい、ちゃんと持っててくださいね。何かあったら連絡しますから」

「なくした」

「なにやってんですか！　なんですぐなくしちゃうかなあ、この人は！」

「そもそも電話などいらん！」

　平三郎さんはぷりぷりしながら、歌舞伎町の方角へ歩いて行こうとする。ため息交じりにその後ろ姿を追いかけながらとりあえずボクは胤正君に電話を掛けた。

『佐蛹君ですね』

「うん、なんか急ぎで今回のことを知りたいってメールに書いてあったから」

『はい、ちょっと気になっていることがありましたので』

「そういえばこの前もなにか気になるって言ってたね」

『はい。どうも引っかかることがいくつかありましたので。それで地下鉄の幽霊の正体は何だったのですか？』

「それなんだけど……」

　事の顛てん末まつを胤正君に話すと彼はがっかりした様子も、ましてや笑い飛ばすこともなく、極きわめて真剣な声こわ色いろでこう返した。

『そう来ましたか』

「そう来たって、何が？」

『いえ、大おお枠わくは掴つかめました。そこに蔵祭さんはいらっしゃいますか？』

「いるけど」

『代わっていただいても』

「もちろん。平三郎さん！　胤正君から」

　名前が出た瞬間に平三郎さんは顔じゅうのしわを中央に寄せて嫌いやだという意思表示。

　ご指名ですから、いやでも一度は出て下さい。

「なんだ、クソガキが！」

　不ふ機き嫌げん極きわまりない声色で電話に出る平三郎さんだったが、意外にもその後しばらく胤正君と話が続いた。いったいなにを話していたんだろうか？




　　　　※※※※




　彼女は闇の奥おく底そこで自分のしでかした過あやまちを悔くいながら、荷物の片づけを急いでいた。

　最初にこの地下鉄で目もく撃げきされたのは自分のミスである。その後、調査に来た者たちを追おい払はらうために脅おどかしたり時には怪我もさせてやった。

　警察の介かい入にゆうの時には多勢に無勢だったので、一度アジトを引き払いもした。

　本来の戦場であれば、それが重要拠きよ点てんではない限り、謎なぞの人物が攻こう撃げきを仕し掛かけてくるとなれば、撤てつ退たいするかまたは近づいてなど来ない。だが日本人という人種は少々勝手が違ちがっていた。徹てつ底ていして調査し、改善することをしようとする民族。

　なによりその原因を幽霊だと思っていることには驚おどろいた。半信半疑ではあったろうが、普ふ通つうに幽霊という単語が出てくるあたりに、この国の豊かさを感じる。人の死が間近にある国では幽霊などいないのだということを思い知らされるからだ。

　そういった意味で、この国の文化や習しゆう俗ぞくはもう少し理解しておくべきだったと思っている。

　言葉などはこの国に派は遣けんされる前にマスターした。一いち人にん称しようが複数存在し、丁てい寧ねい語ごや謙けん譲じよう語ご、それにスラングなども含ふくめるとかなり複雑な言語形式ではあったが、意思の疎そ通つうができるレベルには至っている。

　こちらは世界中を飛び回っているのだ。その国の言葉を覚え、なじまなければ任務に支障を来きたす。言葉程度は覚えて当然だ。

　しかし文化となると話が変わって来る。殊ことに島国は苦手だ。キューバ、アイルランド、インドネシア。どこも島国は感覚がずれている。大陸のように敵が地続きで攻せめてくる危機感とは違う独自ルールを持っている。そのルールが時として自分の任務を邪じや魔まするのだ。

　今回のあの高校生がまさにそうだ。

　ジャッカルからあの高校生に接せつ触しよくするように要よう請せいが来たのは入国してしばらくたってからのことだ。彼は新宿の掃そう除じ屋というらしい。この街ではかなり有名な部類の人間で、司法が介入できない案件などの解決をしているらしい。

　実際に接触してみたが、噂うわさと事実は異なっているように感じた。

　彼はどこからどう見ても一いつ般ぱん的てきな日本の高校生だ。

　特別に頭が切れるわけでもなければ、何か特とく殊しゆな技能を持ち合わせている様子もない。

　もし脅きよう威いだと考えるなら、あの青年のボスのような存在だ。

　蔵祭平三郎と言っていた。あの男はあんなめちゃくちゃな行動をしながら抜ぬけ目めがない。

　見ていないようで、周りをしっかりと見ている。

　任務に際して気を付けるべきはあの男の方だろう。

　そう考えながら、大きなバッグを取り出し、中の物が過不足なくそろっているか確認する。

　問題はない。

　チェックが終しゆう了りようしたその時、ランドセルの中で電話音が鳴なり響いた。

　自分の物ではない。ではなんだ？

　そう思いながらランドセルを慎しん重ちように開け中身を確認する。やはり自分の持っているスマホとは違う。ディスプレイには『クソガキ』、と表示されている。

　出るべきか数すう瞬しゆん思考したが、相手が何者であるかを確認する必要を感じた。何より、この電話をいつの間にか自分のランドセルに仕込んだ相手も確認しなければならない。

　画面を操作する。

『もしもし。シャーリィマーヤさんですね。自分は零れい栓せん院いん胤たね正まさと申します。こちらの設問にお答えになっていただけると思ってはおりませんが、あらかじめ何点か申し上げたいことがございますので連絡させてもらいました』

「こちらも質問があるのですよ。この電話を仕込んだのは誰だれなのですか？」

『お気付きではないのですか？　蔵祭さんですよ。あの方は、とっくに貴女あなたの正体に気付いておられました。先さき程ほど確認を取りましたので間ま違ちがいはありません。電話のＧＰＳ機能を使うために貴女のカバンの中に入れておいたそうです。貴女ほどの職業の人が、蔵祭さんの行動に気付かないとは迂う闊かつでしたね』

　いつ仕込まれた？　脇わきに抱えられたときだろうか？　疑問を頭の中で処理しながら、それでも零栓院の言葉に受け答えする。

「ボクの職業？　なんのことです？」

『それについては後のち程ほどで構わないでしょう？　それとも貴女からお話ししてくれるほど親切だというのなら、僕ぼくも労せずして話が早いのですが』

　いったいどこまでこの電話の相手はわかっているのか？

　最悪の場合、こちらの任務に支障を来きたす恐おそれがある。

　それは避さけねばならない。

　だとすれば、ここで相手を拒きよ否ひしてはならない。相手の掴んでる情報を把は握あくする必要がある。ならば餌えさが必要だ。ここは仕方がないだろう。

「どこでボクだと気づいたのですか？」

『確信に変わったのは先ほどですが、気になっていたのは最初の依頼の際です。佐蛹君から大まかに話は聞いておりました。最初に目撃されてから、今度は脅しに変わり、最後は攻撃に転じています。こういう威い嚇かく行動の段階移動は、自然の動物の世界で追い詰つめられない限りはありえません。これは人間の仕組んだ段取り、と考えるべきです』

「しかしそれはホームレスが……」

『あれはあなたか、またはあなたの上司にあたる人が雇やとった人でしょう？　それも先ほど佐蛹君に確認してもらいました。あのホームレスの老人は口を利きけないそうですが、新宿を拠点とするホームレスの方たちに彼を知っている人は誰もいないそうです。つまり新宿に住んでいるホームレスではないということですね。おかしいとは思いませんか？　あの生活形態をしている人たちは、毎日、廃はい棄きされた食事をとりに行ったり、空あき缶かんを集めて換かん金きんしたりと多た忙ぼうな毎日を送っております。なので新参者でもすぐに顔を覚えられるのです。でも誰も知らなかった。それは貴女方が佐蛹君に接触して、この件から手を引いてもらうために急きゆう遽きよ雇った、偽にせの犯人、と考えるべきでしょう。まあ、用意したのはあなたのお仲間の方かもしれませんがね』

「――………」

『どちらにしても幽霊が目撃され始めた時期から考えると、あの人を誰も知らないというのはありえないのです。さて、そういったわけで、本題に入らせていただきます』

「本題――なのですか？」

『はい、貴女のお仕事を中止していただきたい。そう申し上げております』

「ボクの仕事なのですか？　なんのことなのです？　小学生をやめろということなのですか？」

『今更しらばっくれても詮せんのないことだとわかっておいででしょう。貴女は小学生などではありません』

「じゃあ、なんだっていうのです？」

『レンズの光に過か敏びんな反応をする職種、というのはこの世界でも数少ないと認識していますが』

　知っている。この電話の主は自分が狙撃手スナイパーであることを。

『察するに、この街でこれから誰かの命を奪うばおうとしていらっしゃるとお見受けします。それをどうか止やめていただきたい。もし受け入れてもらえないのであれば、我々は全力でその計画を阻そ止ししなければなりません』

　把握するべき情報を得た。

　障害となる人間もわかった。だとすればどうすべきか？

　簡単なことだ。自分では考えない。上に委ゆだねるのだ。ジャッカルの意志に委ね、自分は技術のすべてを使って行動すればいい。

　シャーリィは大きく息を吸った。

「やれるものならやってみろ、なのですよ」

　そう言って地面にたたきつける。スマホの画面が粉々に砕くだけ散ちった。




　　　　※※※※




　あれから幾いく度どかシャーリィに連絡を入れようとしたんだけど、この電話番号は現在使われておりません、という無機質なアナウンスしか返ってこなかった。

　あの後、夜の街に消えていった彼女のことがボクは気になっていた。

　自分のことを一いつ切さい明かそうとしない小さな女の子。

　しっかりしているように見えたから心配をしているわけではない。

　でも彼女はたぶん何か話したかったんじゃないだろうか、とボクは思っている。

　実はそんなこと全くなくて、ボクの独ひとり相撲ずもうってこともあり得るけど。

　なんとなく胤正君にそのことを相談してみたものの、

「さて、どうなんでしょうね」

　と彼は曖あい昧まいな笑みを浮うかべるだけだった。こういう時の胤正君はだいたいボクになにがしか気を遣つかっている時だ。いったい何に気を遣っているのかわからないけど、善意から来る行動であることをボクは知っている。

　だからそれ以上は、この話題に触ふれるのはやめて、ボクらはボードゲームに意識を落とした。

　平三郎さんも、その後は調子がよさそうではあったけど、最近出かけていくことが増えた気がする。いつも通り、そこらで飲み歩いているなら別にいいんだけど、どうもそんな感じもしないし。

　やっぱりボクはシャーリィのことが気になって仕方なかったのだ。







第三話　軸を失った街







　その依い頼らいは不可解だった。

　平へい三ざぶ郎ろうさんの経営する裏カジノにやって来た中年男性は、バンカーに１６０ドル、プレイヤーに30ドル、そして再びバンカーに10ドルを賭かけ終わると、奥の部屋へ通される。

　彼は名前も名乗らず、そこでボクと平三郎さんをジッと見つめると、

「内容はまだ言えない……あんたらを信用したわけじゃない」

　そう言って帰ってしまったのだ。

　ボクがわけがわからずにいると、平三郎さんはマルボロの紫し煙えんを燻くゆらせながら、

「気にすんな。あいつはまた来る」

　とだけ言って、部屋を出て行ってしまった。

　そして平三郎さんの言った通り、数日後の深夜、例の男から電話で連れん絡らくが来た。

『今すぐに新宿の東口、武蔵野商店街に来てほしい』

　そう彼は告げると、そのまま電話を切ってしまった。

　ちょうど平三郎さんは出かけてしまっている。

　たぶん二丁目の花はな巻まきさんのところで飲んだくれてる可能性が高い。

　ボクは急いで平三郎さんに電話を掛かけたけど、コール音は冷蔵庫の中から聞こえてきた。

「平三郎さん……ぜったいスマホを持つ気がないよなぁ……」

　仕方なく、ボク一人で歌か舞ぶ伎き町ちようの裏カジノを出ると、武蔵野通りに向かった。

　さくら通りを出てすぐの横断歩道を渡わたり、モア通りを抜けて、紀伊國きのくに屋や前の信号を渡る。

　ものの五分程度で、武蔵野通りについてしまった。

　深夜の武蔵野通りは人通りが少ない。

　もちろん朝まで経営している飲み屋とかはあるけれど、平日のこの時間に外を歩いている人はごくわずか。

　ボクだってこんな時間にうろうろしてるところを警察に見つかったら補導されちゃう。

　と、そこへ例の男性が現れた。

「歩きながら話そう」

　彼は周りに視線を走らせながら目立たぬように注意を払はらいゆっくりと歩を進めた。

「すまない。実は聞いてほしいことがあるんだ。他では盗とう聴ちようの危険があったから口にできなかった」

「いえ、構いません。それで……」

「ああ、実は――」

　その男性は名を名乗り、名めい刺しを渡してきた。

　そして今回の依頼内容をボクに告げる。

「頼たのむ、こんなこと警察には頼めない……いや、警察に言うのすら恐ろしい。あの中にも敵がいるのではと思ってしまうと……」

「事情はわかりました。とりあえず平三郎さんにも話しますんで」

「ありがとう！」

　声を弾はずませて喜ぶ男性とは反対に、ボクは内心頭を抱えたくなっていた。

　これはえらいことになった……。

　その依頼内容は、ボクらが今まで受けてきたものとは根本的に別のもの。

　むしろボクや平三郎さんでどうにかできるのか？　そんな風に思ってしまう。

　とにかく、今は平三郎さんに伝えて……。

　そう思いながら男性と別れ、事務所へ戻る道を歩いていると突とつ然ぜんビルの暗がりから声が聞こえた。

「――ケイ」

　振り向むいたその先には幼い少女が静かな面おも持もちで立っていた。

　ボクは彼女を知っている。

「シャーリィ!?」

　あの日以来連絡が取れなくなっていた、シャーリィマーヤがそこにいたのだ。

　ボクは急いで駆かけ寄よる。

「どうしてたの？　心配したよ。なにかに巻き込まれたのかと思って――」

「……ケイ……ごめんね、なのですよ」

「え？」

　次の瞬間、何者かがボクを背後から羽は交がい締じめにし腕うでの自由を奪った。

　そして固められた腕にチクリとした痛みが走る。

　それと同時にボクの意識は暗い闇の中に引きずり込まれていった。

　いったい自分に何が起こったのか、それすら理解できないまま、ボクの意識は闇の底へ落ちていったのだ。

　薄うすれゆく視界の先には無表情のシャーリィが立っていた。




　　　　※※畠はた瀬せ清きよ子こ※※




　その連絡を受けたのは深夜のことだった。

　クラスメイトの大おお木き主水もんどから電話がかかって来たのだ。

　寝ねていたところをたたき起こされた清子は不快な気持ちになりながらスマホ画面を見つめる。清子にとって、佐さ蛹さなぎ慶けい介すけ以外の電話など取るに値あたいはしない。無視してこのまま寝ていても構わない。

　だがこの時だけは、胸の裡うちが妙みようにざわめいた。

　無視しようという気持ちとは裏腹に、気が付くとその電話を取っていたのだ。

『畠瀬。落ち着いて聞けよ。慶介が病院に運び込まれた』

　眠ねむ気けが瞬しゆん時じに吹ふき飛とび、脳内が一気に覚かく醒せいした。

「詳くわしく！」

『状じよう況きようはよくわかってねえ。とにかく意識不明の状態で西新宿大学病院に運ばれたって話だ。俺おれはこれから向かうが―――』

「行きます！」

　すでにネグリジェは脱ぬぎ捨すてていた。洋服など選んでいる暇ひまはない。制服に腕を通しながら、屋や敷しきの中に常駐している者を呼び出だす。

「お嬢、どうしましたこんな時間に」

「車を。３号車を出しなさい。もしものためです」

「かしこまりました」

　３号車は普ふ段だん清子が使うリムジンではなく、機材資材を積んだ黒くろ塗ぬりの乗用車ハイエースである。慶介の様子を確かく認にんしに行くだけ――そう思いながら、清子は直観的にこれらの機材が必要になると感じ取っていた。

　車は清子の住まう邸てい宅たくを飛び出すと、明治通りへと出た。

　西新宿大学病院は都庁の向こうにある。このまま甲こう州しゆう街かい道どうに入って行くのが最短ルートだろう。しかし深夜とはいえ、そのあたりはタクシーの交通量が多い。

　何より信号の数も考えると、余計な苛いら立だちを募つのらせることは必ひつ定じようだった。それを察したのか運転手はすぐに明治通りから、細い路地へと入り暗がりの中をひた走った。

　西新宿大学病院に到とう着ちやくしたのは深夜二時を回る直前であった。

　受付に、見たことのある顔があった。

「……おまえは」

　警視庁の札ふだ沼ぬま次じ郎ろうと禅ぜん定じよう秦はた春はるであると思い出したのと同時に、あちらも自分が慶介の同級生であることを思い出したようだ。

　中年の札沼がついてこいとでも言うように、顎あごでしゃくるので、清子は何も言わず彼らの後に従したがった。

　病室の前まで来ると、獣けもののような眼光をした蔵くら祭まつり平三郎を発見した。

　いつもだったら、おたがい嫌いやみの一つも口をつくものだが、どちらも無言だった。

　その直後、病室のドアが内側から開く音が聞こえ、思わず清子は顔をあげた。

　そこに軽いかすり傷を負って照れ笑いする慶介の姿を期待しながら。

　しかし、病室から出てきたのは残念ながら、清子の期待の人物ではない。

　長身で西せい欧おう人じんの顔だちをした闇医者のルドルフ。その後ろには、彼に仕事を依頼するこの病院の内科医・工く藤どう東とう吾ごだった。

　彼らもまた沈ちん痛つうな面持ちをしているのが、清子の心をざわつかせる。

「あの、うかがってもよろしくって？」

　清子の言葉に、初めてそこに人がいることに気が付いたような反応をするルドルフ。

「なんだい？」

「慶介くんは？」

「――……意識はまだ戻っていない」

「どういう状況なんですか？　詳しく教えてくださいまし。でなければ！」

　思わず、掴つかみかかろうとしていた。ルドルフが慶介をそうしたわけではないのに、清子は気持ちが抑おさえきれなかった。

「やめろ、バカ！」

　ひきはがされて、初めて大木主水もんどがそこにいることに気が付いた。

　主水は清子をやんわり押おさえつけながらルドルフに向き直る。

「で、どういう状況なんすか？　みんなそれを知りたがってます」

　するとルドルフは親指で眼鏡を上げた。

「まだ血液検査の結果が出ていないから断定はできないが、ケイスケはなにがしかの毒物を摂せつ取しゆした可能性がある」

「毒物って……」

　清子の声が震ふるえた。ルドルフはあくまで落ち着いた口調で続ける。

「現段階では生命維い持じに支障は来きたしていない。昏こん睡すい状態ではあるがね」

　まだ安心はできないものの、それでも清子の不安がその言葉でほんのわずかに減退したことは確かであった。

「ただ、この状況が長く続くことは決してよいとは言えない。遅ち効こう性せいの毒物であるのなら、その症しよう状じようは悪化するのが必定だからね。なので、彼の身体の中にある毒物がいったい何であるのか、それの特定を急がねばならない」

　ルドルフが説明をしているところへ、看護師がかけてくると工藤医師に紙を渡していた。その内容を見つめる工藤医師の顔は次し第だいに曇くもっていく。

「おい、これはまずいぞ」

「まずいと言いますと？」

「見てくれ」

　そう言って工藤医師はルドルフに書面を見せる。

　それを見たルドルフもまた工藤医師と同じように苦い表情を浮かべた。

「どうしたんですの？」

「おそらくだが、複数の毒物をうたれている可能性がある」

「どういうことですか？」

「血中の変化と症状を比ひ較かくして、使用された毒物の特定をしようとしていたが、数値がめちゃくちゃだ。いくつかの症状を併へい発はつしているからまさかとは思ったが、これでは特定ができない……」

「そんな！　それじゃ慶介くんは……」

　その時だった。平三郎の手の中にあったスマホが着信し薄うす暗ぐらい病院の廊ろう下かでまぶしく点てん滅めつした。

　よく見ればそれは佐蛹慶介が普ふ段だん携けい帯たいしているもの。

　その画面を見た平三郎は即そく座ざに、電話に出ながらその音声をスピーカーに切きり替かえる。

『ヤア、コノ電話ニ出タトイウコトハ君ガ蔵祭平三郎君ダネ？』

　ボイスチェンジャーを通した声。男か女かすらわからない。

『ゲームヲシヨウ。ルールハ簡単ダ。君タチガ謎ヲ解ケバ佐蛹慶介ハ助カル。解ケナケレバ、佐蛹慶介ハ死ヌ。イイカイ？』

　いいわけない！　清子は心の中で叫さけんだ。だが、それを口にしたところで、何にもならないことは、この場にいる誰もが知っている。

　こんなことをしたゴミ野や郎ろうの情報を少しでも掴むために、全員がいらないことを言おうとはしない。

『サア、最初ノ問題デス。無イ出口ノ緑ノ下ノ東ノ草くさ叢むら――ガンバッテネ』

　そのまま電話は切れた。




　　　　※※零れい栓せん院いん胤たね正まさ※※




　佐蛹慶介のことは警視庁の札沼次郎からの一報で全容を知った。

　胤正にとって、今ほど自分の身を恨うらんだことはない。

　自らの身体の弱さ。それ故ゆえにこの家を出ることはかなわない。

　できうることなら今すぐにでも出ていき、この事態を引き起こした犯人を捕つかまえてやりたい。そういう情熱が湧わいてくるほど、彼にとって佐蛹慶介という存在は大きかった。

　札沼次郎からの二度目の電話は、西新宿大学病院からだった。

『どうやら、おまえさんの予想通りだった』

　複数の毒物の投とう与よ。そして犯人からの脅きよう迫はく。

　ここまではいくつかの可能性の中から十分に考えられることだった。

　この時点で通とおり魔ま的犯行の可能性は消えた。綿密に練られた計画であることは間違いない。

　札沼の話を聞くと、相手はゲームをしようと持もち掛けているそうだ。

　それも慶介の生死を賭かけて。

　愉ゆ快かい犯はんであると考えるのは早計だろう。それもまた可能性の一つでしかないが、その確率は限りなく低い。今はいくつもの可能性が頭の中を閃ひらめいていくだけ。そのどれもが決定を下せるほどの証しよう拠こを胤正は持ち合わせていない。

「札沼さんは、これからどうされるのですが？」

『俺は所しよ轄かつに戻る。逆探知機を借り受けにな』

「なるほど、また犯人から電話がかかってくると？」

『ああ。ルドルフの話じゃ毒は複数なんだろ？　だとしたら、解げ毒どく薬やくは一個とは限らねえだろうからな』

「僕もそう思いますね」

『ナゾ解きの方は蔵祭とボーズの同級生たちがやってる。まあ蔵祭の方は察しがついてるみたいだったからな』

「無イ出口ノ緑ノ下ノ東ノ草くさ叢むら――でしたっけ？」

『ああ、そうだ』

「それくらいならあの人でも解けそうですね」

『わかったのか？』

「これは単純なサービス問題だと思います。無い出口は、新宿駅の北側ということでしょう」

『ああ、そうか……南口、西口、東口はあるが北口はないもんな』

「北側の緑というと大ガードのことかと思われます。その下の東側にはツツジの花か壇だんがありますから、草叢というのはそのことかと」

『なるほど……だが、本当にあると思うか？　ウソってことも……』

「いえ。あるでしょう」

『ずいぶんはっきり答えるじゃねぇか』

「第一問目を難解にしなかったのは、犯人が言うゲームを信じてもらうためだと思います。これで実際に佐蛹君の解毒薬が見つかれば、このゲームはちゃんと執しつ行こうされている、と我々に印象付けることができます」

『なるほど……』

「おそらく二問目からが本当の戦いであると考えるべきかと。ちなみにこの件に関して警視庁は動いてるんですか？」

『いや、俺の一存で上への報告はしてない』

「賢けん明めいな判断ですね」

『まぁな。傷害事件として動かすと逆に捜そう査さ会議で時間がとられる。その上、例の式典があるせいで人員は確保できねえ。なにより警察が動くとこの街の連中は自由に動けなくなっちまう。お前さんも含めてな』

「ご配はい慮りよ、痛み入ります」

　電話の向こうにいる刑けい事じに胤正は自然と頭を下げた。

　今は慶介の体内にある毒物の特定に全力を傾かたむけねばならないだろう。

　もう間もなくルドルフからデータが送られてくる。おそらく自分の知識範はん囲いではカバーしきれない可能性が高い。

　それぞれの毒物の症状が出るだけなら単純でいい。

　だが合がつ併ぺい症しよう状じようが発はつ症しようしたり、そもそもの佐蛹慶介の持つアレルギーなどから、他の症状を併発したりする可能性もある。

　そうなれば、単純な診しん察さつと検査結果から毒物を特定することはできない。

　データが必要だ。それも膨ぼう大だいな量の。

　ルドルフから送られてくる情報を世界中の識しき者しやに投げてみるほかない。

　胤正はそう決断し静かに息を吐ついた。




　　　　※※札沼次郎※※




「札沼さん！　借り受けられました！」

　禅定秦春が段ボール箱を抱かかえて戻もどって来る。

「よく貸してくれたな」

　禅定が誇ほこらしげな顔をして、持ち上げてみせたのは電話の逆探知機である。

　これらの機材は特殊犯捜査係の持ち物だ。

　捜査一課の中でも生はえ抜きの者やＳＡＴからの人員が多くいるこのチームの首を縦に振ふらせることは難しい。

　補ほ捜そう係けいの自分たちがいくら恩を売っても、返す気はさらさらない独立軍と言った佇たたずまい。

　そこから逆探知機を借りてくるとは大したものだ。

　そんな禅定は苦笑いを浮かべながら頭をかいた。

「まあ、ちょっと無理を言ったんですけどね」

「無理……ね」

　親の名前を使ったな、と札沼はすぐに察した。

　彼かれの親は警視庁のトップ警視総そう監かんである。その息子むすこである禅定秦春は旧きゆう帝てい大だいの法学部を優ゆう秀しゆうな成績で卒業し鳴り物入りで警視庁へと入ってきた。

　当然ながらゆくゆくは本庁の虎とらノ門もん勤務が約束されている。

　キャリア官かん僚りようとしての将来のためには大きな失敗は許されない。虎ノ門に戻るまで波風を立てずに所轄勤務を終えるのが彼の一番の仕事。

　だからこそ補捜係に回されたのだろうが、どうもここにきてから札沼の悪い癖くせがうつってしまったように感じている。

　事件解決のためならば、ずるい手も使えば情じよう状じよう酌しやく量りようも自己判断で下す札沼。

　闇やみ医者ルドルフの例がまさにそれだ。本当に捕まえるべきは自分の目で決める。そういうことをしていたせいか、一課にいた時の札沼の陰かげのあだ名は『大おお岡おか越えち前ぜん』だった。

　自分を正義漢だとは思わない。それでもやるべき仕事をするために、ある時には柔じゆう軟なんに動く。そうしなければこの街での事件は扱あつかえない。実際そういう態度が、上司の癇かんに障さわったのか、あるいはそれを能力とみなしてくれたのかはわからない。だが結果として今の部署の責任者となっている。

　ただ禅定についてはあまり、こういうことをマネしてほしいとは思っていない。

　いずれは警視庁のトップで狡こう猾かつなやつらと渡り合あうのだ。簡単に尻尾しつぽを出すようなことを軽々しくするものではない。所轄でお目こぼしをしていたことなどがバレれば、禅定のキャリアに傷がつく。やるなら自分のように出世とは無む縁えんの人間がすればいい。

「今回だけにしとけよ」

　軽く小こ突づくと、禅定は「はい」といつもの調子のいい返事をする。

　さて蔵祭の方はどうだろうか？　本当に解毒薬が見つかっているのか？
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　零栓院胤正の言葉通りなら、見つかる可能性は高い。

　この悪質なゲームとやらに札沼たちを引きずりこもうというのなら、きっとあるのだろう。

　その時、札沼のポケットの中で携けい帯たい電話が振しん動どうする。

「もしもし」

『札沼さんですか？』

　大木という慶介の同級生からだった。

『薬らしきもの、見つかりました』

「本当か？」

『はい。間違いないと思います。俺、これから病院に届けに戻りますんで、他のやつらに合流してください。ガード下にいるはずなんで』

「わかった」

　電話を切るとすぐに歩き出す。段ボールを持った禅定が小走りについてきた。

「見つかったんですね」

「ああ」

「じゃあ、これで慶介君は……」

　希望に眼めを輝かがやかせる禅定に札沼はくぎを刺さす。

「おまえのその人を疑わないところは人間としての美点だが、警察官としては欠点だ」

「……そんなぁ」

「犯人の目的も何もわからねえんだ。なんでもいい方に取ってたら足元すくわれるぞ。最悪の事態まで想定して動け」

「なんですか？　最悪の事態って」

「ボーズが死んだ場合だ」

　その言葉に禅定はごくりと息をのんだ。

　彼らとかかわっていれば容易にわかること。

　佐蛹慶介という一人の少年が繋つなぎとめてきた新宿という街。

　彼が殺されたとなった時この街はどう動くのか？

　彼によって助けられた者たちは犯人探しに血ち眼まなこになるだろう。それは同時にこの街にある佐蛹慶介を中心とした連れん携けいが切られたことを意味する。そうなれば佐蛹慶介の繋がりによって動きを封ふうじられていた狡猾な人間たちが動き出す。

　昔と比べて安全な街へと変わってきた歌舞伎町。そこでかつてあったような勢力争いが勃ぼつ発ぱつすることは容易に想像できる。

　おそらく、今の新宿の姿からは変わってしまうだろう。

　少年一人の掌てのひらで絶ぜつ妙みようなバランスを形成していたこの街は。

「札沼さん、もし……もしそんなことになったら……」

「考えたくねえが考えるべきだろう。俺たち秩ちつ序じよ側にいる人間はな」

「……はい」

　同じ「はい」ではあったが、先ほどのような気楽さはもうどこにもなかった。




　　　　※※蔵祭平三郎※※




　解毒薬であろう透とう明めいな液体が入った小こ瓶びんの表面にはシールが貼はってある。

『正解。よくわかったね』

　と丸文字で書かれていた。大木主水に小瓶を渡すと、彼は自前のバイクにまたがり、後ろに畠瀬清子を乗せて病院へと向かった。

　それを見送りながら、平三郎は周りに目を移す。

　次の電話がかかって来るだろうか？

　頭の中がチリチリと痛んだ。身体が妙に重い。立っているのが面めん倒どうな気持ちになる。

　――こんな時に……。

　小さく舌打ちをした。

　そこへ『西新宿23』と印字されたパトカーが停車する。

　中から出てきた人間は見なくてもわかる。札沼と禅定だ。

「おい、蔵祭。次の指示は来たか？」

「まだだ」

「間に合ったようだな……おい、禅定」

「はい」

　パトカーから機材を持ち出した禅定が平三郎のスマホに逆探知機を接続する。

　その間も平三郎は周りの風景から目を離はなさない。

　その姿をいぶかしく思ったのか札沼が声を掛けてきた。

「おい、何を探してるんだ？」

「――２１２２人」

「は？」

「このあたりを通った人間の数だ」

　平三郎の言葉に、札沼は絶句した。

「おい、数えていたのか？」

「数えなくても見ればわかる。俺たちがここに到着してから小瓶を見つけるまで、このあたりを歩いていた人間だ。もしこれで電話がかかってくれば、敵が俺たちを監かん視ししていたことになる。次の指示の場所でも同じ人間がいれば、そいつが犯人だ。後は拷ごう問もんでも何でもして吐はかせる」

「まったく……おまえのそういうわけのわからん能力は普段からもっと活用できないのか？」

「いま役にたっている」

「その通りだ」

　そんな話しをしていると、電話が着信を知らせた。平三郎が札沼と禅定に目をやると、二人は準備はできているとでも言うようにうなずき返した。

「もしもし」

『早カッタネ。簡単スギタカナ？』

「ああ、瞬時に分かった」

『ジャア、次ハチョット難シクスルネ』

　禅定が手信号を送って来る。会話を引き延ばせ、と言っている。

「おい、貴様」

『ナニ？』

「別に難しくする必要はない。俺は手っ取り早く解決して、さっさと寝たいのだ！　貴様の茶番に付き合ってるほどこっちはヒマじゃない！」

『ソレハ困ッタナ。モウスデニ解毒薬ハ仕込ンジャッタンダ。今カラ変へん更こうスルノナラ余計ナ時間ガ、カカッチャウヨ。ソレデモイイノナラ、変更シテアゲル』

　平三郎は軽く舌打ちをした。

「ならばそれで結構。さっさと問題を言え！」

『ジャア言ウヨ――今日ハ５９７。右７。上９――以上ダヨ。逆探知ノ時間モ十分ダッタデショ。ジャアガンバッテネ』

　そのまま電話は切られた。

　札沼の方に目を向けると、

「問題ない。発信基地の特定はできてる。場所もわかった。新大久保の住宅街だ」

　すると禅定さんは眉まゆをひねりながら言った。

「でも、こっちが逆探してること、バレてましたね」

「それでも行ってみる。犯人特定の手がかりが少しでも残っているかもしれない」

「そうですね」

「そういうわけだ。俺と禅定は新大久保の発信元に向かう。おまえは、次のヒントの場所を探せ」

「そんなことはわかっている」

「それからこれを貸してやる」

　そう言うと札沼は腰こしから手て錠じようを取り、平三郎に渡した。

「もしもの時のためだ。だが、他に漏もらしたり落としたりすんじゃねえぞ。バレたら懲ちよう戒かい免めん職しよくもんだ。いいな」

　すべて言い切るころには二人はパトカーに乗り込んでいた。

　平三郎の応答を待たずに車が小お滝たき橋ばし通りに向かって走り出す。

　それを見送ると同時に頭の中がチリチリした。

　またか、という思いと同時に眩暈めまいにも似た感覚が身体を襲おそう。こういう時に限って持病が首を擡もたげる。腹立たしさと同等の無気力が身体の中を支配していく。

　だがここで頭を抱えるわけにはいかない。

　約束したのだ――あの人と。慶介が成人するまでは自分が面倒を見ると。

　元来誠実な人間などではなかった。新宿の街の奥おくには狡猾で底意地の悪い奴やつらもたくさんいる。そういう人間と渡り合うのに誠実さだけではすぐに食い物にされてしまう。幼いころから、それを肌はだで感じ学んできた。だから口約束などはいくらでも踏ふみ倒たおしてきた。だが慶介を育てるというあの人との約束だけは反ほ故ごにしてはならない。

　ポケットの中をまさぐる。

　中からは、ラムネと称しようする錠じよう剤ざいが出てきた。

　平三郎は一つ舌打ちをすると、それを口の中に放ほうり込んだ。




　　　　※※　　　　　　※※




　新宿が静かに熱を帯び始めていた。

　夜明けを前にして、重くひそやかなざわめきが動き出す。

　佐蛹慶介が何者かに襲われたという情報がまことしやかにささやかれ始めたからだ。

　区役所通りの裏手に事務所を構える串くし矢や安やす二じは、事実確認を含ふくめて組の者を全員動員させた。

　西口の商店街の薄暗い閉店後のゲームセンターの一角に腰を下ろした天てん童どう亘わたるは、スマホを手た繰ぐりながら得られる情報の真しん偽ぎを一つ一つ確かめ続けていた。
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　二丁目の歓かん楽らく街がいに居を構える店のバーカウンターに座すわった客たちからは、いつもの騒さわがしい話し声が聞こえない。店主である花はな巻まき吉よし信のぶも化け粧しようを落とし、その姿は凛り々りしくも戦せん闘とう的てきな色を灯ともす。

　思い出横町は深夜０時ですべての店が閉店するが、この日だけはどの店も明かりを絶やすことはなかった。

　東口にある大手書店の店員渡会わたらい要かなめ、そしてその向かいにあるアニメショップ店長児こ玉だま聡あきらも、今日ばかりはケンカをするどころか、店を休業にすべきか議論をしていた。

　また昼の間は方々へ散っているホームレスたちも新宿中央公園に集まりだしている。

　朝まで営業する店の多いゴールデン街もまた、今日ばかりは店のシャッターが次々に降おり始めていた。

　歌舞伎町一番街、ゴジラロード、さくら通り、区役所通りに大挙する客引きたちは全員、その姿を消した。

　そして佐蛹慶介が意識不明であるという噂うわさの域を出ない情報が出回ると同時に、それまで息を潜ひそめていた者たちが動き出す。

　力を削そがれたヤクザ、自由に動くことができなかった海外マフィア、身を隠かくすことに徹てつしていた過激派政治集団、隠おん密みつ裏りにことを進めていた宗教団体、麻ま薬やく密売業者、銃じゆう密売業者、クラッカー、窃せつ盗とう団だん、詐さ欺ぎ師し――押し込まれ、身を縮ちぢめていた者たちが静かに動き出す。

　眠ねむらない街が、本当の意味で眠りにつく。だがそれは新宿の別の顔の目覚めでもあった。

　たった一人の少年を軸じくに繋がりを得てきたこの街が楔くさびから放たれた瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな濁だく流りゆうへとその姿を変える。

　だがまだその時ではない。今は誰だれもが正しい情報を求めていた。佐蛹慶介の安否を。そして今起こっていることが何であるのかを。




　　　　※※シャーリィマーヤ※※




　真っ暗な地下でシャーリィは深く息を吐つく。

　ここならば誰も来ることはない。

　あとはジャッカルからの命令を待てばそれでいい。

　地下鉄のアジトを引ひき払はらい、新宿五丁目の雑居ビルに移ったのは最近のことだ。

　作りが古く防犯設備が整っていない。しかもテナントは一階にしか入っておらず、上の階はいつまで経たっても借り手がつく様子はない。

　シャーリィが今いるこの場所は、そんなビルの地下。かつてはバーであったのか、それとも別の目的で使われていたのか、フロアの中には背もたれの高いソファが所ところ狭せましと並べられている。

　この地下へ下りる階段は普段は柵さくが閉まっており誰も気にも留とめない。

　新宿にはそういうテナントが多く存在した。

　今いま頃ごろ、あいつらはどうなっているだろうか？

　関知するつもりはない。自分にとっては関係のないこと。この仕事が終わればまた次の仕事へと移行する。その道どう程ていに過ぎない。

　だから佐蛹慶介がどうなろうと自分は知る由よしもないのだ。

　その時、シャーリィの持つ携帯が着信し振動した。

　ほぼノータイムでボタン操作をすると、ジャッカルの声が聞こえる。

『やつらは封じ込めた。後はおまえが殺すだけだ』

　答える必要はない。これは命令であり、質問は許されない。イエスの返答を前提としたジャッカルからの言葉。

『待機場所への移動は定刻通りに進行するよう。彼を殺すことは、君にとって最後の関門だ。これに成功すれば君は自らをジャッカルと名乗る最終段階へと移行することができる。武運を祈いのる』

　電話が切られた。

　発光する通信機器の画面を見つめる。シャーリィの幼い顔がその淡あわい光に映し出された。

　その顔はすでに静かな暗殺者の顔に変へん貌ぼうしていた。

「……………ケイ」

　ふと口を衝ついて出た彼の名前がシャーリィには不思議だった。

　通り過ぎていくだけの人間のひとり。そんな者に後うしろ髪がみを引かれる謂いわれはない。

　もし何かが引っかかっているのだとすれば――彼は自分に似ている――ということ。

　彼の何を見てそう思ったのかシャーリィには見当もつかない。

　胸の奥がうずいた。

　これ以上、考えてはいけない。彼かの女じよの中の暗殺者である自分がそう語りかけた。

　疑問を振り払う。疑問など挟はさみ込む余地はない。

　自分はただの人殺しでしかないのだから。




　　　　※※畠瀬清子※※




　解毒薬と称された物の安全確認が終わると、すぐに投与が行われた。

　ベッドの上の佐蛹慶介に変化が見られたようには思えない。

　そんな彼の横顔を見つめながら清子は泣き出しそうな気持ちをグッと抑えた。

　今は涙なみだに暮れるときじゃない。やるべきことを果たさねばならない。

　その思いが感情的になりそうな自分を、どうにかつなぎ留めていた。

　病室の外からは大木主水とルドルフが話す声が聞こえてくる。

「なあ、ルドさん。どうなんだ、あの薬は？　効いてんのか？」

「問題ないよ。表には出づらいが血液検査の結果には数字で出ている。症状は改善されているよ」

「でもまだこれだけじゃ足りないんだろ？」

「そうだね。まだ他にも別の薬物が投与されている。おそらくだが、僕ぼくの見立てでは後二種類の薬物が血中内にあると考えられる」

「二種類……それって……!?」

「わからない。合がつ併ぺい症しよう状じようが出ているから、どの薬物か特定することは非常に難しい状況なんだ」

「……くそ！　何もできねえじゃねぇか！」

「主水、君は努力している。自分にできることをちゃんとやっている」

「だけど、あいつが助からねえんじゃ意味がねえだろう！」

「あせってはいけない。こういう時ほど、あせってはならないんだ。むかし中東の野戦病院にいた時に、そういう人間をたくさん見てきた。そこでは必ず気持ちを乱した人間から死んでいく。いつもだったら当たり前に気付くことにすら、気付けなくなってしまう。だから心を落ち着かせなさい、主水」

　ルドルフに諭さとされ大木主水は口をつぐんだ。彼はルドルフの言葉を理解したのだろう。

　そんな彼の言葉は清子にも言えることだった。

　平静を保っているが、それは表面だけに過ぎない。

　いつものような思考ができているとは到とう底てい思えないからだ。

　――いつもの……。

　その時、ハタと清子の中にあることが思おもい浮うかんだ。

　普段の自分だったらすぐさまそうしている。

　――いや違ちがう。

　いつもだったら慶介が求めてくる。それに従したがって自分はただ動いていただけなのだ。自分ができることを、慶介に引き出されていたのだから。
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　もし今ここに慶介がいたら、自分に何をしてほしいと言ってくれるだろう？

　その問いは、すぐに答えへとたどり着いた。

　清子はすぐさま病室を飛び出だす。

「おい、畠瀬。どこへ行くんだよ」

　大木主水の問いを無視するつもりはなかったが、答えているヒマもなかった。

　駐ちゆう車しや場じようまでやって来るとハイエースの後部ドアを開ける。

　ついてきた主水がその中を見て絶句した。

「……畠瀬……おまえ……」

　ハイエースの後部は座席が取とり払われ、幾いく台ものモニターが壁かべを埋うめ尽つくしている。方々にはプリントアウトされた佐蛹慶介の写真が貼られてあり、それ以外のスペースには所狭しと音声レコーダーや録画機器やプリンター。さらに受信用の機材などが積まれていた。

　それを見た主水は何も言えずに口を開けている。

「あら、大木くん？　これくらいで引いていたら、わたくしの部屋を見たら卒そつ倒とうしますわよ」

「死んでも見たくねぇな……ってか、やっぱおまえを慶介の近くに置いとくのが一番あぶねーよ」

「安全の間ま違ちがいではなくて？」

「どう考えても逆だろ……それより、これで何するつもりだよ」

「録画されているはずなんです」

「なにが？」

「慶介くんが襲われた現場が」

　主水が息をのんだ。新宿中の監視カメラの映像を集める清子のデータの中に、その瞬間が映っている可能性は高い。

　慶介が倒れていた武蔵野通りの商店街の片かた隅すみ。

　時間は深夜０時から一時までの前後。

　いくつもの監視カメラからの映像を同時に再生して慶介の姿を捜さがす。

「いましたわっ！」

　深夜の監視カメラに映った慶介は、一人の中年男性と会うと歩きながら会話を始めた。

「こいつなのか？」

「わかりませんわ……でも、凶きよう行こうに及およぼうという雰ふん囲い気きには見えませんね」

　不ふ鮮せん明めいな画像ではあったが、二人はただ真しん剣けんに話しをしながら歩いているように見える。何より、慶介と落ち合った中年らしき男は、凶行に及ぶどころか、おびえているようにすら見えた。

「おい、男と別れたぞ」

　足早に来た道を戻りだす慶介。ところが彼はローソンの前に来たところでふと足を止めた。

　そのまま暗がりの方向を見る。そして手を振りながらその路地へと入って行った。

「おい、今の明らかに誰か知ってる人間を見つけた反応だよな？　誰がいたんだ？」

「ああ！　ここの路地には監視カメラがありませんの！」

「おい、そんな大事なところに……」

「仕方ないでしょ！　広い新宿を網もう羅らするなんて無理です！　そもそも、犯人がわざとカメラのない位置を選んでいる可能性もあります」

「そりゃそうだけど……でも、誰に会ったんだ……」

　そう言いながらカメラを凝ぎよう視ししていると、その路地から小さな影が現れた。

　それは二人にとって、以前出会った存在に他ほかならなかった。

「シャーリィ!?」

　路地から出てきた小さな影は、地下鉄の幽ゆう霊れいを追っていた時に出会った少女シャーリィマーヤだったのである。小学生ほどの年ねん齢れいの少女がこんな深夜に街を歩いているだけでも補導の対象だ。しかし彼女は用事深く周りを確かく認にんしながら、路地の影から影へと素す早ばやく消えていったのである。

「おい、畠瀬……シャーリィが慶介をやったのか？」

「そうとしか考えられませんね……」

「なんのために？」

「それはみんなが知りたいことです。あんの小こ娘むすめ！　最初から慶介くんにベタベタして気に入らなかったけど、まさかこんなことまでしているとは！」

「落ち着け、畠瀬！」

「どうしてくれますの!?　この憤いきどおり！　この忿ふん恚い！　神をも撲ぼく殺さつしかねない激げき憤ふん！」

　冷静さを失いながらも、清子は思考する。

　これからどうするべきか。慶介のために何ができるのかを。

　図はからずも凶行に及んだ相手の正体を突き止とめることはできた。しかし当のシャーリィは今どこにいる？　彼女の目的は？　これからどうすればいい？

　どの疑問にも答えは出ず、清子は悔くやしそうに爪つめを噛かんだ。




　　　　※※桜おう花か院いん初はつ瀬せ※※




　ルドルフからの情報を精査する作業に没ぼつ頭とうしていた胤正が顔を上げると目め頭がしらを拭ぬぐった。

　あれから六時間は経過している。

　その間片時も休むことなく、佐蛹慶介の症しよう状じように合がつ致ちする複数の毒物の合併症状の資料に目を通していた。

　初瀬の目に映る彼は限界をこえて疲ひ弊へいしていた。

　もともと身体が強いわけではない。にもかかわらず、胤正は命を削けずるように佐蛹慶介救出のための糸口を探そうとしている。

　過去に胤正が世話になった各国の医学博士たちに協力を仰あおぎ、類るい似じする合併症状はないか問い合わせた。日本国内やアジア圏けんの大学教きよう授じゆ陣じんは深夜だったためか、あまり返答は来ていないらしい。まだ昼であった西せい欧おうや南北アメリカなどからは症しよう例れいの参考意見や過去の論文などが送られてきているという。書しよ籍せきに換かん算さんすれば百科事典のような分量を次々に読み下し、その中から慶介の体内にある毒の成分の特定に精力を傾けた。

　それはもはや広大な砂さ漠ばくで指輪を探すような作業ともいえる。

　だがそれを胤正は驚きよう異い的てきな速読でこなし続けていた。

　初瀬も彼の助けになればと夜を徹して補ほ佐さすることに努めた。

「胤正様。お茶をお持ちしました」

「ああ、すまない」

　振り向むく間すら惜おしむように、胤正はパソコンの画面から目を離さない。

　そんな胤正の姿に初瀬は心を痛めた。何もできない自分を悔くいた。

　いま胤正が佐蛹慶介を失ったらどうなってしまうだろう？　この街で唯ゆい一いつ彼の孤こ独どくを埋うめることができる人間を失ったら。

　初瀬は知っている。

　零栓院胤正の十四年間はずっと孤独との闘たたかいだった。二歳で零栓院家に引き取られ、ひたすら英才教育を施ほどこされる日々。そして海外の大学で年の離れた者たちとの戦いのような研けん鑽さんの日々。それが終わるころに発症した不治の病。

　あの頃ころの胤正は決して笑わなかった。

　許嫁いいなずけとしてこの家を訪おとずれた自分を彼は一いち瞥べつしただけであった。

　彼の孤独に共鳴し、その心をとかすことができたのは佐蛹慶介ただひとりだけ。

　誰にも心を開こうとしなかった少年は、彼と出会い、多くの人間と心を通わせることを知った。そして自分にも笑え顔がおを向けてくれるようになった。

　だから初瀬は慶介に感謝の念でいっぱいだった。彼を救うために自分も力になりたい。それなのに初瀬にできることはあまりに少なかった。

　そのことがただただ悲しかった。

「ありがとう、初瀬」

　彼はそう言ってお茶を一口すすり、初瀬に笑顔を向ける。

　まるで初瀬の感じる焦しよう燥そうを察したかのように。

「胤正様？」

「君が寝ねる間を惜しんで近くにいてくれるから、僕はこうして頑がん張ばれるんだ」

　涙が出そうになってしまう。

　彼の気き遣づかいが心に沁しみこむ。

「ねえ初瀬」

「はい、なんでしょう？」

「僕は今、とても無力だ。いつも佐蛹君がいてくれて、そして彼が僕という人間を十全に使ってくれる。家から出ることもかなわないこの僕をだ。その彼がいない今、僕はもしかしたら間違った方向に行っているのではないのか、と不安にもなるんだ」

　ああ、この人もまた同じ焦燥を抱えていたんだ。

　初瀬は言葉にできず、ただうなずき返すことしかできなかった。

「今は情報が少しでもほしい。きっとこの小さな新宿という街の中には、僕が欲ほつする情報を持っている人間が幾いく人にんもいる筈はずなんだ。そして僕が発信できる情報を欲している人間もいる。でも今はなにもかもが錯さく綜そうしていて、すべてが手て渡わたされるべき人間にわたっていない」

　彼はそう言って困ったように笑う。

「こうなってみて初めて気が付いたよ。佐蛹君は、いつもそんな重要な橋はし渡わたしを、たった一人でしていたんだね」

　ダメだ、泣いてはいけない。

　その少年は今、無二の親友の命を救うという強大な壁と戦っている。

　それをほんの少しでも支える一助になれるのなら。

　初瀬は心の底からそう思った。




　　　　※※札沼次郎※※




　新大久保の廃はいビルの四階。
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　それが蔵祭平三郎にかかってきた電話の発信元だった。応おう援えんを待っている余よ裕ゆうはない。突とつ入にゆうは札沼と禅定の二人で強行することとなった。

　憂ゆう慮りよがあるとすれば二人とも拳けん銃じゆうを携帯していないことだ。本来的には西新宿署という所しよ轄かつ内の膨ぼう大だいな事件の情報をまとめ、共有させるための部署が警視庁総務課・預あずかり・補助捜そう査さ係である。どちらかと言えば現場捜査よりもデスクワークの方が多い二人だ。なので他の部署と同じで拳銃の携帯には許可を貰もらわねばならない。

　当然ながらそんな許可を得ているような時間的余裕はなかった。

　なのでパトカーの中に常備されている警棒を装備して中へと踏み込む。

「いますかね？」

　おっかなびっくりという様子で禅定が札沼の後についてくる。

　いる可能性は少ない――それが札沼の見立てだった。

　あちらは逆探知をされていることを知っている。それほど迂う闊かつな手合いとは思えない。おそらくここにいたとしても、とっくに引き上げているだろう。

　少しでも犯人特定のヒントがあればそれでいい。

　そう思いながらも、慎しん重ちようにビル内に侵しん入にゆうし階段を上っていく。

　目的の部屋がある前まで来ると禅定に目くばせをした。

　禅定もうなずき返し突入の準備が整う。

　二人は扉とびらを蹴け破やぶり、中へと飛び込んだ。

「――……札沼さん」

　そこにあったのは、小さなテーブル。その上には二台の携帯電話が置いてあるだけだった。

　交こう換かん器きで接続して、片方の会話をもう片方に伝える仕し掛かけがなされている。

　おそらく遠えん隔かくで操作をして蔵祭のスマホに電話をしていたのだ。

　ノイズが混じっていたのは、スマホの音声を別のスマホに拾わせていたからだろう。

「これを鑑かん識しきに持っていくぞ。何かわかるかもしれん」

「はい。了りよう解かいしました」

「即行でやらせろ」

「もちろんです！」

　行うべきことを順序立てて行っている。その自負はある。

　警察官として捜査方針は間違っていない。なのに、札沼の中には拭い去されない違い和わ感かんがあった。

　その正体をすでに札沼は知っている。

　いるべき人間がいないだけで、この街は行くべき方向を見失ってしまう。

　自分もまたその渦か中ちゆうにいるのだと、自らに言い聞かせた。




　　　　※※蔵祭平三郎※※




　まったくもって腹立たしい。電話相手の暗号の意味が不明すぎるからに他ならない。




　今日ハ５９７。右７。上９。




　おそらく、『今日ハ５９７』を見つけねばならないのは間違いない。その中に『右７。上９』があるはずなのだ。

　では『今日ハ５９７』とは何か？

　明日は変わっているのか？

　毎日変動するものなのか？

　当あて所どもなく新宿の街を歩き回り、過去の記き憶おくが平三郎の脳のう裏りを幾いく度ども掠かすめる。

　薬のせいか頭の中はぼーっとしている。

　だからこのラムネは嫌きらいなのだ！

　――いつもなら、そう口にしていただろうに、今はそれを受け止める相手もいない。

　頭はまた思考の海に戻もどる。

　５９７という数字に類推されるものを、すべてひっくり返してみたが、これと言えるものがない。

　西せい暦れき５９７年、皇歴５９７年、ペルシャ歴５９７年、郵便番号５９７、民法５９７条、パイロダクト５９７‐Ａ、銀行支店番号５９７、会社法人登録番号５９７、新宿区５丁目９番地７号――頭の中を駆かけ巡めぐるいくつもの５９７に関かかわる事象。そのどれもが、関係あるとは思えない。

　何よりそれがヒントだとして、どこを探せというのか。

　とてもじゃないが探せそうにない。

　おそらく根本的な考え方が違う。そう感じた。

　だとしたら次はなんだ？

　その時、四気き筒とうエンジンのバイク音が平三郎の真後ろで停とまった。

　大木主水のＧＢ２５０クラブマンだ。

「おい、あんた。犯人がわかったぞ」

「なに？」

「シャーリィだ。シャーリィマーヤ」

「誰だそれは？」

「このまえ、地下鉄で一いつ緒しよに子供がいただろう？」

「……ああ」

　あのランドセルを背負しよったガキか、と思いながら彼女のことを思い浮かべる。

　カメラのレンズの反射に敏びん感かんに反応した彼女の職業は大まかに絞しぼれる。

　おそらくはあの屋や敷しきのクソガキもわかっているだろう。

「それが犯人なのか？　どこにいる？」

「どこにいるかまではわからねぇ。だけど、あいつが慶介にあの毒を仕込んだのはおそらく間違いない」

「それで？」

「それでって……」

「仕込んだ相手がわかったからどうしたというのだ？　その相手を捕つかまえて拷問中だというのなら話は別だが、どうせ居場所すらわからないのだろう？」

　主水は舌打ちをしながら悔しそうに眼めをそらす。

「畠瀬もおんなじこと言ってたよ」

「ふん、だろうな。それよりこっちを解いた方が早い」

「なんだよ、こっち、って？」

「あの電話野や郎ろうの謎なぞかけだ」

「次のはなんて？」

　手短に説明してやったものの、やはり大木主水も頭を抱かかえてしまった。

「毎日かわるような５９７の物ってなんだよ……」

「おまえに頼たよった俺おれがバカだったようだな」

　気が付くと新宿駅を一周して、歌か舞ぶ伎き町ちよう周辺にまで戻ってきていた。

　雑ざつ踏とうを歩く人々の中に平三郎は目を凝こらす。

　一つ目の解げ毒どく剤ざいの現場で見かけたのと同じ人間がいれば、その人物こそがこちらを監視している者である可能性が高い。

　全員の顔を記憶していたが残念ながら該がい当とうする人物は見当たらなかった。

　平三郎と主水はそのまま歌舞伎町一番街のネオンを潜くぐり抜ぬける。

　歌舞伎町で最も人通りのある一番街。

　だが日の出を前にしたこの時間ばかりは閑かん散さんとしている。眠らない街といえど、早朝から店てん舗ぽ開店時間の重なる午前十時までは、ほとんどの店が息をひそめている。

　ゴミの回収業者が、カラスのたむろするポリ袋ぶくろを回収車の中へ投げ込んでいる姿と、朝帰りの人々の姿が散見される。

　だがそんな歌舞伎町のいつもの朝の風景の中にもすでに違和感はあった。

　街のあちこちに普ふ段だんは見かけない人間たちが、あたりを憚はばかるようにうろついている。

　そして道行く者に警けい戒かいするような視線を這はわせていた。

　彼かれらが何者なのか平三郎はよく知っている。今まで押さえつけられてきた者たちだ。彼らは自分たちが返かえり咲ざいたことを新宿中に知らしめるチャンスを狙ねらっている。

　この街の繋つながりが断たたれたこのタイミングを狙って。

　その不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか大木主水は息をのみながら視線だけ動かした。

「おい、なんだよこれ……歌か舞ぶ伎きって最近もっとクリーンなイメージじゃなかったか？」

「ふん……つまらんやつらが虚きよ栄えい心しんで先走っているだけだ。放っておけ」

　その時、平三郎の前に数人の男たちが立ちはだかった。

「あんた掃そう除じ屋のヤツだよなぁ。知ってるぜ」

「だからどうした？　俺は今眠くて機き嫌げんが悪いのだ。死にたくないのならとっとと失うせろ」

「死にてぇのはあんたの方みたいだな？　てめぇもいなくなれば、この街はもっと住みやすくなるぜ」

　そう言った瞬間、男の一人が腰の後ろに隠し持もっていたバールを引き抜き振ふりかぶる。

　それを合図に他の者たちもナイフや鉄パイプを取り出すと同時に平三郎と主水に襲おそいかかった。

　咄とつ嗟さの攻こう撃げきにもケンカ慣れをした主水は即そく座ざに反応し攻撃を避よける。同時に相手の顔面に一いち撃げき食くらわせた。

　平三郎はその場を一歩も動かずに、バールの男の腕うでを取る。そのまま引き寄せもう片方の腕で顔面を鷲わし掴づかみにして腕の力だけで宙に浮かせてしまった。

「あいでぇえぇ！」

「結局つまらんやつで間違ってはいなかったではないか？」

　そのままバールの男をアスファルトに叩たたきつける。そして、バールの男の仲間たちに向き直ると不機嫌な声で言い放つ。

「さっさとしろ。おまえらほど暇ひまではないのだ」

　言った瞬間、全員が一いつ斉せいに平三郎に飛とび掛かかる。

　が、平三郎にとっては蚊かの止まるような彼らの速度に、あくびでもしたい気持ちになりながら、肘ひじで鼻を折り、拳こぶしをみぞおちに入れ、踵かかとを頭頂にめり込ませた。

　ケンカを得意とする主水も、この見事な圧あつ倒とうぶりに目を丸くする。

　そんな主水に、

「なにをボーッとしているのだ。さっさと行く……」

　振り向いた平三郎の動きが凍こおり付ついたかのように止まった。

　そしてある一点を凝視する。何事かと主水はいぶかしげに平三郎の見る先に目をやった。

　そこには歌舞伎町一番街のネオンのゲートがあった。

「あれだ」

「あれって……なんのことだよ？」

「見ろ。５９７個だ」

　主水はしばし一番街のゲートを凝視して答えた。

「それって電球の数ってことか？」

「電球の数は裏表合わせて６００だ。しかし今日は表の方は一つ電球が切れていた。そしてこちらの裏側の方は電球が二つ切れている」

「それって………あ！」

　６００個の電球のうち三つが切れている。となると今日点ついている電球の数は５９７個。

「今日は５９７だ！」

「あれだったのか！　くっそ！　しかしよくあんた一目で電球の数がわかったな」

「なぜおまえはわからないのだ？　見ればすぐわかるだろう。今だって目の前に伸のびているこいつらを見て、何人いるかわからんとお前は言うのか？」

「五人なら一目でわかるけどよ、６００個は一いつ瞬しゆんじゃわからねえよ！」

「とにかく、あの門の右７、上９の電球だ。事実、それが点灯していない」

「目いいな、あんた」

「貴様は不良のくせに目も悪いのか？　なにもいいところがないな」

「不良じゃねぇ！」

　門の下までやって来ると、二人は上を見上げる。ちょうど、右７上９番目の電球は切れていた。よくよく見れば、そこには電球に見えなくはない小こ瓶びんがはめ込まれていたのである。

「高いな。どっかで脚きや立たつ借りてくる。ドンキとかなら貸してくれるかもしれないし……」

　そう言って主水が駆けだそうとするの無視して平三郎が看板に飛びついた。

「そんなことをしている暇はないっ！」

　まるで野生動物が木に登るかのように平三郎は、看板を登っていく。

「あったぞ！　これだ！」

　小瓶を手にするすると降りてくる平三郎。唖あ然ぜんとしながらそれを見ていた主水は、ただ一言、

「あんたサルかよ」

　とつぶやくことしかできなかった。




　平三郎の持ってきた解げ毒どく薬やくは安全性を確認すると同時に、慶介への投とう与よが行われた。ほどなく、彼の顔色が見る見るうちによくなっていった。

　その場にいた誰もが、安あん堵どの息を漏もらした。

　しかしまだこれで安心ではない。

　ルドルフの言うとおりであるのなら、あともう一種類の毒物が身体の中にある可能性が高いからだ。

　ルドルフは血液検査の結果を見ながら首をかしげる。

　彼は工藤東吾とともに零栓院胤正とスカイプを通じて、最後の薬品が何であるのかを議論していた。

　だが、この分野においては三人の中で最も経験を積んでいる工藤が苦り切った顔でこう口にする。

「この血中の数値と現在残っている症状からだと、毒物の特定はできないと思うのだが」

　画面の向こう側で胤正もまた顎あごをさすり考え込むように言う。

『そのようですね……残念ながら僕の知る限りでも、これという目星が付いていません』

「現在日本で手に入れることができる、毒物のサンプルからこの数値はありえない」

『生存させながら昏こん睡すいを誘さそう……それだけであるなら、いくつかの薬品の可能性はあるのですがね。今、他の国の大学とも連れん絡らくを取り合っておりますが、どこからもこれだという回答を得られておりません』

　するとルドルフが肩かたをすくめた。

「お手上げだね……次の犯人の指示を待つしかないようだ……」

『まだ犯人からの連絡は？』

「来ていないらしい」

『それは不可解ですね……』

「いや、無理もないんだ。みんな慶介のことを心配して、安否を確認するメールと電話の応おう酬しゆうになっている。だから犯人が電話をかけてきても留守電に行ってしまう可能性がある」

『なるほど、そういうことでしたか。でも、やはりおかしいと思いますよ。相手はかなり計画性をもって今回の事件を起こしています。にもかかわらず、この事態が予想できなかったとは思えません。きっと佐蛹君の周辺人物の電話番号だって控ひかえているはずです。なのにそこに電話をしてこない。それはつまり、そもそも連絡をする気がないのでは、と考えられます』

「どうして？　まさか今さら怖おじ気けづいたとでもいうのかい？」

『そればかりは僕にもわかりません。ですがそこにはなにがしかの理由があるはずです。今の段階では想像の域を出ないことなので、議論をするだけ時間を無む駄だにすることになるでしょう。今は佐蛹君の身体の中に残留する薬物の成分の特定を急ぎましょう』

　胤正の言葉にルドルフと工藤は納なつ得とくしたようにうなずいた。

　だがこの最後の毒物に関しては現在わかっている情報ではたどり着けそうにない。

　実際に合致するものがデータ上存在していないのだから。

　全員が沈ちん黙もくした。もはや打つ手はなく、他所よそから寄せられる情報を待つしかないのかと思ったその時、ルドルフがふと顔を上げた。

「まさか………いや」

　彼は深刻な面おも持もちで、まだそれを口にするのをためらうようなそぶりを見せる。

「――以前、僕がドイツの医学界を追われた後、しばし中東の野戦病院に勤務していた時期があるんだが……」

　その場にいる誰だれもが初めて聞く内容であった。世界屈くつ指しの手術の腕を持つルドルフの過去。

「想像がつくとは思うけど、いわゆる紛ふん争そう地帯だね。激化する内戦の中くらいしか僕が医者を続けられるような場所はなかったものだから。その時に一度、ケイスケと同じ症状の兵隊が運ばれてきたことがあってね」

『それは今のような昏睡状態、ということですか？』

「そうだね。紛争地帯の兵士たちの間では新型の兵器ではないのかと噂うわさされていた」

『それは何だったんですか？』

　胤正の問いにルドルフは首を横に振る。

「その噂をどこで聞きつけたのか、当時静観の姿勢を見せていたアメリカとロシアがその地域に入ってきてね。結果として我々は両国の先せん端たん機器を使って彼らの症状を診しん察さつできた。血液成分やその原因を精密にね」

『その精密検査の結果が、佐蛹君の症状や血中成分の数値と酷こく似じしていると？』

　ルドルフの首が縦に動く。

『その毒物は何だったんですか？』

「……残念ながらわからなかった」

『わからないって？』

「正しくはそれを解明する前に、我々の研究データはロシア軍の専門家たちの手に渡わたり、引き上げられてしまった。おそらくは国家機密に触ふれるような新型の兵器だったのだろう」

　隣となりで聞いていた工藤が小さく舌打ちをした。そんな彼を一いち瞥べつしてルドルフは続ける。

「ただ途と中ちゆう経過からわかっていることもある。あの成分は毒物ではない。いわゆる神経ガスの一種だ」

　神経ガスという単語が出たとたん部屋全体に戦せん慄りつが走り、胤正が言葉を選ぶように問う。

『それはつまり有機リン酸化合物をふくんでいるということですか？』

「いや、そこが難しいところなんだが、よく使用禁止がうたわれているタブン、サリン、ソマン、ＶＸなどとは全く違う。有機リン酸化合物ももちろん含ふくまれているが、他の物質も結合しているため毒性は極きわめて低い。その副作用として深い昏睡状態を引き起こして、毒性がないと錯さつ覚かくしてしまう。ただ不安定な分子構造であるため、時間とともに周りの分子が剥はく離りされ、最終的に有機リン酸化合物が顔を出す。その段階になると、神経ガスとしての殺傷性が一気に高まることになる」

『その殺傷性が出るまでの時間は？』

「当時のものと変わらなければ、吸引から発はつ症しようまでおよそ十三時間といったところだ」

　最後の毒がその神経ガスと仮定して、佐蛹慶介が吸引させられたと思われる時間は、深夜０時以降。

　だとすれば残り時間は、もうほとんどない。

「今取れる唯ゆい一いつの方法を確認しましょう。僕ぼくが当時の患かん者じやに処置した中で最も効き目があった薬やく剤ざいを覚えているから、まずはそれを投薬する。同時に、できる限り輸血による血液の入いれ替かえを行ない、血流中の残存成分を減らし続ける」

　ルドルフの発言に、さすがの工藤医師も頭を抱えた。

「人、一人分の輸血なんてそう簡単に集まらないぞ……」

『いや、それは問題ないかと思います』

　それを否定したのは、スカイプ越ごしの胤正だった。

　ルドルフは彼の言葉の真意をくみ取り言葉を継つぐ。

「なるほど。では工藤さんは今から言う薬剤の手配を。それからケイスケを僕の病院に搬はん送そうしてください」

「なに？　それならここでも構わないだろう？」

「裏ルートで集めた輸血を扱あつかうのなら、闇やみ医者の所の方がいいでしょう？」




　末広通りにある動物病院の前には長ちよう蛇だの列ができていた。この辺りでこれほどの列ができることは末すえ廣ひろ亭ていでの大物興業の時以外ありえない。知らない者は何の列なのか理解ができず、それが動物病院へ続いているとわかると、さらに首をひねった。

　蔵祭平三郎の持つ、慶介のスマホから彼の知る人間たちへ一斉にメールが送られたのだ。

　内容はひどく簡潔であった。




『慶介を救うためにＡ+の血液型のやつは末広動物病院にこい　　　　　蔵祭平三郎』




　だがその言葉に新宿中の血液型Ａ+の人間たちが大たい挙きよしたのである。

　輸血機材は西新宿大学病院から借り受け、人員の確保もなされた。

　一人当たり２００mlの輸血で十分だった。採血された血液はすぐに慶介の身体へと輸血される。感かん染せん症しようの疑いのある人間はもちろんこれを辞退している。本人たちはただ慶介のためだけに集まり、慶介のためにこそ自分の身体が健康であることを確認した。

　輸血が始まって四時間。

　慶介の身体の中の血は確実に入れ替わっていき、解毒剤の効果も明確に現れ始めている。

　顔色は生気があふれ出し、症状は緩かん和わしだし、そして―――







第四話　帰還







　ここはどこだろう？

　うっすらと開いたボクの目にみんなの顔が映った。

　清きよ子こちゃん、主水もんど君、ルドルフさん、札ふだ沼ぬまさん、禅ぜん定じようさん、初はつ瀬せさん、それに新宿にいるたくさんの人たち。

　その一番奥おくで眉み間けんにしわを寄せているのは平へい三ざぶ郎ろうさんだ。

　ボクが目を覚ますと、平三郎さんは高らかに笑い声をあげる。

「はーっはっはっはっ！　貴様というやつは全くふがいないやつだな！　小学生になんぞやられおって！　普段から油断しかしていないからそうなるのだ！　このウスラぼけが！」

「………寝ね起おきにいきなり大声で笑わないでくださいよ……」

　かすれた声でやれやれとボクがそう言うと、清子ちゃんがポロポロと涙なみだをこぼし始めた。

「慶けい介すけくん！　もう！　心配したんですよ！　ホントに！　ホントにホントに！　ホントに心配したんです！　もう、清子を一人にしないでくださいまし！」

「……ごめんね、清子ちゃん。それにみんなも……」

　まだ身体に力は入らないが、気を失う前の記憶はゆっくりよみがえり始めた。

　そう、ボクはある情報を聞いて帰ろうとしていた。

　原因はきっとそれなんだと思う。だとすれば……。

「あの、今日って何日ですか？」

　するとルドルフさんが不思議そうな顔をしながら、カレンダーを見る。

「今日は６月の27日だね。それがどうしたんだい？」

「27日？　え、じゃあ時間は？」

「今、午後の二時を回ったところだね」

　まずい！　まずい、まずい、まずい！

「あの、すみません！　皆みなさん、もう一度ボクに協力してくれませんか？」

　すると全員、やれやれといった笑いを浮うかべながら、首を縦に振ってくれた。

「で、ケイスケ。何に協力しろっていうんだい？」

「えっと、ですね。今日の午後三時。一時間後ですね。新宿区新開発区で大おお河内こうち製薬の新社ビルの落成式典があるはずなんです」

　すると禅定さんが驚おどろいた顔をする。
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「よく知ってるね、佐さ蛹さなぎ君。うちの所しよ轄かつもみんなそっちの警備に人を割さかれてるよ」

　するとそれに札沼さんも続いた。

「まあ大河内製薬は手広くやっている日本企き業ぎようのトップだ。式典には政財界の大おお御ご所しよがずらっと並ぶ。本庁からも応援が来るほどだ」

「その式典で、暗殺の計画が進んでるんです！」

　ボクがそう言った瞬しゆん間かん、あたりが一斉に静まり返った。

　それはそうだよね。今の日本に暮らしていて、暗殺なんてこと映画や物語の中にしかない。

「先日ボクはそれを知ってしまって、その帰りに襲おそわれてしまいました」

　すると札沼さんと禅定さんがなるほどとうなずく。

「ボーズの口を封ふうじて情報の隠いん蔽ぺいか……」

「ではその情報提供者ももしかしたら……」

「調べてみよう」

「ありがとうございます。えっと、こういう人なんですけど」

　ボクは枕元にまとめてある荷物の中から、もらった名めい刺しを出すと札沼さんに渡した。

「―――岩いわ国くに精密機械……聞いたことないな」

　すると部屋の片かた隅すみにいた平三郎さんが火のついていないマルボロを咥くわえながら口を開く。

「その会社は半年前に潰つぶれているぞ」

「なに？」

「なんだ知らんのか？　地方新聞の片隅に五行くらいの記事が載のっていたではないか」

　そんな細かい情報を覚えている人、関係者でもなければいないですよ……。

　すると今度は工藤先生が手を打った。

「ああ……大河内製薬に医い療りよう器材を納品している会社だ。うちの病院でも使ってたよ」

　その言葉を聞いて平三郎さんは悪あく辣らつな笑えみを浮かべる。

「答えは出たな。大河内祥しよう太た郎ろうを殺そうというのだろう。そんなもの、あの製薬会社から被ひ害がいを受けた人間に決まっている」

「どうしてですか？」

「情報なんてものは同類から拡散されるものなのだ。どうせ被害を受けた奴やつらが結けつ託たくして殺そうと考えたのだ！　金を集めるためにライバル企業なんかも巻き込んでいるだろう！　だが臆おく病びよう風かぜに吹ふかれた裏切者が出たのだ！　そんなところだろう」

　短たん絡らく的てき過ぎるくらいの結論を言ってのける平三郎さんのいつもの調子に、ボクは思わず笑ってしまった。




　式典があるのは新宿区の新開発地区。

　古い家屋が取とり壊こわされ、新たな造成が計画されている場所だ。

　大河内製薬ビル以外にもいくつかの高層ビルの建築が始まっている。

　テナントや会社などが入れば、この地域はこれから大きく発展することになるに違ちがいない。

　その前夜祭とでもいうように、大河内製薬ビルの落成式典は大々的に行われていた。

　製薬会社の関係者だけでなく、政治家や財界の著名人、タレントやマスコミまで多くの人間が詰つめかけていた。

　その光景を自社ビルの屋上から睥へい睨げいする影かげがある。

　大河内製薬総そう裁さい、大河内祥太郎である。

「見ろ大たい河が。あれら蠢うごめく塵ちり芥あくたどもは我わが社しやの甘あまい利益に群がる蟻ありだ。それも虫かごの中を世界の全すべてであると思い込んでいる無む邪じや気きな蟻」

　彼の孫である大おお河内こうち大たい河がもまた、一歩引きながら眼下の光景に目を向けた。

「いい気なものだね、じいちゃん」

「そうだ。あいつらは知らない。儂わしがあいつらの生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握にぎっていることを。だがある時に気づく――それがいつかおまえは知っているか？」

「どんな時？」

「考えようともせずに、すぐに答えを聞こうとするな。戯たわけがっ」

　圧あつ倒とう的てきな祖父の力を知っている大河にとって、彼は最大の味方であると同時に最悪の人間でもあった。

「えっと……じいちゃんがその力をふるった時――じゃねぇの？」

　祥太郎が睨にらみつけるような眼光を向ける。

　思わず大河は仰のけ反ぞりそうになった。恐おそろしい――動物的な直観だ。

　しかし祥太郎はその表情をわずかに緩ゆるめる。

「間ま違ちがってはいないが、あと一歩足りない」

「………じゃあ、なんだよ？」

「人の本質とは死を恐れることにあるのだ。死を前にして人はようやく真実に触れることができる」

　そう語り始めた祥太郎の顔が、愉ゆ悦えつに蕩とろける。

「だから命の危機に瀕ひんしてようやく自分がどこに立っていたのかを奴らは認にん識しきする」

「命を奪うばうって……殺しちゃうのかよ？」

「単純に命を奪うだけでは人は足あ掻がこうとせぬ。人の死とは尊厳の死だ。その人間の社会的地位、アイデンティティ、生きる希望、金、財産、家族、それら人間として生きるために必要なものを奪う瞬間、相手は自分が神の掌てのひらの上で生かされていたことを知る。そしてその神が、目の前にいるということもな」

「ははは、神ってじいちゃんのこと？」

「違うと思うのか？」

　その問いに大河は反論できなかった。事実、この男は金と権けん威いの両方を持ち合わせている。そしてその二つは、時に法や国などを凌りよう駕がする瞬間がある。

　以前、大おお木き主水もんどを自分の傘さん下かに入れるために打った芝しば居いが露ろ見けんしそうになった。

　それをもみ消したのは他でもなく祥太郎の金と権威である。

　大河内祥太郎には、今や警察も司法も逆らうことはできない。

　彼の持つ力のもとでどれほどの人間が死んでいったのだろう。

　あらゆる死が彼の一言で決定され実行されてきた。

　その中で懊おう悩のうし、涙を流し、悔くやしさと無力さの中で消えてゆく人々を彼は必ずその目で見ようとしていた。大河もまた祖父とともに幾度もそういう光景を見てきた。

　そのたびに祖父はこう口にした。

「人の尊厳は踏ふんで歩くものだ。冬の霜しも柱ばしらを踏むように丁てい寧ねいにつぶしていく。そして儂わしの足につぶされた者はもはや人ではない」

　楽しそうにそう語る大河内祥太郎。

　だが大河は知っている。この男が真の意味で臆おく病びよう者ものであることを。

　いつも足あし蹴げにした人間の反はん撃げきに怯おびえている。

　彼らは死を前にして背はい水すいの陣じんとばかりに、目の前の神を悪あく魔まと思い込み襲い掛かって来る。だからいついかなる時でも、その反撃を受けぬように相手の攻こう撃げき範はん囲いの外から死にゆく姿を見て笑う。

　その臆病さこそが彼の才能でもある。でなければこれほどの恨うらみを買いながら、生きていられるわけがない。

　今や大河内祥太郎を敵とみなしている者は世界中にいる。そう、この会場の中にすら。

　だが彼はそれでも狡こう猾かつである。警視庁の所しよ轄かつを動員させ万ばん全ぜんの警備を行っている。

　この状じよう況きようで祥太郎に手を出せるのならば、それはもはや神の領域と言えよう。

　神を殺せるのは、やはり神なのだ。




　胤たね正まさ君に電話を掛けながら、ボクは平三郎さんの車に駆け込んでいた。

『意識が戻ったという一報は先ほど伺うかがいました。本当に良かった』

「ありがとう。それで実は大変なことになっちゃって……」

『伺いましょう』

　ボクが知ってしまった情報を胤正君に話していくと彼は静かにそれを聞く。

『なるほど、そういうことでしたか……』

「え、何かわかったの？」

『佐蛹君が襲われた理由まですべてが理解できました』

「それってうちの掃除屋に動かれたら困るって人がいるからじゃ……」

『それもあります。君という存在はこの街においてかなり大きなウェイトを占しめています。新宿で暗殺などという大それたことをやるのなら封じるべきは警察ではない。まず君でしょう』

「そ、そうなのかな……」

『当然です。警察ももちろん有能な機関ではありますが、その情報が正しいのかどうか精査する。そのタイムロスこそが致ち命めい的てきなのです。しかし君は依い頼らい人にんの言葉を信じる。そこから行動が始まる。全く別です。その上で、大きな疑問も発生します』

「大きな疑問って？」

『君がいなければ、新宿の結束はなくなる。だとしたら、君を殺してしまった方が確実性は増します』

　胤正君の冷静な分ぶん析せきに、思わずボクは息をのんだ。

『しかし殺しはしなかった。それには理由があります』

「理由？」

『佐蛹君の死は即すなわちこの街の暴走を意味します。個々それぞれが濁だく流りゆうとなり、その暗殺者を洗い出そうと動きます。それは最も早はや破は壊かい活動と差異のない天災であると言っていいでしょう。そうなってしまうと計画そのものに支障を来きたす可能性がある。だからこそ、あなたの動きを封じるだけにとどまりました。そうすれば、この街はすべてが君を救出することに目が向きますからね。事実僕もそうでした。君を救うことに集中するあまり、全体を見ることができていなかった。まだまだ、ということですね』

「ううん、ありがとう胤正君。でもなんでそんな確信を持っているの？」

『簡単です。時間稼かせぎの筈はずの三問目の電話がかかってこなかったからです』

　話を聞くと、ボクが倒たおれている間、解毒薬を探すためにみんなが奔ほん走そうしてくれていたというのだ。ルドルフさんの見立てで、ボクの身体の中に打たれた毒は三種。

『一問目はあまりに簡単すぎました。これは寧むしろ我々に薬があることを信じさせるためであったと言っていいでしょう。そして二問目。これはかなりの難問でした。変動的なものではありませんが、歌舞伎町一番街のゲートの電球の数を把は握あくしている人間はいても、切れている電球の数まで知っている人間はそうはいません。しかも裏表両方から見なければ気付かない。蔵くら祭まつりさんの観察眼がなければ発見できなかったと言っていい。しかし意地悪問題の筈はずが、それも物の僅わずかで解決してしまった。犯人側は焦あせったのでしょう。事実その後、連絡が途と絶だえています』

「そうだったんだ……」

『しかも最後に君に投与されていたのは毒物どころか神経ガスでした。それもまだ学会で知られていない種類のもの。ルドルフさんが紛争地帯で医師をしてなければ僕にもわからなかったものです』

「そ、そんな……」

『君の繋げた人の絆きずなが、君の命を救ったのです。誇ほこってもいいですよ』

「ありがとう」

『さて、そこで先ほどの話しに戻もどしましょう』

「うん」

『まず僕も見み逃のがしていた、今回の事件の構図を説明します。あなたを動けない状態にして、ある計画を実行に移そうとしていた。それこそが、君が先日聞いたという大河内製薬現総裁、大河内祥太郎の暗殺というのは得てして納得がいきます』

「そんなに偉えらい人なの？　企業の社長みたいなものでしょう？」

『さて、その程度で片付けられるかどうか。彼は現在日本国内の医薬品、医療器具のシェア60％を占めています。さらに世界に対してはアメリカに於おいて25％、ユーロ圏けんに於おいては30％。インドでは20％。中国、東南アジア34％――と膨ぼう大だいなシェアを誇っております。彼が稼ぎ出す利益は国家予算に匹ひつ敵てきすると言われており、政治を裏から操あやつることができる数少ない人間の一人と言っていいでしょう』

「そ、そんな人を暗殺するの？　まずくない？」

『はい大変まずいと言えます。彼が暗殺されればまず大河内製薬の株価が大暴落を起こすでしょう。世界規模で展開する大河内製薬が躓つまずけば、平均株価の下落が起こり末まつ端たんの中小企業などは次々に経営難に陥おちいるでしょう。大手企業も余波を受け、大おお幅はばな人員の削さく減げんを余よ儀ぎなくされ、世界中の経済が冷え込み需じゆ要ようと供給のバランスがちぐはぐになる。発展途と上じよう国こくなどでは餓が死し者しやを出すか、その前に暴動が起こるかもしれません。そういう連れん鎖さの最悪の事態を佐蛹君はご存じですか？』

「えっと……」

『――戦争です』

「そんな!?」

『大げさに聞こえるかもしれませんが、大きなシェアを誇る企業が躓つまずくというのはそういうことなのです。その余波で起こった玉たま突つき事故は、とてつもない規模に膨ふくれ上あがる。過去の歴史に於おいてもそれは十分に証明されています』

「絶対止めなきゃだね。でも、いったいどこにいるんだろう」

『シャーリィマーヤという子供でしたね』

「うん。シャーリィはそんなことするような娘こじゃないと思うんだけど」

『蔵祭さんに頼たのんで彼かの女じよの顔は拝見しました。中東の出身の様子でしたね。おそらくはパキスタンかタジキスタン。その周辺に多く見られる顔の造形をしています。あのあたりは未いまだ紛争の只ただ中なかにいます。あれくらいの年の少年兵や人間爆ばく弾だんにされる子供がいることは佐蛹君もニュースなどでご存じでしょう』

「うん」

『彼女もそういった紛争の被ひ害がい者しやということなのでしょうね。彼女の才能を見み出いだした者が、それを最大限に利用している――そう考えるべきでしょう』

「やっぱり彼女がしたくてしているわけじゃ――」

『それはわかりません。ただ幼い彼女がこのような国まで出てくるということを考えれば、シャーリィマーヤの実務能力はかなりの物であると考えるべきでしょう。子供であることは一度頭から取り払はらうべきであると思います』

「そうだね。でもシャーリィは今どこにいるんだろう？」

『彼女の足取りに関しては僕よりも札沼さんや禅定さんに問い合わせた方がいいかもしれませんね』

「わかった。連絡してみるね」

　一度、胤正君の電話を切ると、次に連絡する相手の番号を探そうと画面を操作する。

　すると平三郎さんがぽつりと言った。

「おい、札沼に掛かけるのか？」

「そうですけど、どうかしましたか？」

「じゃあ、あいつに確かく認にんしろ。中東で使われている狙そ撃げき銃じゆうの種類と、狙撃による暗殺が得意な国際指名手配犯を」

「えっ？　狙撃ですか？　でもどうして？」

「あのチビガキは俺おれのカメラのレンズを恐れていたろう。あれはスナイパーがやってしまう反射的行動だ。あのチビガキが薬売りを殺すのなら、狙撃に違いない」

「わ、わかりました」

　ボクは急いで札沼さんの携帯に電話を掛ける。

『おう、ボーズか。今こっちは所しよ轄かつで警備の配備表を確認している』

「そうなんですか。あの、中東とかで使う狙撃銃についてお聞きしたいんですけど」

『銃じゆう器きか……それなら俺より禅定だ。代わる』

　電話の向こうで、札沼さんが禅定さんに電話を渡した。

『もしもし、佐蛹君？』

「禅定さん、中東で使われている狙撃銃のことを聞きたいんですけど」

『実は今それも調べていたんだ。あそこはロシアから流れてくるＳＶ98やアメリカのレミントン、それにヨーロッパ圏からもいくらでも入ってきている。紛争地帯だから軍からの払い下さげはだいたい中東の各国に転売されてるんだ。だから主にっていう分け方はできないかもしれない』

「そうなんですか……じゃあシャーリィがどの銃を使うのか特定は難しいですね」

『そうだね。それに彼女が大きな犯罪組織や暗殺集団に身を置いているのなら、最新のスナイパーライフルを使う可能性だってある』

「最新だと遠くから狙ねらえるとかあるんですか？」

『う～ん……命中率は確実に高くなるね。一いつ般ぱん的てきに狙撃っていうと、だいたい８００ｍっていうのがセオリーなんだ。だから警官隊も会場の半径一キロ圏けん内ないに配備されてる』

「でも相手が相当の腕うでを持っているなら、もっと外から撃うって来る可能性も……」

　すると電話の向こうが静まり返った。

　そして慎しん重ちように言葉を選ぶように禅定さんはこう言った。

『――過去には２７００ｍの距きよ離りから狙撃に成功した例もある』

「三倍以上の距離じゃないですか!?」

『ただそれは見通しが確保されている上に無風状態だったから成功できたんだ。特に風の影えい響きようが難しい。新宿なんてビル風が乱れるように吹いているから、正直８００ｍの距離からでも難しいと思うんだ』

　その話を聞いて、ボクは突とつ然ぜんシャーリィの言葉を思い出した。




『ケイ……かぜが来るよ』




　彼女がそう言った数秒後、本当に風が吹き抜ぬけた。

　あれはどういうことなのだろうか？　彼女は風が見えるのか。そう思った。

　もしそうだとしたら――そのことを禅定さんに話すと彼かれは低く唸うなる。

『そんなことあり得るんだろうか……。風を読むか……』

「もしシャーリィには風が見えるとか、または感じ取れるのだとしたら、一キロの外から撃って来る可能性も……」

『それができるとしたら相当の手て練だれだ。それほどの技術を持っている人間は世界でも数えるほどしかいない』

「あ、それで、もう一つ聞きたいことが。狙撃を得意とする国際指名手配犯って結構いるんですか？」

　すると禅定さんはしばし考える間を置き口を開く。

『何人かいるね。後でデータを送るよ。でもそれほどの技術を持っているのというと……』

「心当たりがあるんですか？」

『本名は今もわかってはいない。名前をコロコロ変えるからね。その世界ではジャッカルという通り名がついてる。でもジャッカルは十年前くらいに姿を消して、一説には死んだと言われているけど……』

「ジャッカル……」

『もし本当にジャッカルが復活したというのならそれは大おお事ごとだと思うよ。あれは常識が通じないほどの技術を持っている……』

「もしかしてシャーリィがそのジャッカルと関係ある可能性は……」

『捨てきれないね。わかった、札沼さんと相談して配備の幅はばを広げられるか上に打だ診しんしてみる。ただ今の時点で人員はギリギリなんだ。通るかどうか』

「そうなんですか？」

『まあ、この式典のために本来の警察業務がおろそかになってはいけないからね』

「そうですよね。わかりました。人員はボクの方でもあたってみます」

『佐蛹君のその言葉の方が警視総そう監かんの一声より頼もしいよ』

「そんなことないですって」

　ボクは電話を切ると、すぐにメールの作成に取り掛かった。新宿中の協力者を募つのるメールだ。




　新宿中にシャーリィの写真のデータが送られた。彼女の顔を見た者はすぐに慶介に連絡を入れるように、という由よしであった。

　その写真を見て、最初に反応を示したのは闇医者のルドルフであった。

「まさか……」

　すぐに病院を出るとタクシーを拾う。

　車内で慶介に連れん絡らくを入れ、新宿新開発区の近くで落ち合うことにした。

　タクシーはものの十分もしないうちに新宿新開発区の近くで、蔵祭平三郎のダイハツフェローＭＡＸを発見し停車した。

　こちらの姿を見つけた慶介が走り寄って来る。

「ルドルフさん、シャーリィを知ってるって本当ですか？」

「ああ。間違いないと思う」

「それって……」

「たぶん、君が求めている情報ではないかもしれない。今の彼女がいる場所ではなく、彼女の過去にまつわることなのだから」

　そこまで言うと、一いつ緒しよにいた平三郎がニヤニヤとしながらマルボロの煙けむりを吐はき出した。

「面白おもしろそうだ。聞こうじゃないか」

「ああ。彼女とは中東で一度会ったことがある」

「中東ですか？」

「そうだ。彼女の一家は――というか彼女の村そのものが紛争に巻き込まれてね、ほとんどの村民が死亡する激戦が繰くり広ひろげられた。当然、彼女の両親兄弟に至るまで死んでいる。彼女が生せい還かんしたのは奇き跡せき的てきと言ってもよかった」

「そう……だったんですか」

　慶介はなにか思うところがあったのか、深く思おもい悩なやむような顔をした。

　ルドルフは彼の初めて見る表情を気にしながらも、話をつづけた。

「彼女は運よく軽傷ですんでいてね。ただ問題は心の傷の方だった。家族を全員殺された幼い彼女が、なにも思わないわけはない。毎日家族が殺された自分の家に行っては一日中そこでジッとしていた」

「ルドルフさんはなんでそのことを？」

「彼女が心配で一度ついて行ったことがあったんだよ。シャーリィはそこで僕に薬やつ莢きようを見せてくれた。この薬莢の中に入っていた弾だん丸がんが家族を殺したのだと、そう語ってくれた。僕はそっちの言葉を多少聞き取れても、話すには至らなくて、何も言ってあげることができなかったよ」

　思い出すたびにルドルフの頭の中は後こう悔かいが色いろ濃こくなっていく。

　あの時、助けられなかった少女への贖しよく罪ざいの念が心を覆おおいつくしていくのだ。

「あの……じゃあシャーリィはその後、どうなったんですか？」

「引き取られていった」

「引き取られた？　どこに？」

「中年の男だ。彼はシャーリィを引き取ると言ってきた。反対はできなかったよ。あの戦場ではシャーリィと同じような境きよう遇ぐうの子供はいくらでもいた。むしろ引き取り手がいた彼女は運がいいとすら思った。ただ、僕は引き取っていった男がただの親切な男ではないことはわかっていた。あれは人を殺しすぎた人間の目だった」

「人殺しって……」

「軍人や傭よう兵へいといった類たぐいのものじゃない。あっちにいるとね、すぐに見分けがつくようになるんだ。人を殺すことに喜びを覚える手合いに対してね。だからもしかしたらシャーリィがあの男に殺されるのでは、と懸け念ねんした。それでも僕は何もできなかった。家族を失い傷を負った子供たち。彼らを保護できる場所は皆かい無むだったから。僕らは彼らの命を救っても、彼らの人生を救うことはできなかった」

　ルドルフの顔には深い悔かい恨こんの色がにじんでいた。

　その時、慶介のスマホが振しん動どうする。

　禅定からデータファイルの添てん付ぷされたメールが届いたのだ。画像データを開くと、そこには西せい欧おう系けいの男性、中東系の男性など五人の国際指名手配犯の顔写真が映っていた。

　先ほどの狙撃を得意とする国際指名手配犯をまとめてくれたのだ。

　慶介はその画面をルドルフに見せた。

「あの、この中にシャーリィを連れて行った男はいますか？」

　ルドルフは驚きよう愕がくし、大きく息をのんだ。

「この男だ……間違いない」

　そう言ってルドルフが指した男の写真の下には、『Ｊａｃｋａｌ』という文字が記されていた。ルドルフ自身も国々を渡わたっている間に耳にしたことのある名前だった。

　伝説的な暗殺のプロ。

　それがあのシャーリィを連れて行った男だったとは。

　シャーリィが暗殺者になることを容よう認にんしてしまったも同然だ。

　知らなかったなどと言い訳をするつもりはない。

　ルドルフは頭を抱かかえ、それから大きく息を吸うと、慶介をまっすぐに見た。

「頼むケイスケ。彼女を救ってやってくれ！　いや、彼女を救うのに僕も協力させてくれ！　あの時救えなかったシャーリィを、今なら……」

「もちろんです！」

　佐蛹慶介は力強くうなずいた。それは過去、ルドルフが見た誰だれよりも力強く、勇ゆう敢かんなまなざしをしていた。




　慶介から言われたのは、同級生である大おお河内こうち大たい河がへの接せつ触しよくであった。

　大木主水もんど、畠はた瀬せ清子はクラスメイトから大河内大河の連れん絡らく先さきを聞くと、すぐに連絡を入れる。電話は２コールで切られた。

　主水が激しく舌打ちをする。

「あいつ、切りやがった」

「どういたします？　今知らせれば式典を中止できるかもしれません。中止ではないにしても彼が登とう壇だんしなければ暗殺は防げるはず」

「だとすりゃ、直接行くしかねえか……」

　バイクを取りに行こうとする主水を清子が制す。

「お待ちなさい。うちの車があります。取りに行ってるほど悠ゆう長ちようじゃございませんよ」

「ああ、助かる」

　黒くろ塗ぬりの車に二人は飛び乗ると急発進し、新宿新開発区へと向かった。

「よく車待機させてたな」

「当然です。そもそも大木くんの荷台に乗るよりも、わたくしは慶介くんの荷台に乗りたいのです」

「あいつバイクの免めん許きよ持ってねえけど」

「そういうことじゃありません！　慶介くんの人生という名のバイクの荷台に乗りたいのです！」

「お荷物確定じゃねぇか……」

「きーっ！　そういう意味じゃありません！」

「それよりさ、会場まで行くのはいいとして、中にはどうやって入るんだよ？　警備とかうろうろしてんだろ？」

　すると清子は懐ふところから一枚の封ふう筒とうを取り出した。

　それは紛まぎれもなく大河内製薬の落成式への招待状である。

「おまえ、なんで持ってんだよ!?」

「畠瀬不動産は新宿で一位の土地ころがしをしているのですよ。声がかかって当然じゃなくて？」

　なるほど、と唸うなった主水はそれ以上清子への言げん及きゆうはやめた。

　ほどなくして新宿新開発区へと到とう着ちやくした黒塗りの車は、会場の近くで二人を降ろす。

　招待状を提示して主水と清子は会場内に飛び込んだ。

　ステージの上では、どこかで見たことのあるアイドルが熱唱している。

「あら、あの人は……」

「なんだ畠瀬、知り合いか？」

「まあ、ちょっとばかり」

　そう言って清子がステージの最前列までモゾモゾ人ひと垣がきを潜くぐり抜けて躍おどり出でる。

「「「アリアちゃ――ん！」」」

「は――いっ！」

　瓜生うりゆうアリア。彼女はステージの上で観客たちに満面の笑みを向ける。

　だが彼女は観客席にいる清子の顔を見ると同時に一いつ瞬しゆん真顔に戻った。

　それも瞬まばたくような間。すぐさま、素す晴ばらしいほどの笑え顔がおを周りに振ふりまくと、

「ありがとう！　まったねぇ！」

　と言って控ひかえに入って行く。清子はそれを見逃さない。

「ははぁん、あそこがあのアバズレの控ひかえ室しつですか」

「おまえスゲェ顔してんぞ」

「うっさいです。行きますわよ」

「ああ」

　二人が控えのテントまで行くと、係員がすかさずに止めに入る。

「すいません、出演者控えなのでここは……」

「存じております。別に中じゃなくても構いませんの」

　そう言うと清子は思いっきり息を吸う。

「出てきなさい！　瓜生アリア！　わたくしがご来場でしてよ！」

　大声で叫さけぶ清子。するとテントの隙すき間まから、いかにもめんどくさそうに瓜生アリアが舌打ちを連呼しながら顔を出す。

「……さっさと入れよ。めんどくせー」

　そんな二人を傍はたで見ながら主水は重いため息を吐いた。

「女ってみんなこんなんなのかよ………」

　異性に多感な思いを抱いだくべき重要な年ねん齢れいで、主水の純真な心は深く傷つけられた。

　テントの中に入ると、わかばを吸いながら瓜生アリアが迎むかえる。

「あんだよ。こっちは仕事中だっつーの！」

「ちょっと協力しなさい」

「嫌いやだ。断る」

「あら、これはわたくしからのお願いじゃなくてよ。他でもなく慶介くんからの願いなのですけれども……」

「慶介の……チッ」

　面めん倒どうだという態度は崩くずさないものの、その舌打ちは了りよう承しようの意だと判断していいだろう。

「慶介くんの名を出したとたんにこの態度。まったくこの牝めすも油断なりませんわっ」

「何言ってんだ畠瀬……おい、あんた、ちょっと協力してくれ。大河内大河ってやつを捜さがしてんだ」

「ああ、あの金持ち坊ぼつちゃんね。馴なれ馴なれしい上に態度が横おう柄へいだから、首の骨折ってやろうかと思った」

「穏おん便びんにやれよ……アイドルだろ」

「うっせえ、クソガキが」

「マジで女こええ」

　怯える主水を無視してアリアが話をうながす。

「で、あのボンボンをどうすんのよ？」

「会わせてくださいまし。急いで伝えなきゃいけないことがございますの」

　するとアリアは灰皿でわかばを消しながら、鼻から煙を吐き出す。

「わーった。ついてこい」

　歩き出したアリアはバックステージへ。その先には、ビルの正門があり、一階のロビーがある。ロビーはまるでホテルのようで喫きつ茶さ室しつなどもあった。

　喫茶室は今日は関係者などの待機に使われているようだ。

　その中の一席に大河の姿を発見した。

　主水が歩み出て彼の前に立つ。

「おう」

　すると大河は不可解な顔をするも、すぐに粘ねばりつくような笑みを浮うかべる。

「誰かと思えば大木主水か。どうしてこんなところにいる？」

「んなことはどうでもいい。それよりも式典をさっさと中止にしろ」

　主水の言葉に大河は不ふ機き嫌げんそうに立ち上がると、手を上にあげた。

　それが合図であったかのように喫茶室にいた客たちは何も言わずに退散していく。

「何を言っているんだおまえは？　バカでももう少し考えてものを言うもんだぞ」

「バカでもなんでもいい。おまえの爺じいさんの命が狙われている。ステージに上がればそこで殺される可能性がある。だから……」

　そこで突然、大河は笑い声をあげた。流石さすがの主水も思わず面めん喰くらってしまう。

「なんで笑ってる？」

「くくく……これが笑わずにいられるか？　じいちゃんが殺される？　それは本当なのか？　おまえ、本気で言っているのか？　この警けい備び網もうを潜り抜けて？」

「そうだ」

「ありえないだろう？　どうやって殺やるんだ？　登壇したじいちゃんにナイフでもちらつかせるのか？」

「たぶん狙撃だろうって。さっき慶介から連絡が来た」

「狙撃？　どうやって？　やれるものなら、やってみろよ。警視庁の刑けい事じたちが半径一キロの範はん囲いを警備してるんだぞ？」

「わからねえ奴やつだな！　それができるかもしれねえから止めに入ってんじゃねえか！」

「もし仮にだ！」

　大河はすでに笑っていなかった。いかにも真しん剣けんな顔で主水を見る。

「狙撃の天才がいて、しかるべき銃を使い、警察の目を掻かい潜って、射しや撃げき可能な条件をそろえたとしてだ」

「………」

「それでじいちゃんを殺してくれるなら、こっちはありがてぇんだ」

　突然大河の顔が喜びに歪ゆがむ。

「あんなバケモノみてぇなジジィは遅おそかれ早はやかれこの世からいなくなってもらわねえとな。いつまでたっても俺も親父おやじも自由に動けねえのさ。これだけの大だい企き業ぎようにのし上げたのは紛まぎれもなくあの天才のジジイさ。だがな、今のこの大河内製薬にとってはタダの老害！　組織の癌がん！　足だけ引っ張り続け生命維い持じを阻そ害がいするお荷物！　そんなもの死んで――」

　ガツッ！

　意識するよりも早く、主水の拳こぶしが大河の顔面をとらえていた。

　大河の身体が大きく吹ふき飛とぶ。

　その瞬しゆん間かん、周りに控えていたＳＰが主水にとびかかった。

　乱暴に床ゆかに押おさえつけられ主水は表情をゆがめる。

　そんな主水に、大河は唾つばを飛ばしながら叫び散らした。

「この慮りよ外がい者ものがぁ！　貴様、誰の顔に傷をつけた！」

　激げき昂こうする大河。だがその間に畠瀬清子が静かに、しかしある種の気き迫はくを放って割り込む。

「どうも大河内さん。畠瀬不動産の畠瀬清子でございます」

「おまえ……」

「今日はクラスメイトの畠瀬清子じゃございませんことよ。畠瀬不動産の一員として参りました。この新開発区の土地売買に関し地元住民との軋あつ轢れきを取とり払い、円えん滑かつな交こう渉しようを実現し、多大なる貢こう献けんをした畠瀬不動産の一員としてです。おわかりですね」

「………くっ」

「これ以上の議論も暴力もわたくしは望んでおりません。このまま我々は引かせてもらいますので。ただ、あなたの判断は少々浅はかである、ということだけはお伝えしておきますわ」

　清子の気迫に押されるように、ＳＰたちは主水から離はなれた。

　フラフラと立ち上がる主水。それに構わず清子は踵きびすを返す。

　その後を、アリアが付いてきた。

「あんた度胸あるね。嫌きらいじゃないよ」

「あら、わたくし、この世のわたくし以外の女はすべて嫌いでしてよ」

「カカカ！　おもしれぇな、嬢じようちゃん」

「嬢ちゃんって、あなたの公こう称しようではわたくしと同い年でしょ。煙草たばこはおやめなさい」

「あー、よく聞こえねえ」

　そんな二人の会話を聞きながら、主水は打ち付けられた腰こしをさすりつぶやく。

「……やっぱ女ってこええや」




　大河内製薬の新社屋ビル周辺は警視庁の人間が固めている。

　さらにその外、二km圏内には新宿中から人々が続々と集まりだしていた。

　東側にはホームレスの集団が大挙し、西側には会社員たちが歩き回っている。

　北と南には若者やカップル、そしてゲイやおなべが集まり、さらにはホストやキャバ嬢たちまでもがうろうろしだす。

　ぽつぽつとビルが立ち並ぶ開発区は、あたかも新宿駅周辺のような様よう相そうに変わり始めていた。彼らはみな、慶介から送られてきた画像の少女を捜さがしている。

　その光景を双そう眼がん鏡きよう越ごしに見つめるシャーリィは、佐蛹慶介という人間が新宿に於おいてどんな存在なのかを正しく理解した。

　これほどまでの人望を持った人間がこの街にいる。今、自分の前に立ちふさがろうとしている。だが――別に構わない。今まで幾いく度ども邪じや魔まは入ってきた。

　それでも任務をこなすことができる。それが自分の生きる価値なのだ。

　そう思い、シャーリィは進む。誰の目にも触ふれないように細心の注意を払はらいながら。

　すでにスナイパーライフルは目的の場所に運び込んである。建設中のビルの壁へき材ざいの中に仕込んであるのだ。工事現場の人間でもあの場所には気付かない。工事計画ではあの壁かべにコンクリートが流し込まれるのは来週の予定。何も問題はない。

　あとは自分が現場に到着できればそれでいい。誰にも見つからず、誰にも邪魔されず。




『結構です』

　電話の向こうで、胤正君は納なつ得とくしたようにそう言った。

『おそらく彼女は、すでに前もって機材を運び入れているはずです。隠しておいても誰にも見つからない――と考えると建設中のビルである可能性が高いと考えられます。彼女自身は狙撃をするギリギリに現場に着くといった段取りでしょうか』

「ギリギリなの？　前の日から待機とかは？」

『それはありません。前の日までは建設現場には作業員がいますから前日入りをすることは不可能です。もちろん、夜中に忍しのび込み定時まで待機するというのも有効でしょう。しかし彼女はそれをしないと考えられます』

「どうして？　その方が周りにも見つからないと思うけど」

『そこが盲もう点てんです。万に一つ、佐蛹君が昨夜のうちに目を覚ましたら――という可能性があちら側にはありました。もし早く目を覚ませば、あの周辺のビルに侵しん入にゆうして見て回ることができる人材を動かせる。だから前日待機はしなかったんです』

「なるほど……こっちのことを結構知ってるんだね」

『君たちのことを綿密に調べられているようですからね。なので彼女は現在、狙撃ポジションに向かって移動中の筈はずなんです』

「でも、周りにはみんなに見張ってもらっているんだけど」

『ええ、それで結構なんです。それはあちらも織り込み済みでしょうから』

　ボクはよくわからず首をひねった。胤正君の言うとおりに、周辺二キロ圏内にできる限り人を集めうろうろしてもらっている。みんなシャーリィの画像は共有しているから、見つければ彼女の行動を阻そ止し、または追つい跡せきして場所を教えてくれるはず。

「でもそんなところにシャーリィが出てこられるのかな？」

『出てこられないでしょう』

「え？」

『しかしそれでいいんです。相手はプロ。表の道を歩けない可能性はすでに考こう慮りよされている。だとすれば必ず、別のルートを用意しているでしょう』

「別のルートっていうと……」

『あの開発区で地上ルートをつぶされた場合……唯ゆい一いつ残る道は下水道だけです』

「下水道って……でも、そんな広くないよ？」

『はい。でも彼女の身体の大きさなら通ることは可能でしょう』

「たしかに」

『先ほど、佐蛹君が電話してくださった東京都、都市計画部の方からデータが届きました。現在あの地区で下水道の整備まで済んでいるビルは五棟とう。うち、あの会場のステージに立った大河内祥太郎を狙撃可能なビルは一棟です』

「じゃあ、そこが!?」

『そうです。すぐに向かってください！　住所は……』

　胤正君の口にした住所をメモして、平三郎さんに渡す。

「ふん、あのへんか」

　と言うと同時に、ダイハツフェローＭＡＸのエンジンがうなりを上げた。

「おい、慶介。ついでだ。あいつに連絡しておけ。ちょっとは役にたつかもしれん」

「あいつって誰ですか？」

「あれだ、あれ！　アイドルのアレを、アレしたやつ！」

　ああ、もう！　固有名詞全然出てこないじゃないですか！

　おじいちゃんですか、あんた！




　　　　※※シャーリィマーヤ※※




　シャーリィにとって世界とは自分に関係のないものだった。

　裕ゆう福ふくな国も、貧困に喘あえぐ国も関係ない。それらはただ存在するだけで、それ以上でもそれ以下でもない。シャーリィが生きる理由は、人を殺すことのみ。

　それがこの七年間、教え込まれてきたことであった。

　中東にある小さな国で生まれ、裕福ではないがそれなりに幸せな家族との暮らし。しかしそれは国外からやって来た宗教集団によって突とつ如じよ崩ほう壊かいした。

　銃じゆう弾だんの音が聞こえない日はない。毎日が逃にげ惑まどう日々。兵士たちの行動は横暴を極きわめ、敵味方なく村の者たちは癇かんに障さわったと難なん癖くせをつけられた程度で殺される。

　男は殺され、女は犯おかされた。まだ五歳になったばかりのシャーリィも、あと少し成長すればこうされるのかもしれない、と恐きよう怖ふに身を震ふるわせた。

　だから強くならなければ、賢かしこくならなければ――そう考えた。

　すくなからず目の前にいる両親と兄弟を守れるくらいには……。

　だが、その願いは届きはしなかった。ある日、村の中は過激派勢力との衝しよう突とつが勃ぼつ発ぱつし、激しい銃じゆう撃げき戦せんの渦か中ちゆうに投げ出だされた。両親は自分を抱きながら、家の中で震えることしかできなかった。

　そして運命の日。両親は飛び込んできた兵士によって穴だらけの身体になった。兄弟も姉妹も全員だ。そして自分だけが奇跡的に一命をとりとめた。

　気が付いた時には多た国こく籍せき軍ぐんの野戦病院で寝ねかされていた。西せい欧おう風ふうの白人の医師が自分に何か語りかけるが、残念ながら言葉はわからない。

　一緒に村にいた者に教えてもらって、自分の家族が全員死んだことを知らされた。

　それからは、ただ茫ぼう然ぜん自じ失しつの日々を送った。

　毎日、家のあった場所に行っては一日中そこで家族との暮らしを思い出していた。

　そこでシャーリィは薬やつ莢きようを拾った。独特の形と、知らない言葉が打だ刻こくされていた。

　きっと家族を撃った銃弾の薬莢に違ちがいない。そう思い、今もその薬莢をポケットの中に入れている。いつか家族を殺した人間に会った時に復ふく讐しゆうするために。

　そんなある日、一人の男が訪ねてきた。片足を引きずって歩くその男の眼光は、獲え物ものを見つけた鷹たかのように鋭するどかった。多くの兵士を見てきたが、それらとは別格であることはすぐにわかる。何者だろう、と思う暇ひまもなかった。

　彼はシャーリィの前に座すわりまっすぐに瞳ひとみの中を見つめる。

「強くなりたいか？」

　頭の中に電でん撃げきが走った。単純な言葉。しかしそれが今自分が一番欲ほつしていた言葉。この国で弱いことは罪なのだ。幼いことですら死に直結する業ごうの深い罪。今すぐにでも強くならなければならない。

　でなければ、強者たちに蹂じゆう躙りんされ泥どろ水みずを啜すすって、短く苦しいだけの人生を終えることになる。だから彼かの女じよの答えは決まっていた。

「なりたい」

　その答えに、男は二度うなずいた。

「いいだろう。その願いをかなえてやろう」

　まるで千夜一夜物語に出てくる魔ま神じんのようだ。シャーリィはその日、引き取り手として現れた男に連れられて住み慣れた地を後にした。

　そこから先は血のにじむような訓練の毎日だった。だがそれが苦だと感じたことはない。自分にはこの世界で生きる才能がある、という実感の方が強かったからだ。

　銃を解体し組み立てる作業も、秒単位で日ごと縮ちぢめることができる。延々と歩き続ける行軍も、数日間にわたる潜せん伏ぷく訓練も余よ裕ゆうでこなしてきた。

　何より暗殺に関しては、子供であることが多分に功こうを奏そうした。

　子供がこんなことをするわけがない。

　先進国ほどそういう思い込みがある。自分の住んでいたところでは十歳にもなればカラシニコフを持って大人に交ざる少年兵がいくらでもいたのに。そんなことも知らない無知な大人に大いに助けられた。

　これから先、どれだけの人間を殺していくのだろう。

　それは終わりのある戦いなのだろうか？

　殺す者は、いつも殺される危険とともに行かなければならない。それは何かを殺すことで糧かてを得る者に付きまとう業ごうである。だがらシャーリィはいつだって糧となる者への感謝の祈いのりは忘れない。自分を救ってくれなかった偉い大だいな神に祈ることはもうしなくなったが、糧となり死んでいく者には敬けい虔けんな気持ちで向き合う。

「ありがとうですよ」

　スナイパーライフルを構える。地上１５０ｍ。建設中の鉄骨だけの足場の上では激しい風が吹き荒あれている。

　風はいつもちゃんとこの目に映っている。

　周りのビルとビルの隙すき間まから吹き抜ける風が渦うずを巻く。

　気圧に押された緩ゆるやかな風が地上へと降ふり注ぐ。シャーリィの目には、この新宿を吹き抜けていく風の形がはっきりと映っていた。

「もうすぐ時間なのですね……大だい丈じよう夫ぶ。やれるのですよ」

　スコープの中には式典に参加する多くの人々がごった返している。

　今回のターゲットは政治家でも著名人でもない。

　この式典の主しゆ催さい者しや、大河内祥太郎本人であった。

　下調べは十分にされている。普ふ段だんは決して人の前に姿を現さないほど細心の注意を払はらう人間。臆おく病びよう者ものと嘲あざけるつもりはなかった。臆病は生き残る術すべだ。事実、今日までこうして生きながらえてきたのだろう。しかし今回だけはその臆病心も抗あらがえなかったようだ。

　この大河内製薬の新しん社しや屋おくの落成式に彼が出ないわけにはいかない。

　そして彼の命をねらう世界中の企業や政治家にとって、今日ほどのチャンスは今後めぐってこないかもしれない。白日の下で彼が口を開く機会など。

　ターゲットが壇だん上じように上がった。

　大河内祥太郎――大河内製薬を束ねる総そう裁さいにして黒い人脈で人の人生をいくつもつぶしてきた存在。

　しかしシャーリィにはそれを討うつ義ぎ憤ふんがあるわけでも、燃え滾たぎる正義があるわけでもない。

　あるのは任務と実行だけだ。

　――人を殺すから、自分が生きてられる。ただそれだけ。

　誰に言うでもなく、自分にだけそう語りかける。

　いつからそういう風にするようになったのか今は思い出せない。

　ただそう語りかけてやると頭の中は空っぽになり、静かに風が吹くだけの荒こう野やが現れる。頭の中には今も風が吹いている。その風は、目の前のビルの谷間を吹き抜ぬける風と重なる。

　風の流れが、自分と同化していく。

　この空間、すべてが自分そのものになる。

　ターゲットが立つあの位置まで、すべての風が自分の味方になってくれる。

　――行ける。

　スコープで距きよ離りを測る。地球の自転速度、遠心力についてはすでに計算を頭に入れてきた。後は風の動きを見る。

　Ｌ１１５Ａ３ライフルから放たれる.338Lapua弾だんは相手をわずかに掠かするだけでも命を奪うばうことができる。だから身体の中心に弾が行くように弾だん道どう計算をしなければならない。ずれても掠かすってさえくれればいいのだから。

　距離は１８００ｍ。おそらくこの風の中で発射して当てるのは奇き跡せきに近い。

　しかしシャーリィにはそれができる自信があった。

　スコープを覗のぞく。引き金に指をかけた。

「待って！」

　ノイズ。ブレた。頭の中をかき乱す声。風が止まった。

　シャーリィは振り返かえり、その声の主に向ける。

「――……ケイ」

「シャーリィ、撃うっちゃダメだ」

　彼かれは身体を鉄骨に預けるように立っていた。

　慶介は病やみ上あがりのふらつく身体で、その足を一歩前に出す。

「来るなですよ！」

　咄とつ嗟さに懐ふところからワルサーＰＰＫを抜き銃じゆう口こうを彼に向ける。

　誰かから銃じゆうを向けられる経験などなかったに違いない。

　その証しよう拠こに慶介は目を見開くと同時に歩みが止まった。

　そう、彼は平和な国で暮らしている人間なのだ。自分の孤こ独どくを理解などできるわけがない――そう思った瞬間、慶介は再びその足を前に出した。

　その顔には既すでに先ほどの怯おびえは微み塵じんもない。

　引き金に指をかけた。

「来るなと言っているのです！　それともこれが何なのかわからないのですか？」

「わかるよ。でもシャーリィはそれを撃ちたくないのもわかっている」

「そんなことはないのです。今までたくさん引き金を引いてきたのですから。ケイが思っているような生易しい生き方はしていないのですよ！」

「……それもルドルフ先生から聞いたよ。ごめんね、全然気付けなくて」

　今さらやさしい言葉なんていらない。

　今さら助けなんていらない。

「どうして来てしまったのですか？　ケイはあのまま寝てればよかったのですよ！」

　すると彼は小さく笑えみを浮かべ、そしてこう言った。

「君が助けてくれたから」

　思わずシャーリィは頭かぶりを振る。

「助けてなどいないのです。ボクはケイを陥おとしいれたのですよ」

「じゃあ、どうしてボクが昏こん倒とうした後にすぐ救急車が来てくれたの？」

　唇くちびるをかむ。何も言い返せない。

「君が呼んでくれたんでしょ？　みんなから話は聞いたんだ。毒物を打たれたすぐその後に病院へ搬はん送そうされたんだって。でなけりゃボクはまだ病院のベッドの上だった。いや、もしかしたら死んでいたかもしれない」

「それは……計画なのです。あいつらの目をケイに向けさせるための。ケイを救う方法があると餌えさをぶら下げれば、あいつらはそっちに夢中になるのです。実際、その通りになったですよ」

　ジャッカルが言うとおり、新宿の掃そう除じ屋の目くらましは成功した。

　本当だったら今いま頃ごろ慶介がようやく目覚め、こちらは任務を完かん遂すいできていたのだ。

　どうして慶介が予定より早く目覚めここにいるのか、シャーリィには皆かい目もく見当がつかない。掃除屋の目くらましを遂すい行こうしていたジャッカルが失敗したのか？　しかし今までジャッカルが任務を失敗したことなどない。

　では掃除屋たちの方が一枚上手だったとでもいうのか？

「――……」

　慶介がシャーリィの目の前に立っていた。銃口が彼の胸に当たっている。

「いつかシャーリィが言ったよね。君とボクは似ているって」

　そう、彼は自分に似ている。

　そう感じた。会った瞬間に直観的にそう思った。

　しかしどうしてそう思ったのかシャーリィにはわからない。

「君の身に降りかかったことを聞いて、それでようやくわかったんだ」

　まっすぐに彼の瞳を見上げる。引き金に指をかけたまま。

「ボクは君と同じ光景を見ている。目の前で大切な人を失う光景を」

　ああ、そういうことだったのか。自分が彼の中に見ていたものは共通の孤独だった。

　慶介は拳けん銃じゆうに手をのせると、ゆっくりとそれを下げる。

　そしてやさしくシャーリィの小さな身体を抱きしめた。

「気づかなくてごめんね。ありがとう、シャーリィ。でも、もう誰も殺さなくてもいいから」

　身体の奥おくから何かがこみあげてくる。震えた。

　ずっとそう言って欲ほしかった。もう誰も殺さなくていいと。

　それでもシャーリィはすでに多くの人を殺あやめてしまった。それが生きるためだとわかっていても。だから慶介の言葉に甘あまえてはいけない――そう思ってしまったのは、彼女自身が背せ負おった罪の意識からくるものだった。

「……ダメなの……ですよ。ボクが……人殺しのボクがいられる場所なんてどこにもないのです」

　しかし慶介ははっきりとこう言った。

「あるよ」

　それはあまりにもあっさりとした答えだった。それはさも当たり前のように彼の口からついて出た。だからシャーリィは一瞬、息をのんでしまった。かつてどのような場でも、相手の言葉に動どう揺ようしたことのない彼女にとって、それは初めての体験だった。

「シャーリィの居場所はここにある。新宿においで」

「ダメ……ダメなのですよ……だって」

「それでどうしても困ったらボクの所に訪たずねてきたらいい」

　そう言って彼は微笑ほほえみかけた。

「大丈夫、今のところ１００％解決がうちの売りだからね」

　今日まで心の奥に隠かくし続けたきた感情が堰せきを切ってあふれ出す。

　誰かに甘えられる少女の時代をすべて暗殺のために生きてきたシャーリィ。

　慶介の孤独と共鳴し、慶介のやさしさにとかされていく心。

　希望を持たぬよう、幸せを望まぬように生きてきたというのに、いまシャーリィはそのどちらをも望んでしまっていた。

「嘘うそじゃないのですね？　ケイは……ボクを幸せにしてくれるのですか？」

「うん。君が君でいられる場所をボクが必ず守るから。だから一いつ緒しよにいよう、シャーリィ」

　その言葉にシャーリィは涙なみだをぽろぽろとこぼしながら、満面の笑みを浮かべた。




　ボクの腕うでの中でシャーリィは年相応の子供のように泣きじゃくった。

　家族を失ってからの年月の中で流せなかった涙をすべて流すかのように。

　ボクにはそれがよくわかる。同じように泣くこともできなかった過去があったから。

　だから、これから先彼女が生きていく世界がどこまでも幸せであってほしいと願った。

　その時だった。ボクの後方に人の気配が立った。

「ああ、シャーリィ。なんということだ。まさか君が任務を失敗するんなんて」

　距離を置いて鉄骨の上に立っていたのは左足を引ひき摺ずる男の姿。

　ボクはその顔を知っている。禅定さんから送られてきた画像の男――ジャッカルだ。

　即そく座ざにボクはシャーリィを後ろに隠すようにして彼と対たい峙じする。

　わずかに足元がふらついた。

「ほう……病み上がりとはいえ、だいぶ回復したようですね？　まさかあの神経ガスを特定するとは驚おどろいたことです。君はもう死んでいるはずだったのですがねぇ」

　その言葉にシャーリィが驚きよう愕がくした。

「ケイは、殺さないって言ったですよ！」

「はて……そうでしたか？」

　彼は笑っているだけだった。それだけなのにボクは動くこともできない。
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　ジャッカルの身にまとう空気があまりに恐おそろしすぎたのだ。

　ルドルフさんの言っていたことがわかった気がする。

　人を殺しすぎた人間の目――それは同じ人類とは思えない狂きよう気きの側に振れてしまった笑いだった。

　彼は落ち着いたように緩かん慢まんに足を引き摺ずりながら鉄骨の上を歩く。

「ジャッカルとは連綿と連なる暗殺者の名前。幾いくつもの時代を築いてきたジャッカルの名を継つぐのはシャーリィ、君しかいない」

　しかしシャーリィは、いやいや、とでもいうように首を横に振る。

「返答はいらないよ、シャーリィ。我々のルールは知っているだろう？　ノーはない。だから返答という無む駄だな作業はいらない。そうだろう？」

　ジャッカルが現れたその瞬間からシャーリィは怯えるように身を硬かたくし、ボクの服を強く握にぎる。

「君にはあらゆる技術を与あたえてきた。私が知り得うる技術のすべてが君のものだ。たとえ途と中ちゆうで私がいなくなったとしても、君は自身を高めることができる。そういう技術を君の中に植え付けてきた。間ま違ちがっていないね？」

「………そう……です」

「にもかかわらず、君はジャッカルとなる道を捨て、その死にぞこないとともに行くというのかい？　私とともにジャッカルを継ぐのだろう？」

　シャーリィは答えない。いや答えられないのだろう。

　だって彼女はジャッカルの下でずっと暗殺を仕込まれてきた。

　イエスはあってもノーはない、その言葉がすべてを物語っている。

　するとジャッカルはわずかにうつむき独り言のように、

「―――……この世界にジャッカルは二人はいらない」

　と言った。そして次に彼がとった行動は、懐ふところから出したマニューリンＭＲ73をシャーリィに向けることだった。

　ボクは咄とつ嗟さに叫んでいた。

「やめろ！　シャーリィはボクと――」

「黙れっ！　貴様が入っていい領域ではないっ！」

　あまりの気迫にボクは鉄骨の上でバランスを崩しそうになった。

　激げつ昂こうしたジャッカルは再び穏おだやかな表情に戻もどるとシャーリィに向き直る。

「君にプレゼントをあげよう、シャーリィ」

　そう言って彼は紙でできた小さな箱を投げよこす。

　反射的に取ったシャーリィの手の中で重い鉄がすれる音がした。

「……銃弾？」

　シャーリィはその手ごたえで中にある物を即座にそう判断した。どうしてジャッカルがシャーリィにそんな物を投げてよこしたのかボクには見当もつかなかった。

　箱の中からはボロボロと銃弾がこぼれ出す。

　見たこともないフォルムで薬やつ莢きようの部分にはどこの文字かもわからない刻印がされていた。

　ただその銃弾を目にした瞬間、シャーリィの表情が豹ひよう変へんしていく。

「……これ…………」

　目を見開くシャーリィを睥へい睨げいするようにジャッカルが笑みを浮かべた。

「それは特注品でね。ジャッカルの名を持つ者だけが使うことを許される銃弾だ」

　その言葉にシャーリィの顔が怒いかりに歪ゆがんでいく。

「おまえが……おまえがボクの家族を……」

　ジャッカルは表情を崩さず、緩かん慢まんな動きで片足を引き摺った。

「こんな足ではジャッカルの名にふさわしい働きはもうできない。だから私は後こう継けい者しやを探して中東を歩き回っていた。そこで君を見つけたんだ。一目でわかったよ。君は風を目でとらえることができる逸いつ材ざいであるとね」

「それで……おまえはボクの村に何をしたのですか？」

「君が一番よくわかっているだろう？　村に戦乱を引き込んだのさ。そして他の勢力が村を蹂じゆう躙りんする間に、私が君の家族をすべて殺した。君一人を残してね」

　そう、ジャッカルがシャーリィに投げてよこしたのは、彼女の家族を殺したのと同じ銃弾だったのである。

「仕方ないじゃないか。君を手に入れるにはそうするしかなかったのだから」

　その瞬間、シャーリィがワルサーＰＰＫを構える。

　銃口はまっすぐにジャッカルの眉み間けんを狙ねらっていた。

　その姿に彼は満足そうな笑みを浮かべた。

　まるで敵意を向けられるのがうれしいかのように。

　シャーリィの震える指が引き金にかけられる。

「ダメだ、シャーリィ！　引き金を引いちゃいけない！」

　咄嗟に彼女の前に立ちはだかろうと身体が動いてた。

　だが彼女は瞬しゆん時じに片手でボクの腕をひねりあげる。

　非力なはずの彼女の体術は、ボクを平気でねじ伏ふせてしまう。

「……ケイは黙だまっててほしいのです」

　その瞳には先ほどのあどけなさは微み塵じんもない。

　憎ぞう悪おを滾たぎらせ身を焦こがしていた。

　だが彼女の小さな指はその引き金にかけられたまま動かなかった。きっと修練を積んだ彼女であれば即座に引き金を引き、その銃弾はジャッカルの眉み間けんを射い貫ぬいていたはずだ。

　だがシャーリィはそれをせず、小さな指を震わせるだけ。

　彼女は戦っているのだ。

　この引き金は彼女の境界線なんだ。

　暗殺者であるシャーリィマーヤと、一人の少女であるシャーリィマーヤの境界。

　長い年月、抑よく圧あつし続けられた心をシャーリィは受け止めた。一人の人格としてのシャーリィを彼女は受け入れたのだ。

　だがそのシャーリィが怒りに身を任せ引き金を引けば、きっと少女としてのシャーリィの心は壊れてしまう。

　一発のこの銃弾は、ジャッカルを殺すのではない。

　シャーリィマーヤという少女の人格を殺すのだ。

　ジャッカルの狙いはそれなのだろう。シャーリィに暗殺者ジャッカルとして覚かく醒せいしてもらうために、その命をなげうとうとしているのだ。

　撃っちゃいけない――そう言いたいのに、言葉は呻うめきにかわってしまい像を結ばない。

　ボクは自分の非力さを呪のろった。ボク一人では何もできない。

　いつだってそうだ。シャーリィを守るって約束したのに。

　その時だった。眼下の鉄骨の上に何者かが動く影かげが映った。

「おーい、貴様ぁっ！」

　平三郎さん!?

「まさかこの俺おれの到とう着ちやくを待たずして解決したとか言ったら、ここから突つき落おとすからな！」

　ルドルフさんを背負いながら平三郎さんが声を荒あららげる。

　鉄骨を登って来る平三郎さんの背で、ルドルフさんが申し訳なさそうに、

「すいません、高所恐きよう怖ふ症しようで……」

　と謝あやまっているのが聞こえた。

「くははははは！　まったくこのクソお荷物めが！　何もできんくせに、ついてきたがるとは見上げた根こん性じようだ！」

　平三郎さんはルドルフさんを背負ったまま鉄骨から鉄骨へとんでもない距離を跳ちよう躍やく。

「うあああああ！」

　ルドルフさんの絶ぜつ叫きようがこだまする。

　さらには平三郎さんはワイヤーをよじ登る。その驚くべき身体能力と背中で叫さけび声ごえをあげるルドルフさんに、ジャッカルは警けい戒かいするように身構え、シャーリィは大きく息をのんだ。

　たった一いつ瞬しゆんで平三郎さんはこの場に張りつめる空気をぶち壊してしまったのだ。

「ふぬふっはっはっはっ！　蔵祭平三郎！　参っ！　上っ！」

　ボクたちがいるすぐ近くの足場に上った平三郎さんは、かっこよく（？）ポーズをしてみせる。

　ねえ、平三郎さん……背中にルドルフさんいますからね……。

　ジャッカルはＭＲ73の照準を平三郎さんに合わせるが、彼はまったく動じる様子もなくあたりの情じよう況きようをきょろきょろ確かく認にんした。

「ん？　このチビガキはこの前のやつだな……で、そっちの足の悪そうなオッサンはだれなのだ？　名を名乗れ！」

「私は……」

「あ、ジャガーだな!?　もう疑問は解決した！　黙ってろ！」

　ひどい！　聞いたの自分のくせに！　あとジャガーじゃないです！　ジャッカルです！

　そんな平三郎さんの背からルドルフさんは足場に降りると、シャーリィを見つめる。

　だがシャーリィの目にはまだ、怒りと復讐の炎ほのおが燃えていた。

「シャーリィ、久しぶりだね。覚えているかい？」

　シャーリィはしばしルドルフさんの顔を見つめるとつぶやくように、

「――先生？」

　と言った。その言葉にルドルフさんは微笑みをたたえる。

「思い出してくれてありがとう。そしてあの時、君を守ってあげられなくてすまなかった。もし許されるのなら、いまからでも僕ぼくに贖しよく罪ざいをさせてほしい」

　シャーリィは唇を噛かむ。困こん惑わくしたように、感情の行き場を探すように。

　だからボクは迷わず彼女に言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよシャーリィ。この街にはこんなに君のことを思ってくれる人がたくさんいる」

「――………」

　何も言わず、ゆっくりと、何かを探すようにシャーリィの拳銃を持つ腕が下がっていく。

　それはシャーリィが一人の少女として生きる道を選んだことの証しよう左さだった。

　その様子をジャッカルは冷たい表情で見ていた。

　その目には凍いてつく失望が浮うかんでいる。

「残念です、シャーリィ。そこまで君が愚おろかとは思いもよりませんでしたよ」

「ボクは……ボクはケイと――」

「言い訳はいりません。イエス以外の返答はないのですから」

　そう言ったジャッカルは、ＭＲ73の銃口を何故なぜかボクに向けた。

　その時、平三郎さんがボクの肩かたを叩たたいた。

「おい、五百円を出せ」

　こんな時に何言ってんだ、この人は！

　でもボクは反射的にポケットの中にある五百円玉を平三郎さんに渡わたしていた。

　そうすべきだと身体が先に動いていたんだ。

「おい、ジャガー」

「ジャッカルだ。人の名前も覚えられないのか？」

　ジャッカルはわずかに平三郎さんを警戒する。

　そう彼にとっても平三郎さんだけは何をするかわからないのだ。

「どっちでもいいことだ。貴様程てい度どの小悪党にジェットジャガーの名はもったいない！」

　この人！　煽あおる気満々ですよ！　なに考えてんですか！

　ボクの渡した五百円玉を手の中で遊ばせながら、平三郎さんはへらへら笑う。

「それともう一つ、言っておくぞ。どうやらおまえは慶介を殺そうとしているようだが、それは不可能と断言しておこう！」

「おまえも、この場にいる人間もすべて殺す。そして次なるジャッカルを育てねばならない」

「いいや、そんなことはできない。なぜなら、おまえをぶん殴なぐる俺がいるからだ！」

「笑わせてくれる。貴様は私に触ふれる前にハチの巣になる」

「おいおいおいおい、おまえ、人の話も聞けないのか？」

　自分も聞いてないくせに！

「言ったろう、俺は死なないと！」

「では試ためしてみるか？」

　そう言った瞬しゆん間かん、ジャッカルは平三郎さんに銃口を向け引き金を引く。撃鉄が上がった。

　――が、銃弾は飛び出さない。

　それもそのはず、撃鉄の隙すき間まに平三郎さんがコイントスした五百円玉が挟はさまったからだ。

　貯金箱にコイントスし続けた梅雨つゆの湿しめった思い出が報むくわれた！

　その間かん隙げきを見み逃のがすことなく、平三郎さんは鉄骨から鉄骨へと飛び移ると同時に、ジャッカルの拳銃を蹴けり上げる。

　ジャッカルもなすがままにはされていない。

　懐ふところからサバイバルナイフを引き抜くと平三郎さんをけん制する。

　その動きは片足が悪いなんてとても見えなかった。

　しかも平三郎さんには武器がない。どうすんの!?

「あーあ、なんだ貴様、他にも武器を持ってたのか……」

「殺し屋稼業は万ばん全ぜんを期きす」

「では俺もまた期きした万全をしてやろう！」

「なに？」

「俺が武器を持ってなくても、他が持っていれば問題あるまい」

　そう言って平三郎さんの目は一瞬、遠方を見る。

　思わずジャッカルもその方角に意識を向けた。

　それは対面にあるビル。その屋上から一瞬、レンズの光が瞬またたいた。

　狙そ撃げきを意識したジャッカルが身構える。

「――それを待っていた」

　その隙すきを平三郎さんはのがさない。

　一気に距離を縮めると同時に、懐から出した手て錠じようでジャッカルの手と細い鉄管を繋つないだ。

　鍵かぎは当然、札沼さんが持っているから彼はもう逃げられない。

　ちなみに対面のビルのレンズは狙撃のためのレンズではない。

　そう、先日アイドルを脅おどしてスキャンダルを掴つかもうとしていた増ます岡おかさんに、『スクープがある』と教えてあげたのだ。もちろん場所を指定してね。

　でもジャッカルはプロの殺し屋。レンズの光に反応するのは生きるための本能と言ってもいいくらいの脊せき髄ずい反射で動いてしまう。

　そのプロの身体が仇あだになったのだ。

「うはははは！　バカだなあ！　おまバカ！　こんな簡単な手に引っかかっちゃうなんて！　いやぁ、世界的な殺し屋ってこんなもんなんだぁ！　うっぷぷ、ぷりぷり！」

　この人、劣れつ勢せいでも優勢でも徹てつ底てい的てきに煽あおっていくのは変わらないなあ……。

　しかしジャッカルの方は、思ったよりも冷静な表情をしていた。

「まったく、つまらない。なんとつまらない結果だ」

　それだけ言うと、彼はサバイバルナイフを掲かかげ、振ふり下おろした。

　そして刃は先さきは彼の手錠で繋つながれた腕を切り落としたのだ。

「シャーリィ、いいかい？　私は君の才能を諦あきらめない。いいね」

　そう言いながら、落ちた腕をもう片方の手で拾い上げる。

　それと同時に彼は鉄骨の上から飛び降りたのだった。







epilogue　エピローグ







　胤たね正まさ君とボードゲームをしながら、あの日のことを話し合った。

　いろいろボクの知らなかったことがあったからだ。

　だって、ほら。ボクが眠ねむらされていた時のこととか、ちょっとしか知らないしさ。

　一通りいろいろ聞いてから、ボクは疑問を一つ口にした。

「でもジャッカルって結局、どこに行っちゃったんだろう？」

　すると胤正君はいつもの静かな口調でこう答えた。

「さて、死んでないことは確かでしょうね。飛び降りたのに、彼の死体が発見されたという話は聞いておりませんから。まあ仮に死体があっても国際指名手配犯ですから、公おおやけにできないという可能性もありますがね」

「え、じゃあ……」

「いえ、それはほぼないと思います。そもそもジャッカルは助かるつもりでビルを飛び降りているんですから」

「そうなの？　自殺ってことはないのかな？」

「ないと思いますね。自殺するのなら、ナイフで腕を落としたりしません。胸に突き立たてるのが確実です。であれば彼は生きるために腕を切り、飛び降りたのです」

「なるほど、確かに」

　そう考えると、まだ彼はこの世界のどこかで生きているということになる。

　彼を目の前にして、人を殺す人間というのを目まの当あたりにした。

　それはすごく怖こわくて、背筋が凍こおりそうな体験だった。

「それともう一つ、気にかかっていることがあります」

「なに？」

　しかし胤正君はそれを口にするのを躊躇ためらった。きっと憶おく測そくでしかないことを口にしたくないんだろうな、と思ったけどボクは気になって仕方ない。

「教えてよ。胤正君の想像でもボクは聞きたいよ」

　すると胤正君は苦笑いをして、それから口を開いた。

「証拠が何一つないので断言できないのですが……ジャッカルの目的は我々をあの狙撃から遠ざけることではなく、我々をこの事件にかかわらせることだったのでは、と思いまして」

「え？　逆じゃないの？　ボクらが暗殺の邪じや魔まだったからじゃ……」

「はい、僕もそう思っていました。しかし事件が終わり、皆みなの話を纏まとめているとそうと思えてきてしまったんです」

「どうして？」

「まずシャーリィ嬢じようを地下鉄の件で佐さ蛹さなぎ君に関かかわらせたこと。どうしてジャッカルはわざわざそんなことをしたのかと思いましてね」

「う～ん、地下鉄の職員に目もく撃げきされて、ボクらが調査に乗り出したから、偵てい察さつのために――とか？」

「それならアジトを移せばそれで済んだ筈はずでしょう？」

「たしかに、そう言われれば……」

「僕が思うには、佐蛹君が彼かの女じよに思い入れを抱いだく――そういう状況を作ることが、目的だったのではと思うんですよ」

「シャーリィに思い入れ？　なんのために？」

「君が何をおいても、彼女を助けようとするからです。そう考えるとつじつまが合うことが多いんですよ」

「まあ、確かにシャーリィを助けようと思ったし、行動もしたけど……でも助けに行けなかったかもしれないじゃない。だって三番目の神経ガスはもしかしたら、誰だれにもわからなかったかもしれないんだし」

「そこが絶ぜつ妙みようだったと言わざるを得ません。ルドルフさんがいなければ君を助けることはできなかった。――ですが、実はそれも織り込み済みだったとしたら？」

「ルドルフさんも計算内だったってこと？」

「僕はそんな気がしてなりません。何しろジャッカルは掃除屋のことやその周辺のことをかなり綿密に調べていますからね。むしろルドルフさんが気付くことを前提にあの神経ガスを選せん択たくしたのでは、と思えてならないのです」

「でもそれじゃ暗殺がうまくいかないと思うんだけど……」

　すると胤正君は一つ息を吐ついた。

「あの暗殺はそもそも誰も依い頼らいしていない可能性が出ています」

「え!?　でも……」

「岩国精密機械の従業員にあの名めい刺しの人間はいなかったそうです。札ふだ沼ぬまさんが当時の社長さんに連れん絡らくを取って確認してくださいました」

「じゃあ、全部がジャッカルの自作自演？　ボクらを動かすために？」

「そうです」

「なんのためにそんなこと……」

「佐蛹君がシャーリィマーヤの心をとかし、人の心を取とり戻させる――それがジャッカルの目的だったのでは、と思います」

「それって……ジャッカルはシャーリィに暗殺者になって欲しくなかった、ってこと？」

　しかし胤正君は悲し気に首を横に振った。

「逆だと思います。ジャッカルはシャーリィ嬢の心の底に残っている最後の人の心の残ざん滓しまで奪い去りたかったのでしょう。だから彼女が押し殺してきた人の部分を炙あぶり出す為ために佐蛹君を利用したのです」

　ボクはゾッとしながらも問い返えさずにはいられなかった。

「シャーリィの心を炙り出して……壊してしまおうとした？」

「そうです。彼女の最後の人間らしさが露出したその時にこそ、ジャッカルは家族殺しの真実をバラしました。それでシャーリィ嬢が引き金を引けばジャッカルの思惑通り。露呈した幼い少女の心は完全に壊れていたでしょう」

「でもシャーリィは踏みとどまったよ！」

「そうなることもジャッカルは考慮していたのでしょうね」

「……え？」

「だって彼が最後に銃口を向けたのは君だったのでしょう？」

　そうだ。もちろんその後に平三郎さんにも銃口を向けたけど、それは邪魔が入っちゃったからだもの。

「彼女の心を解きほぐした佐蛹君を目の前で殺す――そうすればシャーリィ嬢は今度こそ本当に人の心を捨てられる。新たなるジャッカルとして覚醒できる。彼はそこまで計算して動いていたのではないか……そう思ったんです」

「……そ、そんな……そこまで考えてたなんて」

「想像ですよ。この事件は、佐蛹慶けい介すけという一いつ介かいの高校生を中心に作られた壮そう大だいな計画だったのでは――と僕の想像に興が乗っただけのことです」

　ボクは息を吐いて、出だされたお茶で口の中を湿らせた。

　胤正君も一緒にお茶を啜すすり、それから話を変えるように明るい口調で、

「そういえば、シャーリィ嬢の方は、無事に片付いたらしいですね」

「まあ、ボクと平三郎さんで、全部もみ消したよ」

　その言葉を聞いて、胤正君はいかにも愉ゆ快かいそうに笑った。

「君たちなら、できるでしょうね」

「思ったより平三郎さんがノリノリで。あっちこっちに回って偽ぎ造ぞうの住民票を作ったり、それからルドルフさんの実の娘むすめってことにしちゃったし」

「ふむ、まあ、奥おく方がたがおられない以上は、バレづらいでしょうね。人種の違ちがいは両方そろっていれば怪あやしまれますが、お母様がそちらの方だと言っておけばごまかせるでしょうね」

「うん、そうするみたい」

「むしろ養子とするのが一番確実なのでしょうが……」

「平三郎さんは偽造書類作るのが楽しくなっちゃったみたいだから」

「さようですか―――しかし佐蛹君も……」

「なに？」

「いろいろ悪いことばかり覚えていきますね」

「あはは、そういうつもりはないんだけど、でも約束は破りたくないから」

「ええ。僕もそういう佐蛹君だから信しん頼らいしているのです。法ですべてが裁けるほど人間の作り出したシステムは万ばん能のうではありませんからね」

　夕方前に、胤正君の家を出て、帰かえり際ぎわに末広通りのルドルフさんの動物病院によって行く。

　シャーリィの様子を見るためにだ。

「ん？　いないよ。遊び歩いているみたいでね」

「でも、もう夕方ですよ。大丈夫ですか？」

「まあ、誘ゆう拐かいの心配は一いつ切さいしてないよ。むしろ誘拐犯がいたらそっちの方が心配だ」

　そりゃまあ、ごもっとも。

　シャーリィにかかったら、大人数人がかりでも勝てないと思う。

　さて、じゃあ彼女はどこに行ったのかな、と思いながら歌か舞ぶ伎き町ちようまで帰って来ると、清きよ子こちゃんが事務所の前で待っていた。

　その顔にはなにか決意を秘ひめたような雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「清子ちゃん、どうしたの？」

「……慶介くん、あの、ちょっといいですか？」

　その目は潤うるんでいて今にも泣きだしそうだった。

　顔は紅潮し風邪かぜをひいているのではと思ってしまうほど。

「大だい丈じよう夫ぶ、事務所によってく？」

「いえ、どうせあの穀ごく潰つぶしがいるのでしょう？」

「ううん、平三郎さんは今はそこのラーメン王でご飯食べてる。たぶんそのあと飲みに行っちゃうだろうけど……」

「よります！　この機を逃のがすな！　無人慶介くんちに全清子投入します！」

「え、あ、うん、もちろんいいけど。具合悪いわけじゃないの？」

「もちろんです！」

　清子ちゃんは事務所に入ると、もじもじとしながらうつむいている。

　麦茶を用意して彼女に差し出すと、清子ちゃんがボクの手を取った。

「あの、慶介くん」

「え？　なに？」

「この前の件で清子、決意しました。慶介くんがいなくなるのでは、と心を痛めて、ようやく覚かく悟ごが固まったのです」

「それって――」

「はい、清子は……」

　清子ちゃんの顔が、ボクの顔に近づく。

「あなたさまのことを……」

　潤んだ瞳ひとみが目の前までやって来る。

　ボクは……ボクは……。

「ほほう、これが不純異性交遊というやつなのですか？　勉強になりましたので、ありがとうです、はい」

「「シャーリィ!?」」

　なんとシャーリィが天てん井じよう裏うらの板をずらして見下ろしていたのである。

「どうしたのです？　これからするのでしょう？　ちゅーって」

「し、しないよ！」

「な、ななな、なにを言っておりますの！　このマセガキめが！」

「っていうか、シャーリィ、なんで天井裏に!?」

「潜せん入にゆうは得意なのですよ！　おまかせなのですね」

　そりゃそうかもしれないけどさ……。

「ところでケイ」

　そう言いながら天井からロープが垂たらされ、そこを器用にくるくる回りながら降おりてくる。

「このまえ、ケイがボクに言ったこと、覚えてるのですか？」

　清子ちゃんとの間に割って入ると、ボクの隣となりにちょこんと腰こしかける。

「このまえ言ったことって？」

「ボクがボクでいられる場所を必ず守るから、って」

　その言葉に清子ちゃんの首がグルンとこちらに向く。

「な、なんですの!?　そんなこと申しましたの、慶介くん!?」

「え、まあ」

「清子、まだそんなやさしい言葉かけてもらってませんけど！」

　さらにシャーリィの舌ぜつ鋒ぽうはまだ続く。

「一緒にいよう、って言ってくれましたですものね！」

「言ったけど……」

「で、ボクが『嘘うそじゃないのですね？　ケイは……ボクを幸せにしてくれるのですか？』って聞いたら、『うん』って答えましたですものね！」

　ちょっとちょっと！　順序入いれ替かえると愛の告白みたいになってますけど！

　聞いていた清子ちゃんはかつてないやつれ切った顔に驚きよう愕がくの目をしてボクを見る。

「け、けけけけ慶介くん……そっちのご趣しゆ味みでしたの？　ちっちゃい方がよろしくって？　でしたら清子、足を切り落としますので！」

「切り落とさないで！　清子ちゃんはそのままの清子ちゃんが一番素す敵てきだから！」

「まっ！　『そのままの清子ちゃんを愛し続けるから』ですか！　録音しました！」

「言ってないよ！　録音できてないでしょ！」

「心のテープレコーダーに……」

「録音機材が古い!!」

　するとシャーリィがにんまり笑いながら、清子ちゃんの肩を余よ裕ゆうの笑えみでぽんぽんする。

「まあキヨは、ケイの妾めかけとかになればいいとおもうのですよ」

「な、な、な、なんてことを申しますの！　慶介くん、このガキ、いま、完全に発情期の牝めす犬の目をしましてよ！　危険です！　そばに置いてちゃダメです！」

「えー、妾くらいゆるすですよ。ボクは心が広いのですから」

「あーた、だまってらっしゃい！」

　な、なんでボクんちでこんな展開になってるんだ……。

　そんな傍ぼう観かんをしていると外でエレベーターが開く音がして、すぐに誰かがうちのドアを開けた。

「おう、慶介。おまえさぁ……」

　入って来たのは主水もんど君。

　でも事務所の中の情況を見て、しばしフリーズ。

　そしてボクに向き直ると、一言、

「……やっぱ女ってこええな」

　と言ってため息を吐ついたのだった。

　ねえ、主水君。ため息を吐きたいのはボクなんだけど………。

《おわり》
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あとがき







　このたびは「新宿コネクティブ２」をお買い上げまことにありがとうございます！

　内堀優一でございます。

　予定の発売日より遅くなりたいへん申し訳ございませんでした。

　待っていてくださった皆様、本当にありがとうございます。

　さて新宿の街では再開発が活発になってございます。

　あちらの工事が終わったと思ったら、こっちの工事が……といった具合に絶え間なくどこかのビルが建て直しをしている様子。

　元々、老ろう朽きゆう化かしていた物も多かったのでしょうが、もう一つの要因に３・11の大地震があったことも否定できません。

　あの地震の後、ひび割れの入ったビルを散見しました。

　ビックリしましたのは端から端まで一直線にひび割れを起こしているビルなんかもありました。まあ、一週間後には左さ官かん屋やさんが綺麗にひび割れの上から詰め物と塗と装そうでコーティングしてなかったことになっていましたが……。さすがにそのビルですら四年後くらいには解体しておりました。

　ビルが変わりますと、そこに入るテナントも変わります。

　入って来るもの、出ていくもの。様々にこの街は顔を変えていくのでしょう。

　さてこの再開発で、この街はどんな顔になっていくのでしょう？

　それが楽しみでもあり、またちょっと寂しい気持ちもあるのですね。




　ここからは謝しや辞じをば。

　いつもお世話になってございます担当編集の中川様、素敵なイラストで物語を彩ってくださるギンカ様、ＨＪ文庫編集部のみなさま、出版流通にかかわるすべてのみなさまに心より御礼申し上げます。

　そしていつもこうして応援してくださるあなたに、心からの感謝を。

　それではまたお会いできることを願って。

二〇一七年九月吉日　内堀優一
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